
        
            
                
            
        

    
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　初めて『彼女』を見た時、私は鼓動が高鳴るという感覚を生まれて初めて知った。

　この色あせた世界で、『彼女』は鮮やかに輝いて見えた。『私』だから、それが見えたのだ。『私』は『賢者』。そして『彼女』は『勇者』。

　先代勇者がそうであったように、『私』も『勇者』とともにある宿命なのだ。

　あの時のことは今でもはっきりと思い出せる。

　私は当時、王都で各種ギルドへの今年の補助金予算の計画という、重要だが『賢者』に相応ふさわしいとは言えない仕事を行っていた。

　当時、魔王軍との戦争は連戦連敗を重ねており、辛うじて精鋭のバハムート騎士団だけが前線が崩壊するのを食い止めているという状況だった。

　当然、予算の大半は軍備に費やすべきであり、ギルドへの補助金は最低限に抑えなくてはならない。そんなことは幼い子供だって理解できそうなものを、無能なギルドの人間どもは私を脅したり賄賂を贈ったり、あの手この手で補助金の増額を企たくらんでいた。

　どうしようもない愚かな奴やつらだ。そんな奴らに『賢者』である私の人生が無意味に消費されていくのが、私は我慢ならなかった。

「アレス閣下」

　予算案を決める会議で使う資料を作っていた私の手を部下の言葉が止める。

　私はため息を吐いてペンを置いた。

「なんですか？　ギルドの面会なら、私は人と会っていると言ってお断りしなさい」

　毎日のようにやってくるギルドの人間達。

　この国難にあって、あのような無能がどうしてのさばるのか、『賢者』である私にも理解できない。

「ギルドの人間ではありません。バハムート騎士団副団長のラグナソン卿きようが面会を求めています」

「ラグナソン卿……ああ、あの変な加護の」

「変な加護ですか？」

　部下はそう聞いてきたが、他人の加護を触れ回るのはあまり行儀が良いとはいえない。それに説明するのも面倒だ。

　私は手で案内してこいと指示すると、私自身は応接室へと移動する。

「しかしラグナソン卿とは、一代限りの成り上がり貴族が何の用でしょう」

　バハムート騎士団副団長としてラグナソン卿は貴族の身分を得ているが、これは継承権を持たない一代限りのものだ。

　公爵家の嫡男である自分が、そんな成り上がり者のラグナソン卿にへりくだることはない。そう考えながら応接室で待っていると、すぐにラグナソン卿と、もう１人初めて見る青い髪の少女がやってきた。

　陰気な顔をした少女で、私は最初ラグナソン卿の奴隷なのかと考えた。

「お初にお目にかかるスロア殿。ギデオン・ラグナソンだ」

　ラグナソン卿は笑みを浮かべて手を差し出した。

　相手は成り上がり者とはいえ騎士。さすがに握手を無視することは得策ではない。

　私はしぶしぶ愛想笑いを浮かべて握手を返した。

「はじめましてラグナソン卿、今日はどういったご用件で？」

「その前に妹を紹介させてくれ」

「妹？」

　奴隷かと思った少女は、どうやらラグナソン卿の妹だったようだ。

　しかしラグナソン卿に妹がいるとは知らなかった。

「ルーティ・ラグナソンです」

　愛想のない顔で、少女はルーティと名を名乗った。

「妹は田舎育ちで、不作法はご容赦を」

　ラグナソン卿はそう言って私に頭を下げる。

　こいつは成り上がり者だが若くして王都精鋭バハムート騎士団の副団長を任される人物だ。人気もあり、自分の派閥に取り入れたい貴族や大商人達はいくらでもいる。

　そのラグナソン卿に妹がいたのなら、本人の意思に関係なく社交界に引っ張り出されそうなものだが？　何か問題のある加護でも宿しているのだろうか。

「『賢者』であるスロア殿にご助力をお願いしたくてね」

「助力？　しかし私も多忙な身なのですよ」

「それは重々承知している。だが、これはスロア殿にとっても王国への大きな貢献になるはずだ……つまり手柄になる」

「手柄？」

　思わず聞き返してしまった自分に腹が立つ。ラグナソン卿……いや、妹がいるから紛らわしい。ギデオンと呼んだほうがいいだろう。

　私が確認すると、ギデオンは「かまわない」と笑みを浮かべて言った。

　この男は自信に満ちた表情で笑う。

「論より証拠。まず見てもらったほうが早い。妹を〝鑑定〟してもらえないか？」

「〝鑑定〟ですか」

　この世界に加護は数えきれないほど種類があるが、その中でも『賢者』と『聖者』の加護のみが使えるスキルである〝鑑定〟。

　相手の加護を見抜くという非常に有用なスキルだ。

「なぜ私があなた方のためにスキルを使わなければならないのです」

「妹の加護はそれだけ特別なんだ」

　私は精神を集中し、少女の赤い瞳をじっと見つめた。

　そこには『彼女』がいた。

「な……!?」

　私はその輝きに圧倒された。『彼女』は美しく、気高い。

〝鑑定〟を持つ者にしか分からない感覚だろうが、加護には形がある。

『戦士フアイター』や『盗賊シーフ』といったありふれた加護には河原の石ころのようなつまらない形が。

『賢者』や『クルセイダー』のような高度な加護には職人の手でカットされた宝石のような美しい形が。そして、『彼女』の美しさときたら……天上の名状しがたい美が、神の気まぐれによって奇跡的に地上に現れたかのようだ。

　それは人の手では決して到達することのできない美。

『彼女』の名は『勇者』。

　私は生まれて初めて、『賢者』以外の加護に憧れた。

「スロア殿」

『勇者』に魅了されていた私をギデオンが呼び戻す。

　私は忍耐をもって、『勇者』から目をそらし、〝鑑定〟の発動を切った。

「……確かに、これは私にとっても重要な出会いとなりました」

「スロア殿に、妹の加護の証人となって欲しいのだ」

「『勇者』の証人に私が？」

「おそらくスロア殿の証言があっても王宮からは信じてもらえないだろう。だが、これから『勇者』として戦うには、王に『勇者』として認めてもらうことが必要になる」

「確かに、これから魔王軍と戦うつもりなら軍を借りられる後ろ楯だてが必須でしょう。王からその力を保証して頂くのが一番ですね」

『賢者』の〝鑑定〟は加護の内容を調べることができる。

　だがその情報が正しいかどうかを、『賢者』である私以外には証明できないのだ。

『勇者』という伝説だった存在の再臨。

　王に認めさせるには私の証言だけでなく、『勇者』としての功績が必要だ。

「なるほど、私に『賢者』が宿ったのはそういう意味があったのですか」

「む？」

「いえこちらの話です」

　私のつぶやきにギデオンは怪け訝げんそうな顔をしているが、かまうものか。

「ええ、『勇者』ルーティ。この『賢者』アレスがよろこんで協力しましょう」

　私はようやく生きる目的に出会えたのだ。

　私の『賢者』は、この『勇者』を助けるために神から授けられたのだと確信した。

「そうか！　スロア殿に協力してもらえるとは心強い」

「アレスで構いません」

　今度は私から手を差し出す。

「ギデオン、よくぞここまで『勇者』を導いてくれましたね」

「ん？」

　私の言葉の意味が分からなかったようで、ギデオンはわずかに眉をひそめていた。

　ギデオンはその役割を果たした。ここからは私が役割を果たす番だ。

　私は『賢者』アレス。

『勇者』とともに世界を正す者。

　私の真の人生は今日という日から始まるのだ。
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　ゾルタンの下町。

『賢者』アレスは憎悪を込めてレッド＆リット薬草店の看板を見上げた。

「ギデオン、こんなちっぽけな店に『勇者』を連れ込んで何を企んでいるのです」

　アレスとダナンの姿に化けたアスラデーモンのシサンダンはレッド＆リット薬草店の前へと来ていた。

　飛空艇を使っていなくなったルーティを追っているアレスはついにここまでたどり着いたのだ。

『勇者』と共に戦うという契約をコントラクトデーモンと交わしたアルベールや、ダナンの姿を借りて近づいてきたシサンダンの協力もあったが、何よりアレスの『勇者』に対する執念のなせるわざだろう。

　だが、ルーティはここにはいない。今は山で錬金術師のゴドウィンを使って自分用の悪魔の加護を作るために山にある古代エルフの遺跡にいる。

　レッドと名を変えたギデオンもいない。本物のダナンと共に、ルーティを救うために遺跡へと向かっている。

　アレスが考えているような企みなんてものも、勿もち論ろん存在しない。

　レッドはルーティがこのゾルタンにやってくるとは夢にも思っていなかった。

　アレスには執念はあったが、彼はルーティやレッドのことを何も理解してないのだ。

　アレスは扉に触れた。扉の隙間から鉄の錠が砂となってこぼれる。

　高レベルの『賢者』であるアレスにとっては、通常の鍵を音も立てずに魔法で破壊することなど簡単なことだ。

　アレスはレッドとリットが暮らしている店へと無遠慮に入っていった。

　店には誰もいない。アレスは秘密の部屋に隠れている可能性も考えて家中を荒らし回ったが、誰の気配もないことは明らかだ。

　ただ、レッドとリットが一緒に買った食器類や、ストームサンダーの作ったウォルナット製のダブルベッド、薬が必要な時に足りなくなるということがないようにゾルタンの病気の流行についてレッドが記録してきたノート、たくさんの薬を作ってきた調合道具、リットやルーティが美味おいしいと言った料理を食べた居間、その料理を作った台所、そしてレッドとリットがたくさんの薬をゾルタンの人々に売った店頭……。

　それらを躊ちゆう躇ちよなくひっくり返し、床にばらまき、破壊し、踏みつけ、それでもアレスは何ら収穫がないことにイライラと家の中を歩き回った。

「クソッ！」

　アレスは悪態をつきながら、シーツの中に何か隠されていないかと、ナイフでベッドをズタズタに引き裂いていた。

　その様子を見てシサンダンは、ダナンの顔のまま面白そうに口を歪ゆがめた。

「で、さんざん荒らし回った結果、ここには何の情報もないってことがわかったわけだ」

「うるさい！」

　アレスは叫んだ。その剣けん幕まくにシサンダンは肩をすくめる。

「ギデオンはもう勇者様のところへ向かっているんじゃ？」

「なにを根拠に……」

「根拠もなにも、お前はレッドがギデオンだと気がついたから勇者様はゾルタンにやってきたと考えたんだろう？　だったら勇者様とギデオンは一緒に行動していると考えるべきだろ？」

「……ふん」

　アレスは荒々しく扉を蹴り開け、外へ出た。

　後に続こうとしたシサンダンは、出る前に店内の様子を見回す。

　薬の棚が乱暴にこじ開けられ、中の薬が床に散乱している。また中央にあった天使の像は倒れ、翼の部分が壊れてしまっていた。

　悲惨な光景だ。レッドとリットがここでたくさんの笑みを浮かべ、このゾルタンでの暮らしを楽しんでいたというのに。ここは２人のスローライフの象徴だった。

「ふむ」

　これを見たらギデオンはどう思うだろうか？

「人間という生き物は面白いな」

　そして、これだけ荒らし回ったアレスが、ギデオンと一緒に旅を続けてきた仲間だと思うと、アスラデーモンであるシサンダンは人間という種に対する興味がより一層強くなるのを感じていた。
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「シサンダンが生きていた？」

　レッドは思わず聞き返した。２人は湿原の中を通る街道を走っている。

「おうよ、俺の右腕を食いちぎったのは間違いなく、ロガーヴィアで戦ったアスラデーモンのシサンダンだった」

「だけど、あいつは俺達で倒しただろう」

　それも首を落としたのを確認している。

　身体の方は回収する暇はなかったが、頭はリットがロガーヴィアへと持ち帰り、ガイウスの仇かたき討うちの証明として王に捧ささげたはずだ。

　その後は、しばらく晒さらし者にされたあと、墓地に埋められたと聞いている。

「同種族の兄弟とかじゃないのか？」

「いや、俺は一度戦った相手は忘れない。あの姿と刀法は間違いなくシサンダンだ」

　ダナンは自分を襲った相手がシサンダンだと確信しているようだ。

　ダナンがここまでいうからには間違いないのだろう。

「うーん、暗黒大陸やデーモンには、まだ未知の部分が多くはあるんだが……死者蘇そ生せいができるのか？」

「お前が知らないのに俺が知るわけ無いだろうが。まぁ気にするな。大した話じゃない。やつが蘇よみがえる度に俺がぶっ殺し続けるってだけだ」

　そう言ってダナンはガハハと笑った。

　目の前を馬に乗った衛兵が歩いている。俺達は直すぐ側を避けて走った。

　驚き竿さお立だちになった馬を衛兵が慌ててなだめたときには、俺達は遥はるか前方へ走り去っていた。

　だが、これでも俺はダナンに合わせて速度をかなり落としている。

「ダナンも疲労耐性取ったのか」

「『武闘家』のスキルでな」

　コモンスキルならマスタリースキルまで上げないと手に入らない疲労耐性も固有スキルならそのまま取れる。やはり固有スキルは強い。

　俺達は常人ならすぐに息の上がるような疾走を続けた。

「おいギデオン！」

「……！」

　その時、俺達は上空に威圧感を感じた。俺達は湿原の下生えの中に素早く伏せ、空を見上げる。そこには、はるか上空を飛ぶ竜の姿があった。

「あれは精霊竜スピリツトドレイクか？」

「精霊竜スピリツトドレイクというと、誰かが召喚したのか」

「ドレイク召喚なんて高等魔法が使えるヤツはゾルタンにはいなかったと思うが」

　ドレイクの召喚は召喚系魔法の中でも最高峰に位置する高等魔法だ。

　ゾルタンどころか中央の大都市でも使えるものはまずいない。

「方向は……おい、もしかしてお前の言ってた勇者様がいる山に向かってるんじゃないか？」

「ああ、かもしれない。一体誰だ？」

　相手は空を進んでいる。

　湿地の中をうねるように進む街道と違い、直線距離で進める空路なら目指す場所は同じでも移動距離は大きく違う。

「ギデオン、俺のことは気にするな、全力で先にいけ。俺もできるかぎり早く追いつく」

「悪いな」

「気をつけろよ、辺境に俺達と戦えるやつがいないと思いこむのは危険だ。なにやら、首の後ろがチリチリとしやがる。強敵との戦いを前にするとこうなるのよ」

　俺は腰に佩はいた銅の剣の柄に触れた。

「俺は弱いからな。そんな思い込みはしないさ」

　この貧弱な銅の剣で斬れるものなどたかが知れている。

「俺は俺のできることをするだけだ。強いやつがいたら隠れているから、ダナンも早く来いよ」

　そう言って俺は笑うと、足に力を込め全力で走り出した。あっという間にダナンの姿が後方の点になり、見えなくなった。だが上空に見える精霊竜スピリツトドレイクは凄すさまじく速い。

「ただのスピリットドレイクじゃないな。移動速度を強化する魔法かなにかがかかっている」

　単純な直線の速度なら俺も負けず劣らずだと思うのだが、こちらは陸路。

　曲がるときはスピードを落とさなければならないし、道がぬかるんだりしていれば速度は一気に落ちる。

「ルーティなら大丈夫だとは思うんだが」

　ルーティは俺より遥かに強い。俺が心配するようなことは何もないとは思う。

　だが、目の前で得体の知れない相手がルーティのいる山へと向かっているかと思うと、やはり心が落ち着かない。

　しばらく走っていると、前方を駆ける２匹の走竜ライデイングドレイクが見えてきた。

「ん、追いついたか」

　遠くからでもリットの後ろ姿を見間違うことはない。

「リット！　ティセ！」

「レッド！」

　走竜は自分と並んで走る俺の姿を興味深そうに覗のぞき込み、「ぐぅ」と鳴いた。

　走竜の周りには水の精霊と風の精霊が漂っている。

　魔法を解析するようなスキルや魔法を持たない俺には推測するしか無いが、おそらくは水の疲労治癒と、風の速度上昇。やはり魔法を使って急いでくれていたのか。

「リット、空のスピリットドレイクを見たか？」

「うん、見た。でもゾルタンにあんな召喚魔法を使える人はいないわ。先代Ｂランクパーティー『アークメイジ』ミストーム師でもそうよ」

　ゾルタン最強の元冒険者として、この町の強者を把握しているリットが言うのだから間違いないだろう。

「外部の人間か」

　ダナンが現れただけでなく、俺達に匹敵するほどの加護レベルを持つ者がゾルタンにいるということか。偶然だろうか？

「ああそうだ、ダナンもあとから来る」

「ダナン!?」

　リットが驚いて声を上げた。ティセも目を見開いている。

「レッド、ダナンに会ったの？」

「ああ、港でな。俺を探しに来たらしい」

　リットはそれを聞いて、少し躊躇したあと、

「そう……ごめんなさい、実は私も会っていたの」

　目を伏せ気味に、そう言った。

「リットがダナンに？」

「うん。レッドを連れ戻しに来たって。でもレッドが平和に暮らしているから見なかったことにするからレッドにも伝えるなって」

　ダナンが？　あいつはそんなことを言うようなヤツじゃない。

　あいつは平穏に暮らすことが幸せだという概念が理解できないレベルの脳筋だ。

　一緒に暮らしているのが楽しいのなら、じゃあ一緒に魔王討伐に行けば解決だなと迷わず言うだろう。

　幸せに必要な要素から平穏という部分が抜け落ちるんだ。

　あいつはそういうやつなのだ。それに……。

「それはいつのことだ？」

「ええっと、最初に会ったのは悪魔の加護の生産拠点がどこかって調べてた時だから……」

　おかしい。ダナンは今日ゾルタンに到着したと言っていた。

　あの場面でダナンが噓をつくはずがない。だが、リットがこの場で噓をつく理由もない。

「リット、そのダナンになにか変わったところはあったか？」

「変わったところ？　いえ特にはなかったと思うけれど……まぁ私、ダナンとはあまり話したことなかったからよく分からないけれど」

　リットを仲間に入れて、惑わしの森を突破する時、テオドラとダナンはロガーヴィアの防衛の為ために残っていた。だからリットはダナンとあまり長く会話していない。

　……いないのだが、今のダナンと昔のダナンで、大きく変わった部分を見過ごすことはありえない。

「そのダナンは両腕があったんだな？」

「え？　質問の意味が分からないけど……」

「言葉通りの意味だよ。右腕と左腕、両方あったんだな？」

「う、うん」

「どういうことですか？」

　ティセも質問の意味が分からないと首を傾かしげている。

「俺が会ったダナンは右腕の肘から先を失っていた」

「ダナンさんが片腕を!?　一体何があったんです!?」

「で、でも私が会ったダナンはちゃんと右腕が……」

「……リット、驚くなというのも無理だろうし、俺もまだ詳しいことは分かっていないんだが」

「もう驚いているわよ！」

「ダナンは……シサンダンに右腕を食いちぎられたらしい」

　リットの身体が硬直した。

　騎手の混乱を感じ、走竜が戸惑い足を止めようとするが、俺が手綱を引いてそのまま走るように促した。走竜は黒い瞳で不安そうに俺を見つめたが、素直に走り続ける。

「ありえないわ！　シサンダンはあのとき確かに殺したはずよ！」

「確かに。リットはシサンダンの首を持ち帰ったし、ロガーヴィアの地に埋められているはずだ」

　リットにとっては、自分の師を殺した憎い相手だ。仇討ちしたと思った相手が、実はまだ生きていたなんて受け入れられることではないだろう。

　リットの表情が、一瞬ではあるが憎悪に燃えた。

「シサンダンというと……確かロガーヴィアでルーティ様が戦ったというアスラデーモンですか？」

　ティセの言葉に俺は頷うなずく。

「俺もまだ見たわけじゃない。話を聞いただけだ」

「何かの間違いじゃないんですか？」

「分からん。だがダナンは一度戦った相手のことは忘れない。そのダナンが言うからには、信しん憑ぴよう性せいは高いと思う」

　俺達は少しの間沈黙したまま走る。

「私の見たダナンって……」

「おそらくはシサンダンだろう。右腕を食べたことでダナンに化けていたんだ」

　この世界で唯一加護を持たない種族であるアスラデーモンの能力については謎が多い。

　かつてロガーヴィア公国での戦いで、シサンダンはリットの師匠である近この衛え兵へい長ガイウスを食べ、その姿に化けて国の中枢に潜入していた。

　その能力を今回も使ったのだ。

「もっと早くあなたに伝えていれば……きっとレッドなら偽者だって見抜いていたのに。そしたら、私は……すぐにでも」

「斬りに行っていたか」

「……うん、冒険者を続ける気はないけれど、あいつだけは別」

　リットの心に葛藤があるのが、俺にもわかった。俺と一緒に店を続けたい、２人の日常を大切にしたい。リットのその気持ちは間違いなく本物だろう。

　しかし、仇かたきはまた別の問題だ。師匠を殺し、リットを信じてくれた近衛兵隊の兵士達やロガーヴィアの冒険者達。その多くを騙だまし、殺したのがシサンダンだ。

「……あれがシサンダンの手によるものなのかは分からないが」

　視線の先には空を飛ぶスピリットドレイク。俺達との距離は段々と離れていく。

「もしシサンダンがいるなら一緒に戦おう。あれが別物で、まだシサンダンがゾルタンにいるのなら、それでも一緒に戦おう。今度こそガイウスの仇を討とう」

「でもレッド……」

「確かに俺はもう世界のためにとか、そういう戦いはしないって決めたんだけどさ」

　リットが辛そうな表情も見せているのはこれが理由だろう。

　俺は世界を救う旅に戻るよりもリットとの暮らしを取った。

　ならば自分もシサンダンという仇との戦いよりも、レッドとの暮らしを取って忘れるべきではないか。そうリットは考え、それを選べない自分に苦しんでいる。

「リットが戦う必要があるというのなら俺ももう一度戦うよ。別に俺達のスローライフは呪縛なんかじゃない。いや、呪縛であってはならないんだ。辛い思いをしてまで戦いを避ける必要なんて無い」

「……ごめん」

　リットは少しだけ涙を見せた後、表情を引き締めた。

「シサンダンと会ったなら、もう一度だけ私は英雄リットに戻るわ」

　そして決意を視線にこめ、上空の精霊竜を睨にらみつけた。

「ありがと、私はもう大丈夫だから、レッドは先に進んで」

「そうか、分かった」

　俺はさらに足に力を込める。ここからは山に近づくに連れて道が悪くなるため速度は落ちるだろう。あの精霊竜には追いつけない。だが10分程度の差で到着できるはずだ。

「リットとティセも気をつけて」

　俺がさらに速度を上げると、走竜達は驚き負けじと速度をあげようとするが、すぐに引き離されていった。

「ギャア！」

　悔しそうな走竜の鳴き声を聞きながら、俺はルーティのもとへと先を急いだのだった。
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　俺にとっては、ゾルタンに来てから何度も薬草を採りに来た、もはや勝手知ったる我が山。だが、いつもと違い先に麓にある集落に寄る。

　ここは山に薬草を採りに来た冒険者が宿泊する宿もあるが、本業は湿地帯が広がるゾルタンでは貴重な木材を生産するための木こり達が住む集落だ。

　時間をかけたくなかったので、集まっている村人にクオーターペリル銀貨を渡しながら竜ドレイクを見たか手早く情報を集めた。

「あっちの方に飛んでいったよ」

「あっち？」

　そう教えてくれた少年は、来年くらいから父親たちに交じって木こりの仕事をするくらいの年齢だろうか。彼が指差した先は、山ではなく山の側にある森だった。

「ありがとう」

　少年に銀貨を握らせ、俺は集落を離れる。たしかあそこはルーティが飛空艇を隠している場所だったか？　そうティセが言っていたはずだ。

　飛空艇はティセでなければ動かせないようにロックがかかっているらしいが、まだ未知の部分も多いそうだ。もしかするとロックの解除キーを知っていて、飛空艇を奪おうとする魔王軍の手先かもしれない。

「飛空艇はもともと暗黒大陸の技術、ティセよりも魔王軍の方が詳しくて当然か」

　ルーティのところへ先に向かうべきか、それとも飛空艇の置いてある森へ向かうべきか。

　少しだけ迷ったが、やはり先にルーティのもとへ向かうべきだと判断した。

　ルーティ自身の問題の方が飛空艇の有無より大切だと思ったからだ。

　俺は山の中をキマイラの生息地の中にある古代エルフの遺跡を目指し、進んでいった。
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「どうですダナン、この見事な飛空艇は。これがあれば魔王軍の海上封鎖など関係なく暗黒大陸へ向かえます。我々の勝利の日は近い」

　アレスは自分達の冒険の成果を誇らしげにダナンに伝えた。

「そいつはいいが、ここにはルーティはいないようだぞ」

「たしかに。だが飛空艇がここにあることが分かったのは大きな収穫です。いまのうちに結界を張って、我々以外が近づくのを防ぎましょう。この飛空艇が奪われたら大変なことです。それにこの結界があればルーティが飛空艇に近づけばわかります」

　アレスは早速準備に取り掛かっている。連日の魔法で消耗しているにもかかわらず、精霊竜を召喚し、さらには飛空艇を覆うほどの結界を張る。

　さすがは世界最高峰の『賢者』というべきだろう。魔力の高さは上級デーモンですら太刀打ち出来ないほどだと、シサンダンはその点については素直に感心した。

（加護は知識や判断力を与えてはくれない。それがこの男の悲劇だろうな）

　アレスはレッドより早く山に到着していたのにもかかわらず、その選択によって遺跡への到着が遅れることになった。この差は後の結果に影響をあたえることになる。
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　俺は山を進むと、キマイラの生息地へたどり着いた。いつものようにキマイラ達は俺を遠巻きに眺めるだけで手は出してこない。

　以前のようにキマイラに絡まれている新人冒険者に会うこともなく、遺跡へと進めた。

　森に吞み込まれ、木の根や蔦つたが入り組んだ遺跡を進む。

　天井や床は古代エルフの遺跡以外では見ることのできない、つるりとした鉄でも石でもない未知なる硬質の物体でできていた。

　以前、俺はこの中を簡単にだが調査したことがある。奥はまだ防衛装置が生きていたので調べてはいないが、中央の遺跡と比べても、ここは非常に厳重な遺跡という印象を受けた。




　俺は、古代エルフに関する文献も、かなりの量読み漁あさっている。

　古代エルフの遺跡には、それぞれ明確な目的があったというのが学者達の見解だ。ある意味当たり前であるが。

　王都の近くにあった、勇者の証あかしを封印していた遺跡を俺は直に見た。アレスもルーティも、おそらくは気がついていなかったが……あれは封印などしていなかった。

　あの遺跡は勇者の証を『生産』していたのだ。

　ルーティが手にした勇者の証は、先代勇者が使ったものなどではない。ましてや古くから伝わった遺品などでもない。

　勇者の証とは先代勇者が使ったものと同じ遺跡で生産された、真新しい道具だった。

　普段はここまで入り込んでいるキマイラ達の姿を見かけない。

　おそらくはルーティが何体か始末したことで、キマイラ達はここが危険だと判断したのだろう。先に進むと、大きな穴の空いた扉が見えた。

「ちゃんと装置を動かせば開いたのに」

　ルーティが無理やりこじ開けたのだろう。たしかにルーティならそれが一番効率がいいのだろうが、その強引なやり方に思わず苦笑してしまう。

　ルーティは決して頭が悪い訳じゃない。本気でこの扉の装置を調べれば、開け方だって分かったはずだ。ルーティはあれで結構ずぼらなところがあるんだよな。

　扉の先に進むとぽっかりと空いた黒い穴が見える。

　普通ならここに昇降装置があるはずだが……。

「なにもないな」

　ティセが言っていたようにルーティが破壊してしまったようだ。

　ここを降りるしかない。

「よし……軽業スキルマスタリー、スローフォール」

　俺は内面の加護に触れてスキルを起動する。このスキルがあれば、手や足が触れられる距離に壁などがあれば、それを使って減速しどんな高さからでも安全な速度で降下できる。

　ビッグホークの屋敷でも使ったスキルだ。上から覗のぞき込む限り、昇降装置の中は暗そうだ。俺はベルトポーチからライトスティックを取り出す。ライトスティックは真しん鍮ちゆうでできた30センチくらいの細い棒だ。

　俺は床にライトスティックの先端を叩たたきつけた。すると、ボウッと小さな音を立て、真鍮が熱もなく燃え始める。松明たいまつほどの光が辺りを照らした。

　ライトスティックは特殊な魔法が仕掛けられた１本２ペリルほどの安価なマジックアイテムで、衝撃を与えると10時間ほど光を発する使い捨ての照明器具だ。

　安いと言っても松明約１００本分の値段だが、簡単に点灯することができ、一度つければ持続時間中は水や風で消えることなく、周りのものを燃やすこともないため、慣れた冒険者は数本常備している。

　俺は壁を何度も蹴って速度を落としながら、真っ暗な縦穴を下っていった。

　左手に持ったライトスティックの光量では縦穴の奥までは到底届かない。よく見えるのはせいぜい20メートルほど。それより先は薄暗い影か完全な暗闇だ。

　そんな中を減速を繰り返しているとは言え、高速で下りていくのだから神経を使う行為だ。その後、数百メートルは下ったと思う。やがて足元に昇降装置の残骸が見えてきた。

　着地できそうなところを見つけ、俺は壁を蹴ってそこへ着地した。

「ふぅ」

　スキルがあるとはいえ、これだけの高さを飛び降りるのは少々疲れた。俺にも疲労耐性があるのだが、神経をすり減らすような行為は関係なく消耗する。

　だが休むのは後回しだ、遺跡の地下はところどころ照明が生きているようだが、大部分は闇に覆われている。

　俺はライトスティックをベルトに差すと、奥へと進んでいった。

　地下になると、地上部にあったような壁を覆う蔦のような植物はもう見られない。

　通路には時折、ルーティが破壊したと思われる古代エルフの防衛兵器の残骸が転がっていた。これらを持ち帰るだけで俺の店の稼ぎの何十年分にもなるだろう。

　もっとも、ゾルタンじゃこんな高価なものを換金できる店などないだろうが。

「確かティセの話じゃ、ベッドなどがある南西の区画で悪魔の加護を作らせてるってことだったよな」

　ルーティがいるとしたらそこだろう。

　俺はコンパスを取り出し、方角を確認しながら遺跡のさらに奥へと進む。

　しかし、なんだって古代エルフはこんな地下奥深くにこんな巨大な設備を作ったんだ？

　先に進んでいると、途中、周囲の建材とは明らかに違う、粘土でできたプレートが壁にかけられていた。

「これは古代エルフ文字ではなくウッドエルフの文字か」

　ウッドエルフは先代魔王に滅ぼされた種族。

　ゴンズなどハーフエルフはそのウッドエルフと人間の混血の末まつ裔えいだと言われている。

　そのため、古代エルフの文字とは違い、ウッドエルフの文字はほぼすべて解明されている。

「勇者管理局？」

　これはどういう意味だろう。ウッドエルフ達が古代エルフの遺跡に入り込んでいたのも謎であるし、その遺跡にこんな言葉を彫られた粘土板を置いたのも謎だ。

「それにこの先は宿舎区画だろ？」

　ベッドが各部屋に置かれていたというティセの言葉からするに、この先は古代エルフ達が寝泊まりするのに使っていた部屋……だと思う。この遺跡自体の役割が何なのかは知らないが、それは別の部屋にあるはずだ。この先にあるのはただの部屋。

　そこにわざわざ粘土板を設置する意味はあるのか？

「……いや、考えても仕方がないな」

　それより今はルーティに会うことが先決だ。

　湧き上がる疑問と好奇心を、今は無視しながら俺はルーティのもとへと先を急いだ。

　錬金術師ゴドウィンに薬を作らせている部屋の場所について、ティセから言葉でしか説明をされていない。画一的な部屋の並ぶ古代エルフの遺跡の宿舎区画でそれを見つけるのは少し骨の折れる仕事だった。

「ここかな」

　少しだけ時間がかかってしまった。もうそろそろリット達も山を登り始めているころだろうか。俺は古代エルフ遺跡によく見られる、妙に重い引き戸を開ける。

「おっと」

　中からガラスの瓶が飛んできた。俺は前方に飛び込むようにして、その瓶をかわす。

　次の瞬間、瓶は「ボン」と音を立てて爆発した。

　まわりに緑色の粘着液をばらまくが、そのときには俺はすでに部屋の中へと飛び込みながら、その錬金術師の首筋に剣を突きつけていた。

「て、てめぇは薬屋の！　俺を捕まえに来たのか！」

「あー、戦いに来たんじゃないんだ」

「剣を突きつけておいてよく言う！」

「いや、あんたが爆弾投げてくるから。それに戦うつもりなら、すでにその首を貫いているよ」

　ゴドウィンの手にはもう１つ粘着爆弾が握られている。

　僅かに睨にらみ合ったあと、ゴドウィンはゆっくりと手を下ろした。

　その動きに合わせ、俺もゆっくりと剣を、ゴドウィンの首の側から外していく。

「あんたを捕まえている女はどこだ？」

「なんだ薬屋、あいつに用があるのか。やめとけやめとけ。てめぇが強いのは斬られた俺が一番良く分かっているが、それでもあの女にゃ勝てねえよ」

「勘違いしているようだが、俺と彼女は知り合いだ」
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　ゴドウィンは意外だというような表情を浮かべた。

「英雄リットに続いて、あの女とも関わりがあるのか。薬屋、てめぇ一体何者なんだ」

「ただの薬屋だよ。それより彼女はどこだ？」

「俺が知るかよ。遺跡のどっかにいるんじゃねえか？」

　この遺跡の何処どこかにいるルーティを探すとなると、それはまた骨の折れる仕事だ。

「…………」

　叫んでルーティを呼ぶか？　なんとなくだが、それは避けたい。ここに俺がいることはルーティにとって予想していない状況のはずだ。悪魔の加護やゴドウィンの脱獄といったことが俺に知られたとルーティが気がついたら、ルーティはおそらく悲しむ。

　可能ならその場で、俺はなんとも思っていないということを伝えたい。

「おい、ゴドウィン」

「なんだよ」

「あんたが彼女を呼べ」

「お、俺が？」

「大声で叫べば、彼女のスキルをもってすれば十分に聞こえるはずだ」

「薬屋が叫べばいいだろ。俺はてめぇを信用してないんだぞ。もしてめぇがあの女の敵で、あの女が俺のことを裏切り者だと思ったらどう責任とってくれるんだ」

「じゃあ俺から剣を突きつけられて殺すぞと脅されたことにしろよ」

「嫌だよ。俺はあの女が心底怖いんだ」

　ええい面倒な。

「どうしても嫌か？」

「嫌だね」

「仕方ない」

　俺はゴドウィンの爆弾を持った左手を摑つかんだ。

　爆弾は危ないから奪い取って床に置く。

「な、なにしやがる……」

　ゴドウィンは不安そうに振りほどこうとするが、俺はがっちり摑んで放さない。

「大丈夫、怪我けがはしないから」

「け、怪我って……てめぇ！　やめろ！」

　ゴドウィンは何をされるか気がついたのか、慌てて暴れようとするが。

「あとあれだ、あんたのせいで俺のリットが危ない目にあったんだってな」

「そ、そのことはてめぇが俺を斬ったことでチャラだろ！」

「ありゃアルの分だ」

　以前、こいつの粘着爆弾で、リットは危うくストーカーデーモンにやられそうになったことがあった。その時の仕返しも少し込めて。

「えい」

　俺はゴドウィンの左腕の関節を固め、曲がってはいけない方向に少しだけ引っ張る。

「ぎにゃあああああああああ!!!!」

　痛みに耐えかね、喉から迸ほとばしったゴドウィンの絶叫が遺跡に響いたのだった。
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「畜生……」

　ゴドウィンは座り込んで自分の左腕をさすっている。恨みがましい目で俺を睨んでいるが、気にしない。それよりも近づいてくるはずの気配に俺は耳を澄ました。

　ゴドウィンは、悪魔の加護を作るために必要な錬金術師。ルーティにとっては必要な人間だ。だから今の悲鳴を聞けば……。

　その時、扉が衝撃ではじけ飛んだ。空中に飛んだ扉の影から、少女の影が稲妻のように走った。かがむような姿勢から突き出された剣は寸分違わず俺の首へと迫る。

　さきほど俺がゴドウィンに剣を突きつけた動きに少し似ているが、その速度と鋭さは比べることもできない。

　だが、その一撃は俺の首へ到達する前に止まった。

「お兄ちゃん!?」

　その時ルーティに浮かんだ感情は、勇者であるルーティにはあるはずのない『怯おびえ』だった。俺にはそう見えた気がしたのだ。
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　俺とルーティは別の部屋へと移った。

　ゴドウィンは、ルーティがあのような態度を見せるのが信じられなかったようで、随分驚いていた。それでもまだルーティへの恐怖はしっかりと残っているようで、ルーティからしばらく休んでいいという言葉に素直に従っていた。

「お兄ちゃん……どうしてここに？」

　この部屋はルーティが、この遺跡での寝床として使っている部屋らしい。

　ゴドウィンの部屋から通路２つ隔てた場所にある他の部屋より少し大きめの寝室だ。

　古代エルフの技術は現代より優れているとはいえ、部屋の中の家具などはすでにボロボロに風化している。

　ルーティもゴドウィンも、そうした部屋にあるゴミを別の部屋へと移し、組み立て式の簡易ベッドを使って眠っているようだ。ゴドウィンの部屋には、他にも調理器具や水や食料の貯蔵庫なども置かれ、生活するのに十分な状況が整っていた。

　また一体どういう原理かは分からないが、この古代エルフの遺跡は水道設備も生きている。どこから供給されているのか得体の知れない水を飲むのは抵抗感があるが、身体を洗ったりといった生活用水としては使える。

　ゴドウィンやルーティがそれぞれ使っている部屋の隣には、物干し竿ざおにかけられた洗濯物などが干され、古代のロマンとはかけ離れた生活感のある光景が見られた。

「お兄ちゃん？」

「ああ、悪い、古代エルフの遺跡の奥なんて久しぶりだからさ。少し驚いているんだ」

「そう」

　本題だな。

「ルーティ、話はティセから聞いたよ」

　ビクリとルーティは肩を震わせた。うつむき、何を言えばいいのか考えているようだ。

　怒られる、と思っているのかもしれない。

　これまでずっと勇者として生きてきたルーティにとって、悪魔の加護や犯罪者の脱獄はありえない行為だ。それに加護にふさわしい生き方をせよという聖方教会の教えを真っ向から否定する行為でもある。

「ごめんな、ずっとなにもしてやれなくて」

　俺はそう言って頭を深く下げた。

「え？」

「ルーティの加護の衝動を抑える方法は、俺もずっと探していたんだ。みんなには黙ってたけど」

　そういって俺は腰のベルトポーチから薬を１つ取り出す。

　ビッグホークの事件の時にアデミに飲ませたワイルドエルフの秘薬だ。

「これも加護の衝動を抑える薬だよ。加護のレベルを一時的に下げる効果がある。でも、これは毒扱いでね。『勇者』の加護には通用しない」

「なんで？」

　ルーティはただ戸惑っている。

「お兄ちゃんはずっと世界を救おうとしてきたんじゃなかったの？　小さい頃からずっと強くなろうとして、騎士団に入って、たくさんの人を助けて。それに魔王討伐の旅にも一緒に来てくれた。たった数人で各地を回り、魔王軍と戦い続けるなんて絶望的な旅。お兄ちゃんは私みたいに人を助けなくちゃいけなかったわけじゃない。でも戦ってきた」

「……そうだな、ルーティにはちゃんと言ってなかったな」

　ルーティが選んだ魔王討伐への旅。

　その最初、故郷の村が魔王軍の略奪部隊に襲われ、ルーティが１人でオーク達と戦おうとした時から俺は一緒だった。

　それから何人か一時的にルーティの仲間になっては、抜けていくメンバーもいたが、俺は最初の戦いから土のデズモンドとの戦いまで、ずっと同行し続けた。

　しかし、長い旅の間、俺の気持ちを伝えるべきかは悩んでいて結局はっきりとは伝えなかった。好意が人を傷つけないとは限らないからだ。

　旅の途中で俺の戦う理由を知れば、ルーティは俺の人生に責任を感じてしまうかも知れないと思ったのだ。

「お兄ちゃんはなんで魔王を倒そうとしたの」

　ルーティは真っ直ぐに、その綺き麗れいな目に不安を宿しながら俺を見つめた。

「俺はただ、お前を守りたかったんだ」

　ルーティの目がわずかに見開かれた。動揺するように視線が少しだけ揺れ動く。

「小さい頃からモンスターを倒していたのも？」

「そしてバハムート騎士団に入ったのも。ルーティが旅立つときに守れるだけの強さが欲しかったからだよ」

「なんで……？　私が『勇者』だから？」

「馬鹿だな、そんなの決まっているだろう……ルーティは俺の大切な人だからだ。ルーティがいずれ旅に出ると分かっていたから、俺はその日のために準備してきただけだよ。だからルーティが勇者であることを辞めようが、俺は気にしない、咎とがめない」

　実は……迷わなかったといえば噓うそになる。

　勇者とともに旅をしてきた俺にはよく分かる。ルーティがいなければ、魔王軍による被害は大きく拡大していた。もしかすると……アヴァロン大陸は滅ぶかもしれない。

　ルーティに勇者であることを強要しないということはそういうことだ。

　だが、それでも俺はルーティの味方につく。そう決めた。

「本当に、いいの？　私、仲間もみんな置いてきた。ゴドウィンを脱獄させた……勇者を辞めようとしている。それでもお兄ちゃんは許してくれるの？」

「許すよ」

「わがままを言っていいの？　世界がやれっていうことよりも、加護がやれっていうことよりも、自分がやりたいことやっていいの？」

　自分が望む人生スローライフを送る。それはきっと勇者にとって許されることのないわがままなのかもしれない。

　それでも俺はルーティの意志を否定しない。

「俺の人生が俺のものであるように、ルーティの人生はルーティのものだ」

　ルーティはゆっくりと、俺の頰ほおに両手を添えた。

　じっと俺の目を見つめた後、ルーティは額を俺の胸に押し当てた。

「お兄ちゃん、私、本当はわがままなの。勇者失格なくらいわがままなの」

　今の位置からじゃ、ルーティの表情は見えない。

　ただ頰に添えられたルーティの手のひらから、温かいルーティの体温が伝わってきた。

「それでも、私のこと嫌いにならないでいて欲しい」

　俺はルーティの手に俺の手を重ねる。

「ルーティは、いつだって俺の大好きな妹だよ」

「ありがとう、私もお兄ちゃんのことが好き」

　ルーティは穏やかな声でそう言った。

　俺は、幼い頃、嵐の日に２人でくっついていた時のことを思い出していた。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　私はティセ。勇者ルーティ様の友達だ。先行するレッドさんを追って、私とリットさんもようやく遺跡の入り口へとたどり着いた。

「……気に入らないわね」

　遺跡に入ろうとした時、リットさんが厳しい表情でそう言った。

「どうしたんです？」

「山に人の気配がする」

「気配ですか」

『スピリットスカウト』の加護を持つリットさんは自然の多い環境では気配を察知するスキルが働くようだ。

　でも、ここは冒険者が薬草を採りに来たり、付近の集落の人が伐採や狩りにくる場所でもある。

「そうした人達もこんな奥まではこないわ」

「気配は近いんですか？」

　私は後ろを振り向いた。そこにはさきほど私達が倒した、２匹のキマイラが倒れている。

　確かに、ここに入り込めるのはそれなりの実力者だろう。

「多分ね。正確な距離は分からないけど」

「精霊竜を召喚したやつでしょうか」

「かもね、足跡はどう？」

　自然の中なら遠く離れた相手の気配という曖昧なものすら感じ取れる『スピリットスカウト』に対して、私の『アサシン』は、群衆の歩く石畳の上の特定の足跡を見つけられるほど、追跡スキルに長たけている。

「遺跡の中に入りこんだのはルーティ様、ゴドウィン、それにレッドさんの３人ですね。私が来た時より増えている足跡はルーティ様とレッドさんだけです。私達が来る前、ここ１ヶ月くらいにこの遺跡に入り込んだ足跡はレッドさんともう１人」

「もう１人？」

「一度遺跡の上層を調べたみたいです。一度調べてそれからは再訪していませんね」

　レッドさんは遺跡入り口から少し入り込んだところにある薬草を採取に来ているようだ。適度な湿気があってキノコや苔こけなどが豊富なのだろう。

　うげうげさんはこれくらいの湿度が好みのようで、カバンの隙間から顔を出して宝石のような黒い目を輝かせている。

「もう１人このゾルタンに、この遺跡を調べようとする冒険者が？」

　私達は遺跡の奥へと歩き出した。

　歩きながら、リットさんはもう１人について考え込んでいるようだった。
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　ゴドウィンの部屋に行くと、ゴドウィンはリットさんの姿を見て怯えたように後ずさった。

「大丈夫よ。たしかにあなたのせいで怪我けがもしたけど、恨んだり復ふく讐しゆうしてやろうかなんて思っていないから」

「わ、悪かったよ」

　ニマァっと笑うリットさんに、ゴドウィンはブルブルと震えている。

　リットさんはどうやらそれが面白いらしく、わざとらしく剣を抜いてみたりしていた。

　この人、わりと子供っぽい。

「ルールさんはどこですか？」

　ゴドウィンの前では、私はティファ、ルーティ様はルールと偽名で通している。

　私はともかく、勇者ルーティの名前は有名過ぎる。

「あの人なら薬屋とどっかいったぞ」

「そうですか」

　となると、足跡を追った方が早そうかな。

　幸い、足跡はくっきり残っている。古代エルフの遺跡の硬質な床に残る足跡なんて、高レベルの追跡スキルでもなければ判別できないだろうけど。

　部屋を出ようとした時、リットさんが振り返った。

「どうしたんです？」

　リットさんは腰のアイテムボックスを広げ中から、コマンドワードを唱えると闇を発する魔法のナイフ、布に縫い付けられた消音性の高いチェインシャツ、それに破壊すると煙を発する発煙棒と音と光を発する雷石を取り出し床においた。

「リットさん!?」

「ゴドウィン、別にあんたの命なんて私にとってはどうでもいいんだけど、あんたなんかを必要な人もいるみたいでね。もしかしたら誰かがこの遺跡に侵入してくるかもしれない。そいつは私と同じか、それ以上に腕が立つ。多分勝てないと思うからこれでなんとか自分の身を守って」

「あ、あんたより腕が立つ相手だって!?　冗談じゃない、俺も連れてってくれよ！」

「こっちはこっちでいろいろと立て込んでいるのよ。合流できそうになったらすぐに戻ってくるから」

　さらにリットさんは不可視インヴイジビリテイの魔法が込められたマジックポーションをおいた。

「これも渡しておくけど……気休めよ。多分通用しないレベルの相手」

　ゴドウィンはぶつぶつと文句をいいながら床に置かれた様々な物品を拾った。

「頼むよ、あんたらみたいな英雄同士の戦いに巻き込まれるなんて真っ平なんだよ」

「処刑されるよりマシでしょ」

　リットさんがそう言って肩をすくめると、ゴドウィンは諦めたように座り込んだ。

　その姿は哀愁が漂っていて、少しだけ同情してしまう。

　うげうげさんも元気だせよと右腕を上げていた。
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　もしアレスが飛空艇によらず真っ直ぐに山に入っていれば、山の中でレッドを見つけ、その後を追うこともできただろう。

　だがそれはできず、アレスは自分の魔法を頼りに山の中を探し回ることになっていた。

「この辺りのはずなんです」

　アレスはイライラと自分の腕をかきむしりながら言う。

　アレスの魔法はアルベールの血を使って、ルーティのいる方角を知るという魔法だ。

　円盤の上に垂らされた赤い血は、アルベールの魔法に反応してルーティのいる方角へと引き寄せられる。だが、円盤は、上下方向には対応していない。

　ルーティが現在いる場所は山の地下に広がる古代遺跡。

「なぜ！　なぜ見つからないのですか！」

　かきむしった腕から血が流れるのも構わず、アレスは叫び続ける。

　その様子を眺めながら、シサンダンはどうしたものかと悩んでいた。

　シサンダンが姿を借りているダナンという男は、頭の良くない人間だというのがシサンダンの印象だ。記憶は奪えなかったが、ガイウスとしてロガーヴィアに潜入していた頃に、何度か話したことがあった。

　おそらくその印象は間違っていないとシサンダンはアレスの態度から確信している。

　すでにシサンダンは勇者ルーティが古代エルフの遺跡に入り込んでいることを予想していた。見つからないのもルーティが地下にいるからだろう。

　だがそれを愚かな武闘家ダナンに化けている自分から提案していいものか。

　アレスという男は酷ひどく追い詰められている。思考停止状態にあるといってもいい。

　だがアスラデーモンという種族は、本質的には人間どころかエルフや他のデーモンとも全く違う価値観と哲学を持つ種族であった。

　シサンダンもこれまで多くの人間を喰くらい、その記憶を見てきたが、それでもシサンダンの思考が人間の思考を理解することはできない。

　人間に紛れ込むときは、姿を借りている人間の記憶から似たような状況を選び出し、その時の対応をなぞっているだけだった。

　今回はダナンの記憶をシサンダンは得ていない。だから、必要な時以外は口を開かず、アレスの後を追っていた。

（だがこのままじゃ先に進めんな）

　シサンダンが喰ってきた無数の記憶の中にはアレスに似た、追い詰められた男の記憶もある。それを参考にするしかないとシサンダンは決めた。

「なぁ、今思い出したんだが、この山には古代エルフの遺跡があるんだが」

「それがどうしましたか！　無駄口を叩いていないでルーティを探してください！」

「いや、その遺跡には地下があるらしくてな」

「……どうしてそれを早く言わないのです！」

「すっかり忘れててよう」

「くっ、これだから無能は嫌いなんです。どこですかその遺跡というのは！」

（上手うまくいったか？　これでアレスが思いつけなかったことを思いついたではなく、アレスなら思いつくはずだったことを忘れていたという印象を与えられたと思うが）

　アレスは何の違和感も感じていないようだ。

　シサンダンはじっと待ったかいがあったとほくそ笑む。

（それに、こいつは使えるな。騙だますだけではなく、味方として引き込めるかも知れん）

　さすがに今、正体をばらしても説得は不可能だろう。

　だが、こいつが勇者に拒絶され夢破れたあとなら？

　すべてを失った後、それでも手を汚せば自分の望みが叶かなうと知れば、この男はどんな手段でも取るのではないだろうか？

（タイミングの問題だな。それに今のままではこいつが敵対を選んだときに勝てないかもしれん）

　アレスの魔力は本物だ。できるなら古代エルフの遺跡に眠っているはずの〝アーティファクト〟を手に入れてから事を動かしたい。

　シサンダンは先頭を歩きながら、どのような企たくらみを仕掛けるか考えている。シサンダンにとって、この相手を陥れる方法を考えている時が最も楽しい時間の１つだ。その点では、ロガーヴィアでリットを陥れたときは実に愉快だった。

　シサンダンは、アレスからは見えないよう密ひそかに邪悪な笑みを浮かべたのだった。
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　その頃ダナンは、厳いかつい顔を真っ赤にして疾走を続けていた。

　だが、スキルで強化され常人よりだいぶ速いとはいえ、山まではまだ半分といったところだった。

「畜生、このままじゃ俺が追いつく頃には全部終わっちまう！」

　ダナンは叫びながら走り続けた。

　その様子に、途中すれ違った行商人などは追い剝はぎでも来たのかと悲鳴をあげたほどだ。

「ぬおおお[image: ]」

　ダナンは気合いをいれるが、いくら気合いを入れたところで、走る速度に劇的な変化があるわけでもない。今更ながら走竜を借りてくれば良かったとダナンが後悔を感じ始めた頃、空の上から威圧感を感じた。

「なに!?　また精霊竜スピリツトドレイクだと!?」

　ダナンは驚いて叫んだ。上空には再び巨大な精霊竜が翼に風を受けて飛んでいた。

　だがその姿は、最初に見た精霊竜とは随分違う。

「ありゃ、テオドラが使う召喚に似てるな」

　その精霊竜は、翼のみが赤く、身体の各部を甲かつ冑ちゆうで覆っている。

　テオドラが使う法術によって召喚された精霊獣に同じような特徴があるのをダナンは憶おぼえていた。

　ダナンは魔法について知識がほとんど無いため知らなかったが、これはアレスの使った秘術魔法とテオドラの使った法術魔法の違いによるものだ。テオドラの法術は至高神デミスの三使徒である〝殉教の守護者〟ヴィクティの領域から力を借りているものだ。

　そのためテオドラの召喚はヴィクティの領域に存在できる属性の精霊獣に制限されており、召喚される精霊獣達はヴィクティの影響を受けた状態で物質化する。

　なおアレスも法術は使えるが、こちらは同じく三使徒の〝希望の守護者〟ララエルの領域から力を借りている。同じく属性が制限されるため、アレスは基本的に秘術を使って召喚を行っている。

　法術で力を借りられる存在は、三使徒以外では、デミスの反逆者と伝えられる伝説のデーモン上帝オーバーロードの三王がいる。

　邪悪な法術使いはこちらから力を借りるのだ。

　精霊竜はダナンの頭上でゆっくり旋回すると、ダナン目掛けて真っ直ぐ下降してきた。

「お？」

　もしかすると襲われるのか？　などと考え、ダナンはワクワクしながら足を止め、左の拳を握る。強敵の気配を感じてしまうと、さっきまで急いでいたことなど忘れてしまうのが自分の悪い癖だとダナンは自覚しているのだが、ダナンは自分はそういう人間だから仕方がないと割り切ってしまっていた。

　アレスからは随分嫌いや味みを言われているが、ダナンがパーティーに参加した後、最初に２、３回問題を起こしたあとは不思議とそれ以上問題が起こることは無かった。

　今思えば、ギデオンはダナンだけではなく全員の性格の問題点を把握した上で最善の配置になるように苦心していたのだと、ダナンは理解する。

（ギデオンのやつがもうちっと周りに自分の功績を伝えていりゃ変わったかもしれんが……考えても仕方ないか。今は目の前の精霊竜だ）

　竜ドレイクの顔が見えるほどの高さに来た時、精霊竜は大きく翼をはためかせて減速した。

「ダナン！　私だ！」

　竜の背から身を乗り出して、甲冑を着た女性が叫ぶ。

「テオドラ!?」

　そこにいたのは、遠く離れた地にいるはずのテオドラだった。
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　精霊竜の背に乗るのは、ダナンは生涯で２回めだった。

「便利なもんだなぁ」

　最初に乗ったのは魔王軍四天王の１人風のガンドールの居城へと向かった時だ。

　あのときは、雷竜ライトニング・ドラゴン達と協力してガンドールのワイバーン騎兵を相手に突破戦を行ったのだが、アレスは自分の意のままになる精霊竜にしか乗らないと言い張り、アレスを守るためダナンも一緒に精霊竜に乗ったのだ。

　だがダナンは精霊竜の利便性を褒める間もなく、危ない目に遭う度にアレスの制御に文句を言っていた。

「こんなに便利なら、なぜ普段から使わないんだ？」

　ダナンは自分の前に座り、精霊竜の制御をしているテオドラの背中に疑問を投げた。

「目立ち過ぎるからだ。精霊竜を召喚できる術者は限られている。魔王軍にでも見られたら警戒されてしまう」

「なるほどな」

　ダナンは納得して頷いた。空を飛ぶ精霊竜の姿は地上からよく見える。先程もそれでギデオンは速度をあげて先へ進んだのだ。

「それでこいつは誰だ？」

　ダナンは最後尾に座る男を見て言った。

「アルベールです。はじめましてダナンさん。魔王軍相手のご活躍はゾルタンでも聞き及んでいます。話せば長くなるんですが、今はテオドラさんと一緒に行動している冒険者です」

　アルベールはそう言ってペコリと頭を下げた。

　ダナンは「ふーん」と頷うなずくと、すぐに興味を無くした様子だった。

「にしても助かったぜ。これなら俺もすぐに山に到着できる」

「私がなぜここにいるかとか、もっと疑問に思うことはないのか？」

「どうせ考えても分からねぇからな。山にゃ勇者様がいて、俺達の力が必要とされている。それだけで俺ァ十分だよ」

「……単純だなお前は」

　テオドラは苦笑した。その笑みには羨望の感情があったのだが、大おお雑ざつ把ぱな性格をしているダナンが気づくはずもない。

「私がお前を拾ったのは、これから我々の選ぶ選択がどのような結果を迎えるにしろ、お前もその場にいて欲しいと思っただけだ」

「？」

「分からないなら分からないでもいい、お前はお前の好きなように動け。私は私の考えで動く」

「おう、よく分からないがそりゃそうだ。俺もお前も自分の好きなように動くのは当然だ」

　ダナンは大声で笑った。アレスやテオドラとはまた全く違うタイプの英雄であるダナンに、アルベールは呆気あつけにとられるばかりだった。
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　ルーティが落ち着いてから、俺とルーティは廊下へと戻った。

「レッド！」

　ちょうど廊下の向こうからリットとティセが駆け寄ってくるのが見える。

「早かったな」

「急いだからね」

　リットは笑顔でこくりと頷いた。ルーティは無表情のように見えるが、少し頰ほおが赤くなっている。嬉うれしいときの仕草だ。

「ありがとう」

　ルーティはそうつぶやいた。

　俺達はゴドウィンの部屋へと戻る。悪魔の加護についての情報を得るためだ。

　悪魔デーモンの心臓を材料とすることで、デーモンの加護を作り出し生来の加護を抑えるというのが、コントラクトデーモンが話した悪魔の加護の原理のはずなのだが……。

「コントラクトデーモンは私にもそう説明した」

　ルーティが俺の言葉に同意した。しかし、ルーティはすぐに首を横に振る。

「でも『勇者』の加護にとって、デーモンの心臓の効果は呪いとして処理された。だから私には、私の飲んだ薬の材料となったアックスデーモンの加護は発生していない」

「それじゃあ、ルーティはどうやって生来の加護を抑えているんだ？」

　ルーティは首を傾かしげた。

「私に発生した加護は、名前のない加護」

「名前のない加護？」

「うん、加護に接触しても、何のスキルもない、衝動もない、ただそこにあるだけの加護」

　なんだそれは？　加護について書物などを調べ人より知識を蓄えたつもりの俺も初めて聞く加護だ。というより加護なのか？

「でもレベルはその名前のない加護に移っていて、『勇者』の衝動も抑えられている」

「衝動も無いんじゃ、その加護なら生来の加護よりレベルが高くなっても殺さつ戮りく衝動とかそういうのはないのかしら？」

　リットは少しの期待を込めて言った。

　確かに、ゾルタンを震しん撼かんさせた殺戮衝動はアックスデーモンの加護から生まれた衝動だ。新しく生まれた加護に衝動が無いのなら、殺戮衝動も発生しないことになる。

「だが名前のない加護か……完全に未知の加護な上、他の加護とは明らかに性質が異なる。むしろ予想ができない不気味さが感じられるよ」

　加護にはすべて役割がある。強い加護も弱い加護もそれぞれスキルと衝動、そして加護の名前という形で、自分の役割を自覚し達成する能力を与えるという意図が、加護を送られた側である我々にも分かるようになっている。

　だが、名前のない加護とは一体何なのか。

「分からないな、本職の錬金術師であるゴドウィンにも意見を聞いてみたい」

　話しながら歩いていたらちょうどゴドウィンの部屋についたところだった。

　錬金術道具がおいてある部屋の扉をルーティが吹き飛ばしてしまったため、ゴドウィンの様子は外からでも分かった。

　ゴドウィンは俺達が入ってくると、ビクリと肩を震わせる。

「お、脅かすなよ」

　入ってきたのが俺達だとわかると、ゴドウィンは、ホッと息を吐いた。

「ゴドウィン、早速だが悪魔の加護について詳しく聞きたい」

　どこまで核心に迫れるかわからないが、俺達はこの悪魔デーモンのもたらした薬と正面から向き合うのだった。
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「つまり、悪魔の加護ってのはもともと名前のない加護を発生させる薬に制限を掛ける形で、レベルの移動が起こる効果と発生する加護をデーモンの加護に置き換える効果を加えたものなんだ。本来であれば、生来の加護はレベルが下がらないし、呪い耐性がなくてもデーモンの加護は必要ない」

　ゴドウィンは最後にそう結論づけた。

　俺達は、悪魔の加護に対するゴドウィンの意見を聞いているところだ。

「加護の衝動を抑えるっていうのも後付けなのか？」

「そこは判断が難しいな。加護レベルが下がらなくても新しい加護によって生来の加護の衝動を抑える可能性はあると思うぜ。だがこの薬の効果は本来、ただルールさんに宿った名前のない加護を作るためのもんなんだ」

「じゃあデーモンがルールに説明した、生来の加護のレベルを一時的に下げることで加護レベルの上昇の効率をあげるっていうのも本来の用途じゃないのか」

「ああ。それに、本来は１週間程度で移動したレベルが戻って発生した加護が消えることもないだろうな」

　ますます不思議だ。この薬を改良したデーモン達は、この薬の本来の効果をすべて潰すように調合レシピに改良を加えているように思える。

「依存性とか麻薬としての効果は？」

　ルーティが尋ねた。薬を使用する当人であるルーティにとっては気になるところだろう。

　耐性で無効化できるといっても、薬でレベルを動かし続けると完全耐性を失うレベルまで下がる可能性だってある。

「それは材料の問題だな。使っている材料に中毒性の高いドワーフの黒火胡椒ドワーヴンブラツクフアイアペツパーが使われているんだ。ゾルタンでも禁止されているから、ここでもこいつの調達が一番難しい。今はビッグホークさんの隠し貯蔵庫にストックがかなりあるが」

「代用はできないの？」

「俺はもともと盗賊ギルド付きの錬金術師崩れだぞ。調合レシピの改良となるとお手上げだ」

　ゴドウィンはスキルを使って薬を分析し、それをコントラクトデーモンや俺達から聞いた情報と合わせて推測を立てている。

　ビッグホークの下で盗賊ギルドの幹部をやっていたゴドウィンは、錬金術師の知識という点では決して豊富とはいえない。

　俺はゴドウィンから受け取った、スキルによる分析結果が書かれたノートを見ながら考察を続ける。材料の代用はこの情報だけじゃ判断できないな。

　とはいえルーティの癒いやしの手ならば、麻薬中毒すら完全に治癒できる。

　他にも薬害を治癒する魔法というのも大都市ならば使える高レベルの治療師がいるものだ。お金はかかるが、ルーティの資産からすれば微々たるもの。

　当面は無視していいだろう……いつかは解決しておきたいが。

「悪魔の加護の殺戮衝動のように、その名前のない加護のレベルが生来の加護を超えた場合はどうなると思う？」

「確かなことは言えねぇが……あれはアックスデーモンの衝動が原因なんだから、なんの衝動もない加護なら何も起こらないと考えていいんじゃないか」

　その点も同じ意見か。

「まとめるとどういうことになるんです？」

　ティセが言った。

「そうだな、ひとまず危険性は少なそうだ。加護レベルが下がりすぎないように注意する必要はあるだろうが、殺戮衝動の恐れもないはずだ」

　ルーティは少しだけ目を見開いた。

　悪魔の加護を使うことを禁止されたらどうしようと不安だったのだろう。

「そもそも危険性の部分はほとんどデーモンが元の薬に付け足したもののようだ、俺もレシピをもとに改めて調べてみようと思うが、ひとまず他の手段が見つかるまで衝動を抑える薬として使っていいと思う」

　まさかこんな形で、俺の薬の知識がルーティに役立つとは思わなかった。

　喜んでいる仕草をしているルーティを見ていると、ちょっと誇らしい。

「あとの問題は、悪魔の加護が起こした騒動のせいでゾルタンでは危険視されていることか。材料の調達にしても、ドワーフの黒火胡椒なんて特殊な材料を調達しようものならゾルタン当局からすぐにマークされてしまうな」

「いっそ、材料をこの山で育てるというのは？」

　リットが思いついたように言った。

「簡単に言うが、別の土地から持ってきた植物を育てるのって大変なんだぞ。まぁ試してみる価値はあるだろうけど」

「そっか」

「材料の代用についても調べてみるよ、もしかするとデーモンがあえて中毒性のある薬を使ってるのかもしれない」

　ルーティの話によればデーモンは、敬けい虔けんなデミス信仰を持っているらしい。驚いたが、加護の求める生き方に忠実なデーモン達が至高神デミスの信者になるのは当然という気もする。そのデーモンが、新しい加護を作るというデミス神への反逆のような効果を持つ薬の技術を保持していた。

　それは悪魔の加護の効果が、生来の加護を成長させることができる可能性を秘めていたからなのだろうが、同時にデーモン達は悪魔の加護がデミス神への反逆につながる要素をできるかぎり無くしていったと考えられる。

　もしかすると中毒性の高い材料や希少な材料を使うのも、この薬が不用意に広まることを防ぐためではないだろうか？

　中毒性があれば、高度な魔法を使える者達は別として一般人にとっては致命的な影響を与えることになる。

「それにしても、デーモンがデミス信仰だったとは」

　いずれゆっくりルーティと議論してみたい。

　勇者パーティー時代は睡眠を必要としないルーティと一緒に夜遅くまで、旅の中で知ったこの世界に関する事実について色々と議論したものだ。

　帰ったら久しぶりにルーティと眠くなるまでずっと話してみようか。

　楽しみだ。

「お兄ちゃん、どうしたの？」

　ルーティは俺の視線に気がついたのか、首を傾げた。

　なんでもないと俺が笑いかけると、

「そう」

　と短く頷いた。少し顔が赤くなっているようだった。

「何かいます！」

　その時、ティセが俺達だけに聞こえるよう小さく、だが鋭い声を発した。

　ゴドウィンを除き、全員が素早く武器を抜き、神経を集中させる。ゴドウィンは、俺が合図をすると、怯おびえた様子で後ろへと下がった。

「お、お前らがいれば大丈夫だと思うけどさ」

　ゴドウィンは不安そうに言った。ルーティはそんなゴドウィンの様子を気にかける仕草もなく、ゆっくりと入り口に近づく。

『勇者』の加護による超感覚スキルで、ルーティには振動、熱、臭いなど五感すべてが視覚と同等の知覚能力を持つ。

『アサシン』であるティセの広範囲に渡る気配察知能力には距離で劣るが、近距離であれば壁の裏側でも見通せるルーティのスキルの方が優秀だ。

「アイアンスネーク」

　ルーティが小さくつぶやいた。

　入り口の暗がりから小さな何かが飛び出した。だが飛び出した瞬間、ルーティの剣が鋼鉄の蛇の目の前に振り下ろされており、その牙を使う暇もなく切り裂かれた。

「アイアンスネーク？　なんでここに」

　リットの表情が曇る。

　アイアンスネークとは魔法と錬金術によって作られるゴーレムの一種だ。

　体長30センチほどの小さな蛇を模した鋼鉄のゴーレムで、パワーは無いが優れた隠おん密みつ性能と隙間などから潜入できる行動範囲の広さが売りだ。

　さらに、魔法によるマッピング能力と使用者にアイアンスネークの目に映る情報を伝える能力がある。敵地の情報収集などに使われるゴーレムだ。

「古代エルフの遺跡で見かけるのは、歯車クロツクワークと呼ばれるゴーレムとはまた別系統の人造。アイアンスネークがいたという記録はない」

「誰か遺跡に入り込んでいるようですね。魔法で気配を消しているようですが、意識すると微かすかに気配を感じます」

　ティセが言った。カバンの中にいたうげうげさんが、顔を出してティセに何かを伝える。

「うげうげさんが垂らしていた糸を人間が２人踏んだようです」

　うげうげさんは間違いないと頷いている。

　ティセと共にいるうちに加護のレベルが上がっているうげうげさんは、垂らした糸から伝わる振動で、糸に触れた者の大きさや形状を把握できるらしい。

「２人か」

　おそらくは精霊竜スピリツトドレイクを召喚した術者を含む２人組だろう。

　今の一瞬で俺達のことを見られたかは微妙なところだろうが、アイアンスネークが破壊されたという情報は相手に伝わったはずだ。

　相手の正体は一切不明。

「……シサンダンかな」

　リットは、そうであることに昏くらい期待と不安の入り混じった表情を浮かべながら小声で呟つぶやいていた。
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「なぁ、俺のことはルールさんが守った方がよくないか？」

「俺で我慢しろ」

　ゴドウィンは情けない声をあげている。

　先頭をルーティとリット、その後ろをティセ、続いてゴドウィンとゴドウィンの後ろを庇かばうように俺が最後尾につき歩いている。

「だけどこの中じゃ薬屋が一番頼りないだろ」

「はっきり言うやつだなお前」

「命がかかっているからな！」

　そう言っているゴドウィンもゾルタンでは上位のレベルを持つ錬金術師なのだが、勇者が相手をするようなクラスの敵となると相手にならないだろう。そのことを本人もよく理解している。だが、この陣形だって考えてのものだ。

　ピクリとルーティが後ろに反応した。

　すぐさま俺はリットから借りた投げナイフを抜き投げつける。

　ナイフは忍び寄ろうとしていたアイアンスネークを貫き、破壊する。

　ルーティとの意思疎通に言葉はいらない、ルーティが僅かに視線でも動かしてくれればその意図に合わせて行動できる自信が俺にはある。

　数え切れないほどの戦いで身につけた兄妹きようだいのコンビネーションだ。

　ルーティの超感覚で察知した瞬間に、俺もその感覚を共有できるといっても過言ではないだろう。

「頑丈な作りじゃないとはいえ、鋼鉄のゴーレムを投げナイフで一発かよ。なんでお前薬屋やってるんだ？　なにをやらかして身を隠すハメになったんだよ」

　ゴドウィンは頭を砕かれ動きを止めたアイアンスネークを見て、呆あきれたように俺にそう言った。
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「アイアンスネークがこの階層から消えました」

　スキルを使って、じっと気配を探っていたティセは、確信を持った様子でそう言った。

　俺達はアイアンスネークを合計４体発見し、破壊した。

　だがティセの気配察知スキルには少なくとも７体のアイアンスネークが確認されていた。３体はこの層から離れたということだ。

「人間の方は？」

「魔法で気配を消しているせいで場所までは。ただどうやら１人は下層へ移動したようです」

「別行動を取っているの？」

　リットが少し意外そうに言った。もし敵だと言うのなら俺達にとっては好都合だ。

「でも、相手にもアイアンスネークが破壊されたことは伝わってるはずでしょ？　仮にシサンダンとも悪魔の加護とも関係ない私達のことを知らない相手だとしても、アイアンスネークを破壊する脅威がここにはいるって理解しているはずなのに、戦力を分ける？」

「確かに奇妙です。私のスキルを誤認させるような魔法や武技を使っているのかもしれませんが……」

　だが人類最高峰の『アサシン』であるティセから隠れるならまだしも、誤認させることのできる存在がこの大陸に存在するのだろうか。

「ティセが感覚を誤認させていた場合でも対応できるよう構えておくが、今はティセの感覚が正しいとして動こう」

「分かった」

　俺の言葉にルーティが頷いた。そしてルーティは少し口元をほころばせる。

「どうした？」

「こんなときだけど、お兄ちゃんがこうして指示するのって久しぶりだから……嬉うれしい」

　ルーティは俺の目を見てそう言うと、そのあとは真剣な顔をして前を向いた。
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　その異常は、ゴドウィンも含む全員が気がついた。

「何か来る！」

　リットが鋭い警告を発した。

「うげうげさんの糸がすべて引きちぎられました！　指先ほどの大きさの大量の群体スウオームです！」

「ルーティ！　リット！　レヴィテートを！」

　魔法を使えるルーティとリットが浮遊レヴイテートの魔法を素早く全員にかける。

　俺達は浮遊して急に発生した群体を待つ。

「蜘蛛くもか？　アリか？　まさか寄生白蛆パラサイトグラブじゃないだろうな？」

　ゴドウィンが冒険でよく見かける群体スウオームをあげる。たかが虫だと侮ることはできない。群体スウオームは武器では倒せず、魔法や火などが必要だ。

　駆け出しの冒険者などは一方的にやられる可能性のある厄介な相手だ。

　だが現れたのは虫ではなかった。

「ひっ！」

　ゴドウィンは、床を埋め尽くすそれを見て、思わず悲鳴をあげた。

　リットも息を吞み戦慄している。

「プレイグアイズか……」

　それは涙を流す人間の目玉だった。目玉から赤い触手のような血管が数本伸び、それで地面をずるずると這はっている。

　それだけでもおぞましいが、さらに目玉はしばらく動くとブクブクと泡立ち破裂した。

　破裂した液体がまた泡立ちそこから複数の目玉が湧く。

「高レベルの秘術魔法だよ。召喚魔法と死霊魔法ネクロマンシーの複合魔法の一種で、死刑囚など恨みを持って死んだ人間の目を媒体に、ああして召喚された死者の目玉がさらに無数の死者の目玉を召喚し続けるんだ」

　床を覆い尽くす目玉が涙を流しながら宙に浮かぶ俺達を見上げている。

　その光景はさすがの俺も総毛立つのを感じる。

「制御はできない。ただ効果時間が尽きるまで増え続け、地面にいる相手を喰くらい尽くす魔法だ……しかし、召喚魔法だから目玉の群体スウオームが、どこで減ったかとかが分かるんだ。それを利用して探知手段として使うこともあるという話を聞いたことがある」

「それじゃあこれを攻撃したら相手に見つかるってこと？」

「そうなるな、これは無差別に広範囲を攻撃する手段だから、俺達の位置が分かっていたら使わないはず。こうして、レヴィテートで回避できるし」

　凄すさまじい効果を持つ魔法だが、弱点もある。

　効果時間が切れるまで俺達はこうして宙に浮いていればいい。

「……アイアンスネークで私達の居場所を察知してるんじゃ？」

「もしかすると、相手の２人は情報共有できていないのではないでしょうか？」

　リットとティセが疑問を投げた。確かにこのタイミングでプレイグアイズを使うのは不可解だ。だが、俺が悩んでいると、ルーティが面倒くさそうに眉をひそめた。

「考えてもわからないから相手に聞こう」

「え？」

　ルーティが左手に印を作る。

「ライトニングオブジャッジメント」

「なっ!?」

　激しい稲妻が周囲に巻き起こる。

　雷撃は床を埋め尽くす目玉達に落ち、涙で濡ぬれる床を伝って一瞬で遺跡中に広まった。

『勇者』の加護の魔法は燃費こそ悪いが、瞬間火力だけなら『賢者』や『アークメイジ』など魔法使い系上位の加護にも匹敵する。魔法戦士系の加護が剣と魔法の両立に苦心しているのが馬鹿らしくなるほどの力だ。ピクリとルーティが眉をひそめた。

「防がれた」

　そう呟いた途端、ルーティは剣を持ったまま地面に降りて走り出す。

「おい！　１人で先に……リット、ティセ！　ゴドウィンを守りながら後を追ってくれ！」

　２人の返事を待たず俺はルーティを追った。

　俺がパーティーにいたころは、ルーティもここまで独断専行するようなことはなかったはずだ。俺がパーティーを抜けて１年以上、ルーティがどのような戦い方をしてきたのか。

「ルーティ！」

「あの角の先」

　ルーティに追いついた俺は、注意する暇もなく角を飛び出す。

　そこにいた人物を見て、俺は一瞬戦意を忘れた。

「ルーティ！　ようやく見つけましたよ！」

「アレス!?」

　そこにいたのは、かつて俺をルーティのもとから追い出した賢者アレスだった。

　だが俺が知っているアレスの姿と、今のアレスの姿は大きく異なっている。
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　王都の女性から人気の高かったアレスの整った顔が、今は頰ほおが削そげ髪は乱れボロボロに荒れている。

　その目は大きく見開かれ血走り、遺跡の床の上で泡立ちながら消えていく死者の目玉達を思い起こさせた。

「ルーティ、一緒に魔王を倒しに行きましょう。世界を救えるのは『勇者』であるルーティだけです。そしてその隣には私が必要です。『勇者』と『賢者』。最上位加護の２つが揃そろえば魔王など恐れることはありません」

「あ、アレス、その姿は一体どうしたんだ……」

　俺はアレスに声をかける。神経質な性格で旅の間だろうとも身だしなみを整えていたアレスの変わり果てた姿は、あまりに衝撃的だった。

「さあルーティ。私の手を取って。他の仲間なんて必要ないと思ったのでしょう？　いいでしょう、確かにダナンもテオドラもヤランドララもティセもギデオンも邪魔なだけでした。文句ばかり言う何の役にも立たないクズばかり。私達２人だけで魔王を倒しに行きましょう。輝かしい未来が私達を待っています」

　アレスは俺の言葉には反応しない。口元をヒクヒクと痙けい攣れんさせながら笑みを浮かべ、ルーティに手を伸ばす。

「アレス」

　ルーティが静かな声で、若干の憐れみを視線に込めてアレスの名を呼ぶ。

「ルーティ……」

「私はもうあなたとは旅をしない」

「え？」

「これから先のことは私にも分からない。でももうあなたとの旅は終わり。私は『勇者』としてではなくルーティとして先へ進むから」

　アレスが必要としているのはルーティではなく『勇者』だ。

　だからルーティはアレスとの旅を終える。決別の言葉だが、ルーティなりに長い間一緒に旅を続けてきたアレスに対するケジメの言葉でもあった。

　アレスは顔に笑みを貼り付けたままうつむいた。

「ルーティは優しいですね。ギデオンがいるから、足手まといを捨てられないから、私よりクズな加護持ちを選ぶんでしょう？」

「違うぞアレス、ルーティは……」

「黙れ!!」

　アレスの左手が印を作る。

「アレス!?　なにを……ぐっ!!」

　フォースショットの魔法により作られた力場の拳が俺の身体を弾はじき飛ばした。

　激しい音を立てて俺は後方の壁に背中から叩きつけられる。衝撃で肺の空気が吐き出され、一瞬呼吸が止まる。こらえることができず俺は膝をついた。

「さあルーティ！　これで大丈夫！　魔王を倒しに行きましょう！」

　アレスはルーティに向かって両腕を大きく広げた。ルーティがこれから自分の胸に飛び込んでくるのを確信しているかのようだった。たしかにその瞬間にはルーティは飛び込んでいた。だがそれは抱擁を受けるためではない。

「あなたは結局、私のことを何一つ見ていなかった」

「え？」

　アレスは驚いて自分の腹のあたりに突き立てられたルーティの剣を見た。

「あ、ああああああああ!!!!????」

　アレスは絶叫した。

　何が起こったか分からない様子で、溢あふれ出る血を呆ぼう然ぜんと見つめている。

　ルーティは躊ちゆう躇ちよなく、剣を引き抜いた。

「私は優しくなんか無い」

「う、うああああああああ、な、なぜ、なんの間違いが、私は賢者アレスだぞ、なぜ刺された……」

「急所は外した。あなたの魔法なら治療できるでしょ。でもこれが私の答え。私の大切な人を傷つけたあなたに剣を突き立てるのに、私はなんの躊躇もない。もしお兄ちゃんが深手を負っていたら、多分私はあなたを殺していた」

　ルーティは淡々とそう言った。そして踵きびすを返し、俺の方へと向かってくる。

「お兄ちゃん大丈夫？　すぐに治療するから」

「あ、ああ、頼む」

　俺の傷はそう深くない。フォースショットは破壊力よりも吹き飛ばすことを目的とした魔法だ。俺は加護レベルが高いのもあり多少の打撲で済んでいる。

「る、ルーティ……私の方が重傷ですよ……治療を……」

　アレスが傷口を押さえながら、ルーティに懇願した。

　ルーティは振り返ることなく答える。

「私は勇者ではなくルーティだから。もうあなたを助けることはない」

　ルーティは、そう言ってはっきりとアレスを拒絶した。
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　私の名はアレス・スロア。本来ならアレス・オブ・スロアと呼ばれるはずだったのだが、スロア家は領地を剝はく奪だつされていた。

　だから私は、スロア領のアレスアレス・オブ・スロアではなく、ただのアレス・スロアだ。私はスロア公爵家の次男だった。兄弟は姉が２人。

　長男である兄もいたそうだが、名を上げるためにバハムート騎士団の小姓ペイジとなって、ある老騎士の槍やり持もちをしていたところを盗賊の流れ矢が当たりあっけなく死んでしまった。

　兄は『騎兵』の加護を持っていたが、まだ馬を与えられず、ただ交換用の槍を持つのが役目だったそうだから、『騎兵』としてのスキルを活いかす機会はなかっただろう。

　姉２人はもう家にはいない。お金だけはある商家の息子が公爵家の子女を妻にしたという箔はくをつけるためだけに政略結婚ばいきやくされた。

「お前が生まれてくれて良かった。賢者アレスは私達の希望だよ」

　公爵である父は、口癖のように幼い私にそう言い聞かせた。

　私に宿った加護は『賢者』。魔法使い系加護の使う秘術魔法と、僧侶系加護の使う法術魔法の両方を使うことのできる非常に珍しい加護だ。

　魔法を扱うことにかけては最強の加護だろう。

　その父の加護は『戦士フアイター』だった。どこにでもいるありふれた加護だ。

　私には父が公爵家の当主に相応ふさわしい人だとはとても思えなかった。

　そして父もそれを自覚していた。態度から自分の立場への苦悩がはっきりと見えた。

　当然だ、足りないお金を稼ぐために、冒険者に交じって平民の依頼人に頭を下げ、金をもらう公爵などいるものか。

　だからこそ、父は私や死んだ兄に貴族として相応しくあって欲しいと願ったのだ。

　父の語る貴族としての在り方と、貴族らしさなどどこにもない現実。

　私の育った世界は、どうしようもなく愚かな場所だった。

『賢者』には、特別なスキルがある。『賢者』の他には僧侶系最上位の『聖者』しか使えない、相手の加護を〝鑑定〟するスキルだ。

〝鑑定〟には精神集中が必要だが、相手の加護とレベルを知ることができる。私には人々の本質が見抜けるのだ。

　魔法以上に、この〝鑑定〟の存在で、『賢者』はどの国でも厚遇される。

　だからこそ没落公爵である父にとって、私は希望だったのだ。

　だが違う。

　私は家族を軽蔑する。

　確かに〝鑑定〟だけである程度の地位は約束される。私が30年も働けば、下級貴族程度の土地は取り返せるだろう。

　だがどんなに勤勉に働こうとも、公爵家に相応しい物など得られるはずがない。

　私はこの国を軽蔑する。

　私はさまざまな地位や職業にいる者を〝鑑定〟し、好きに加護を覗のぞくことができた。

　そうすることで私はこの国に２種類の人間がいることに気がついたのだ。

　何事もキビキビと動き自信に満ちた人間と、モタモタと動きミスも多く口を開けば不平不満ばかりの人間だ。

『賢者』である私はすぐにその原因を理解した。

　それは自分の仕事と加護が一致しているか、そうでないかの差なのだ。

　なんのことはない、そんなこと私は昔から分かっていた……あの父の姿を見てきたのだから。私は理解した。幸福とはなんなのか。

　人はみな、加護の望む生き方に従うべきなのだ、それこそが誰もが幸福に生きられる道なのだ。

　であれば『賢者』である私はどういう生き方をすればいいのか？

『勇者』を初めて見た時、私は自分のやるべきことを理解した。

　最も賢い者として、『勇者』を導き、共に戦い、そして魔王を滅ぼした後この不条理な世界を正すこと。すべての人間に加護に相応しい生き方を与えること。世界を管理し、至高神デミスの意志を体現すること。

　私が生まれてきたのは家名の再興などという世界にとって些さ細さいな目的の為ためではない、父の夢も、顔も知らない死んだ兄も、私の人生に何の意味も与えない雑事に過ぎない。

　私は……世界を統べる、最も賢い帝王になるために生まれてきたのだ。
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「私は、『賢者』だぞ、こんなことが……まだ何もできていないじゃないか、まだ領地も革命も聖戦も、なにも……」

　アレスは溢れ出る血を呆然と眺めながら呟つぶやいていた。

　魔法で傷を治療することも忘れ、『賢者』である自分が味わうはずのない挫折の痛みで苦しんでいる。

「なぜだ、『勇者』が勇者として生きることの何がいけない……『導き手』など、王都で別れて当然のクズ加護なのに、なぜここにいるんだ。なぜ『賢者』の私が独りで……血を流しているんだ。愚か者どもめ、なぜこうも人は愚かなのだ、クソ、クソ……」

　アレスは傷を押さえてうずくまり、嚙かみ締しめた口からも血を流しながら呪いの言葉を吐き続けた。意味はないと分かってはいても、口から憎悪が迸ほとばしることを止とどめることができない。ギデオンを追い出してから今日まで、何もかもが思い通りにいかなかった。

　つまりは、『導き手』というクズ加護が、『賢者』より優れていることを認めること。さらには、加護の通りに生きるべきというアレスの思想の否定を、アレス自らが証明してしまったということになる。

　アレスの心の中の柱というべき部分が崩壊していた。そんな状態だったので、彼に近寄ろうとしていた影にアレスは気がつくことができなかった。

「大丈夫ですか？」

　声をかけられ、アレスは血を失い幽鬼のようになった顔を声の主に向けた。

　そこにいたのは浅黒い肌をした青年だ。

　腰には緩やかに湾曲した片刃の刀剣を佩はいており、鉄片を縫い込んだ外がい套とうを着ていた。

「誰だ……」

「私はビュウイ。見ての通り冒険者ですよ。それよりひどい怪我けがですね、大丈夫ですか？」

　ビュウイはエクストラキュアポーションを差し出す。

　アレスはその手をじっと見たあと、虚うつろな目に僅かな光を取り戻し、自分でエクストラキュアの魔法を発動した。

「おや、治癒魔法を使えたんですね。余計なことをしてしまいましたか」

　薄っぺらい笑みを浮かべるビュウイを、アレスは睨にらみつけた。

「アスラデーモンですね」

　アレスが発動した〝鑑定〟は、ビュウイに加護が無いことを見抜いていた。

　もしダナンに化けたシサンダンにあったときも、〝鑑定〟していれば、偽者だと気がついていただろうが、〝鑑定〟が精神集中を必要とするスキルである以上、ダナンが偽者だという疑いが無ければアレスは知っている相手に〝鑑定〟を使わない。

　だが今は別だ。古代遺跡で現れた、初めて出会う冒険者を信用するほどアレスは純朴な性格ではない。

　そんなアレスの様子を見て、ビュウイ……シサンダンは口元に嬉しそうな笑みを浮かべた。

「さすが『賢者』、私の正体に気がついたか」

　シサンダンはアレスの自尊心をくすぐった。アレスはすぐにでも魔法を発動できる態勢を維持している。だが、魔法使いが１人で戦うというのは、非常に不利な状況だ。

（まずは召喚を）

　精霊獣に自分を守らせる、それが定石。だが、アスラデーモンの間合いにアレスはすでに入っている。アレスは背筋に冷たいものが走るのを感じていた。

（これもすべて、ギデオンのせいだ！）

　血が冷えていくのに対して、心の中は憎悪で焦げ付かんばかりに熱くなる。

　ここで死のうとも、この憎悪を破壊の魔法として吐き出さなければ収まらないとアレスは覚悟を決めた。

　だがアレスの心の中を見透かすように、シサンダンは自分から一歩後ろに下がる。

「お前と戦うつもりはないぞ、『賢者』よ」

「一体どういうつもりですか」

「お前が勇者に捨てられるところ、見物させてもらった」

「貴様ッ[image: ]」

　アレスは激げつ昂こうし、反射的に召喚魔法を発動する。

　牙をむき出しにした精霊大虎スピリツトダイアタイガーが飛びかかるが、シサンダンは剣を軽く払うと、精霊大虎は真っ二つに両断されていた。

「落ち着け。なにもお前を笑いにきたのではない。どうだ、しばらくパーティーを組まないか？」

「は？　何を馬鹿な。勇者のパーティーであるこの私がデーモンの仲間に？」

「勇者のパーティーねぇ」

　シサンダンは青年の顔にニタニタと笑みを浮かべた。

　アレスは怒りで脳の血管がドクドクと脈打つのを感じる。

「なぜお前が勇者のパーティーを追い出されたのか分かるか？」

「勇者を惑わすギデオンという愚か者がいるからです」

「そうだ」

　シサンダンは肯定した。

　まさかうなずかれるとは思っていなかったアレスは、思わず毒気を抜かれる。

「加護がデミス神から与えられた役割であるならば、『魔王』と『勇者』はお互いに戦うことが定めであり、正しいことだ。我々魔王軍にとっても、『勇者』が立ち上がり、『魔王』と戦うことは望むところなのだよ」

「……つまり、『魔王』も加護の役割を全うしているだけだと」

「そうだ。両者が戦い、停滞した両大陸の天秤パワーバランスをどちらかに傾ける。しかしやがて、新たな『勇者』か『魔王』が現れ天秤パワーバランスを再び揺らし、そうした戦いの中で両大陸は発展していく。加護と同じだ、文明も戦いの中でしか成長できない。なぜならば文明を担う人間やデーモン達は、その能力を加護のレベルによって決められるからだ。大規模な戦いは弱い加護の者を淘とう汰たし、強い加護にレベルを集中させる。そうした加護に選ばれた者達によって、世界は新しい時代へと進むのだ」

「加護と文明が同じ……それは……考えたこともありませんでした」

　神妙な顔をしているアレスとは対照的に、とんだ茶番だとシサンダンは内心毒づいた。

　今シサンダンが語ったのは、従来の魔王の思想だ。加護を持たないアスラデーモンにとっては、馬鹿げた茶番にしか思えない。

　戦いによってしか農学だの工学だの戦いと関係のない技術が発達しないなど不合理ではないか。アスラデーモン達にとっては加護という枷かせが馬鹿馬鹿しく感じる。

　彼らはそのために戦っているのだ。

　シサンダンの内心はともかく、アレスの敵意は随分と和らいでいる。そろそろ本題に入るころだと、シサンダンは判断した。

「この遺跡の地下には、初代勇者の遺産が眠っている。どうだ、我々が戦うのはそれを得た後でも良くはないか？」

「初代勇者の遺産!?」

「あれを渡せば今代の『勇者』も己の使命を思い出すだろう。『勇者』の個性など取るに足らない問題だと理解できるはずだ」

「個性？　一体どういう意味……いやそれより、魔王軍であるあなたに初代勇者の遺産を渡すわけにはいきません」

「だが今のままでは勇者は『勇者』を辞めてしまうぞ。そうすれば遺産などなんの意味もなくなる」

「それは……」

　シサンダンの姿が揺れた。その影が６本の腕を持つ悪魔デーモンへと変わる。

「遺産を見れば、賢いお前なら『勇者』がなんであるかも理解できるさ。そして、どうすればいいのかもな。それに……」

　悪魔デーモンのささやきがアレスの精神へ染み込んでいく。

「この先へ進むのはアスラの私でも難しいのだ。『賢者』であるお前の力が必要だ」

　ルーティに捨てられたアレスにとって、その言葉は精神の防護を崩す急所であった。
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　俺とルーティはリット達のところへと戻った。

　後から追いかけていた４人とはすぐに合流できた。アレスと出会い、決別したことを話すと、リットは喜び、ティセは少し驚いた表情を浮かべ、ゴドウィンはなんのことか分からないのでよそ見をしていた。

「アレスなら精霊竜スピリツトドレイクを召喚できるのも当然」

　ルーティの言葉にティセも頷いた。

　アレスが人類最高峰の魔法使いであることは、俺も認めるところなのだが……。

「アレスのことも気になるが、アレスと一緒にいたらしいもう１人のことも気になるな」

　アレスを置いて地下へ進んだらしいが、その後の動きは不明だ。

　気配を消す能力に関してはもう１人の方がアレスより上だとティセは言う。

　アレスに聞いておけばよかったとも思うが、あの状態では不可能だったと俺は首を横に振って気持ちを切り替える。

「テオドラの可能性は？」

　リットが当然の推測を言った。

「普通に考えればそうなんだが、別行動したのが不可解だ。テオドラなら危険な古代エルフの遺跡で単独行動を取るなんてしない、特別な理由があれば別だけどな。テオドラは感情よりも理性を優先するタイプなんだ」

「あー、たしかにそういう感じするわね」

　俺の知っているテオドラの考え方からすると、もう１人の行動とは合わない。それにテオドラがアイアンスネークのようなゴーレムに関する知識があるという話も聞いたことが無い。

　ゴーレムの操作にスキルはいらないが、高度な知識と繊細な魔力による制御が必要になる。理論上は魔法が使える加護なら誰にだって操作できるが、実際に操作できる人間は滅めつ多たにいない。

　高価とは言え、疲れも知らず量産もできる便利なゴーレムが労働力の代わりにならないのは、その操作の難しさが原因だ。

「となると、ルーティがパーティーを出てから新しくアレスの仲間になった人？」

「そうなるかな」

　話しながら、俺達はゴドウィンの錬金術道具が置いてある部屋へと戻っていた。

　俺は火をおこし、部屋にある鍋でハーブティーをいれる。ルーティにも俺にも、少しだけ落ち着く時間が必要だった。ほんの数分だが、俺達は沈黙する。

「なぁ、俺、いつまでこの遺跡に閉じ込められていなきゃいけないんだ？　薬を作るなら別の町でもいいだろ」

　白い湯気のあがるハーブティーを飲みながらゴドウィンが小声で文句を言った。

　だが、ルーティが振り返ると、慌てて。

「い、いや、べつにまだここにきて１ヶ月も経たってないからいいんだけどよ」

　と、訂正した。ルーティのことがやっぱり怖いらしい。

「考えておく」

　ルーティはあれで結構、ゴドウィンの状況については申し訳ないと思っているようだ。

　まぁそれはゴドウィンに全く伝わっていない。

　ゴドウィンは何を勘違いしたのか、ますます慌てて謝り倒している。

　そんな様子を俺とティセが生温かく見守っていると。

「じゃあ……シサンダンは関係ないのかな」

　リットがぼそりと呟つぶやいた。

「シサンダンか」

　アレスに再会した衝撃で、意識から飛んでしまっていた。

「でもアレス様は『賢者』の加護持ちですよね。加護を持たないアスラデーモンなら気がつくのでは」

「いや、アレスは一度会った人間をもう一度〝鑑定〟したりはしないはずだ。ロガーヴィアのガイウスのときも、途中で入れ替わっていたから気がつけなかった」

「今、シサンダンはダナン様の姿を得ているのですよね？」

　だとしたら騙だまされたとしてもおかしくない。

「じゃあアイアンスネークはシサンダンが用意したのか。何のために？」

　はじめはルーティのことを探しているのかと思った。魔王軍が勇者を狙うのは理にかなっていて分かりやすい。

　だがシサンダンはアイアンスネークで俺達のことを知り得たのにもかかわらず奥へと進んでしまった。

　ダナンの姿を使って不意打ちするつもりだとしたら、アイアンスネークなど使わず、アレスと一緒に俺達を探すほうが良いはずだ。

「ならば目的は別。アイアンスネークは私達ではなくこの遺跡そのものを調べる為ために使った」

　ルーティが言った。俺も頷いて同意する。

「そうだな、火の四天王ドレッドーナの率いる部隊は各地の遺跡から兵器や財宝を集めている。遺跡の盗掘は魔王軍の戦略の１つになっていると考えられる。シサンダンもそのために来た可能性がある」

　しかしドレッドーナの部隊はあくまで、魔王軍が制圧している範囲で盗掘を行っている。大した防衛戦力を持たないゾルタンとはいえ、前線から遠く離れた場所に魔王軍が盗掘にくるということは前例もないしリスクも高いはずだ。

　まだ謎が残るな。

「待ってください」

「どうしたティセ？」

「アレス様の気配が動いた気がします。微かですがもう１人の気配もします」

「何？　奥から戻ってきたのか？」

　リットが立ち上がった。

「シサンダンかも知れないのなら、放ってはおけないわ」

「そうだな、アレスにまた会うのは気が重いが、騙されているなら教えてやらないと」

　決別したとは言え、アスラデーモンに騙されているのなら放置するわけにもいかないだろう。俺達はアレスを探しに動き出した。

　だが、このフロアにはすでにアレスの姿は無かったのだった。
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「こ、これは!?」

　アレスは目の前の光景に驚きよう愕がくし、言葉を無くした。

　そこにあったのは硬質な未知の物質で構成された古代エルフの遺跡にはそぐわない生々しい光景だった。

　部屋にもともとあったであろう装置はすべて破壊され、花か崗こう岩がんでできた石の棺が並んでいる。棺の中には干からびたウッドエルフのミイラが、百年以上経ってなお赤あか錆さび１つ浮いていないエルフの剣を胸に抱いて横たわっていた。

「ウッドエルフにとって自然との循環は重要な思想だ。死者は儀式の後森に置かれ、動物によって食われるという風習だったはずだが、なるほど、循環から外れ永遠に縛られようとも、この先にあるものを守りたいようだな」

　ビュウイの姿を借りたシサンダンの顔にニタニタと笑みが浮かんだ。

「勇者の遺物は近いぞ」

　アレスの胸に漠然とした不安がよぎる。

　なぜウッドエルフ達が初代勇者の遺物を隠しているのか。『勇者』の遺物ならば、希望の象徴だ。それをなんの言い伝えすら残っていないほど厳重に隠す意味とはなんだ。

　２人は奥へと進んでいく。

　ウッドエルフ達はそんな２人を虚うつろな目で睨みつけているが、シサンダンは鼻歌を歌いながら、ウッドエルフ達の亡念を嗤わらう。

　部屋にまとわりつくような敵意が満ちていく気がした。

　アレスは思わず寒気を感じて震える。

　だが彼らはアンデッドなどではない、ただの死体だ。そもそも加護を持たないアンデッドでは、いくら身体能力を強化しようが２人の相手になるはずもない。

　部屋の出口に差し掛かった時のことだった。

　２人を不意に猛烈な敵意が襲った。反射的にシサンダンは剣を抜く。

　次の瞬間、エルフの剣がシサンダン目掛けて飛来した。シサンダンは抜いた剣を両手で持ちそれを受けた。

　鋭い一撃だった。剣を握るシサンダンの指には、まだしびれが残っている。

「誰だ」

　ウッドエルフの１人が、ずるりと音を立てて立ち上がった。

　そしてそのままドサリと倒れる。

「だ、ダナン!?」

　アレスが叫んだ。棺の中に隠れていた男はニヤリと不敵な笑みを浮かべる。

「シサンダン、お前がちんたらしてくれたおかげでこうして先回りできたぜ」

　アレスは混乱していた。ダナンとはこの遺跡に一緒に来ているのだから、ここにいるのはおかしくない。

　しかし、このダナンは、アレスが再会したダナンとは多くの部分で違っていた。見間違うはずがない。このダナンには右腕の肘から先が無いのだから。それでもなぜか、このダナンは本物のダナンであると確信できる強い存在感を秘めている。

　アレスにもようやく理解できた。

　アレスが再会したと思っていたのは、このアスラデーモンが右腕を喰くってダナンの姿を写したものだったのだと。

「ダナンか。まさか生きていたとは。ゴキブリ並みの生命力だな」

「ははは。嫌いや味みのつもりなのかもしれねぇが、俺はゴキブリの生命力を尊敬している。ああいう強さもまた生き物の強さの１つだろうが」

　ダナンは左手を突き出し、じりじりと間合いを詰めた。

「おい、アレス。こいつは俺の獲物だからな。手ぇ出すなよ」

　戦いの高こう揚ようを全身から発しながら接近してくるダナンに対して、シサンダンの表情には余裕がない。

（指のしびれが取れない……武技か）

　最初の一撃はわざと受けさせるための不意打ちだったのだろうと、シサンダンは理解した。震える指には思うように力が入らず、剣を初めて握った初心者のような不器用な動きしかできない。

（やられた。今両方の腕を壊されたのはまずい。アスラデーモン本来の姿に戻っても６本とも動かないままになってしまった）

　アスラデーモン本来の姿は６本の腕を持つ悪魔だが、変身している時に受けたダメージが消えるわけではない。

　この状態で片腕を切り落とされれば、３本の腕を切り落とされたのと同じことになる。

（だが、お前も右腕を失っている。それでまともに戦えるかな）

　シサンダンの攻撃の間合いにダナンが踏み込んだ瞬間、隻腕の武闘家とアスラデーモンは両者同時に地面を蹴った。シサンダンが飛び込み振り下ろした剣をダナンの左手が払う。

　次の瞬間、払った状態からダナンの左腕がムチのようにしなり、シサンダンの顔面を捕らえた。

「アグッ!?」

　シサンダンは数歩よろけて後ずさる。

　すぐに剣を構えようとしたが、シサンダンは力が抜けたように片膝をついた。

「ああそうだ」

　ダナンがシサンダンを見下ろしながら言う。

「てめぇを許すつもりはないし、ここでぶっ殺すけど、これだけは礼を言わないとな」

「なんだ？」

「俺が自分の左手を随分と怠けさせてきたことに気づかせてくれてありがとよ。使おうと思えば左手ってのはこんなに動くもんだとは知らなかったぜ。おかげさんで前より強くなれた」

　ハッタリではないことが、旅の間ダナンの戦い方を見てきたアレスには分かった。

　不条理にもこの武術馬鹿は、右腕を失ったことで本当に強くなっていたのだった。
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　戦いはダナンが優勢で進んでいる。

　シサンダンは剣による攻撃を次々に繰り出すが、その動きは鈍さがある。

　ダナンが最初、不意打ちで放った〝武技：崩ほう角かく砕さい牙が〟により、シサンダンの両腕は半ば麻ま痺ひした状態なのだ。

「オラっ！　隙あり！　〝暴あばれ魔ま脚きやく〟！」

　気をまとった強烈な後ろ回し蹴りがシサンダンの腹に突き刺さる。

　武技の衝撃と共に、シサンダンの身体が宙に浮き、後方の壁に叩きつけられ床に両手をついて倒れた。

「オラオラ!!」

　ダナンは獰どう猛もうな笑みを浮かべながら、シサンダンに立ち上がる暇を与えることなく、激しい蹴りで攻撃を加える。

　倒れた状態のシサンダンは反撃もままならず防戦一方だ。

「アレス！」

　シサンダンがアレスの名を叫んだ。

　何を求めているかは瞭りよう然ぜんだ……助けを求めているのだ。

「…………」

　アレスは動けなかった。一緒に旅をしてきたダナンを、勇者の仲間であるダナンを私が攻撃する？　馬鹿な、馬鹿な、馬鹿な……。アレスの思考は激しくかき乱された。

「アレス！」

　再びシサンダンがアレスの名を呼ぶ。アレスは耳をふさいでうずくまりたくなった。何もかも忘れたかった、何も考えたくなかった。

『考えろ、行動しろ、止まるな、進め、お前は賢い、お前の選択は常に正しい、なぜならば賢者だからだ』

　アレス自身の感情は、『賢者』の衝動によって塗りつぶされる。アレスには他人に選択を任せる自由はない。いつだって自分で考え、行動する。たとえ加護が何を選択すればいいのか教えてくれないとしても。

『賢者』らしく振る舞え。そう加護がアレスに叫ぶ。

「アレス！　助けてくれ！」

　シサンダンが３度叫んだ。ダナンの攻撃を何度も浴び、シサンダンは血を流しながら必死に防戦している。

　もうすぐ決着がつくだろう。それは追放されたアレスが二度と勇者パーティーに復帰できないことを意味する。そうか、考えるまでもなかったのか。

「ガルガンチュアストームジャベリン!!」

　ダナンは単純な男だ。アレスは自分と同じようにシサンダンに騙だまされていた。
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　だから、シサンダンの正体が分かれば、当然、シサンダンとは敵対するだろう。

　そうとしか考えていなかった。

　あれだけアレスのことを嫌っていながら、アレスの中にある勇者の仲間としての善性を信じ切っていたのだ。

「なっ！　アレス!?　てめぇ!?」

　それは一国を丸ごと覆うような巨大な嵐が、一点に凝縮したかのような黒雲の槍やりだった。上級の魔法使い系加護だけが使える最高位の魔法。

　思わぬ攻撃に反応の遅れたダナンだったが、それでも超人的な反射神経で身を反らし直撃を回避する。

　だが、槍の纏まとう雷撃のパワーだけでダナンの身体に百年生きた大樹を引き裂くほどの膨大な電撃が走る。

「うぐああああ[image: ][image: ][image: ]」

　電撃でダナンの身体が硬直した。ダナンは痛みと閃せん光こうで一瞬目の前が真っ暗になった。

　その刹那、鮮血が飛び散った。

「ぐ……」

　ダナンの脇腹にシサンダンの剣が深く食い込んでいる。

「爆はぜろ」

　シサンダンがそうつぶやくと、シサンダンの剣が爆発した。

　爆発によって傷口は大きく裂け、熱と衝撃はダナンの身体の中を破壊した。

「さすがの貴様も、身体の内側から爆破されれば耐えられまい」

　それでもなおダナンは倒れない。

　傷口から、びちゃびちゃと音を立て血が流れ落ちるのも構わず、ダナンは握った左拳を無言で構えた。

「人間とは興味深い。貴様のような『武闘家』は見たこと無いな。その強さは加護の役割を超えている」

　シサンダンはゆっくりと立ち上がり、左手で印を組む。その身体が大きく膨れ上がり、２メートル半ばの巨きよ軀くへと変わった。

　鍛え上げられた腕が６本。浅黒かった顔は、牙を持つアスラデーモンのものとなる。

　シサンダンは腰に佩かれた５本の剣を次々に抜き、アスラデーモン本来の武術スタイルである６刀流の構えを見せた。

　ダナンは、右足を大きく引いて迎え撃つ。その目は虚うつろだが戦意を失っていない。

　６本の剣が竜巻のように次々に襲いかかる。一撃一撃が巨象も両断するかの如き力と殺意が込められていた。だが満まん身しん創そう痍いのダナンは、意識を半ば失ってすら殺意の竜巻に左手一本で応じ、次々に剣をへし折る。

　指で鋼を引き裂くとまで言われたダナンの武術は、半死半生の今であっても冴さえ渡っていた。

「武術の化け物め、だが」

　シサンダンの右足が蛇のようにうねった。

　剣けん戟げきを防ぐことで手一杯だったダナンの胸にシサンダンの右足が叩きつけられる。

「が、ふ……」

　ダナンは胸に激しい痛みを感じた。

　シサンダンの右足が引き戻されると、ダナンの胸に折れた剣先が突き立てられていた。

「私も武術は得意でね。貴様から見たら曲芸のように見えるかも知れないが」

　シサンダンはそう言って笑った。蹴りの前に、足の指で宙を舞う折れた剣の先を摑み、そのまま蹴りの勢いでダナンの胸に突き立てたのだ。

「い……んや……武だった……ぜ……俺の……負け……だ」

　ダナンはアレスの横よこ槍やりに恨み残すことなく、真っ直ぐシサンダンを睨みながら口元を僅かに歪めて言った。

　そしてついにダナンは力尽き、くずおれたのだった。
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　ダナンが倒れたのを見たアレスは、自分でも意外な程落ち着いていた。

　仲間を手に掛けたのだ、裏切ったのだ、もっと動揺するのではないか、罪悪感で苦しむのではないか、そう思っていたアレスは自身の心理が不可解に思えた。

（いや違うか、慣れている。仲間を裏切るのはこれが最初ではないのですから）

　アレスの脳裏にギデオンの顔がよぎる。

（あいつとは長い付き合いでしたね）

　アレスはルーティが王都に来てからパーティーに加わった。今のパーティーではギデオンの次に古株だ。ギデオンと冒険した期間もルーティの次に長いことになる。

　２人は幾度となく死線をさまようような戦いを生き抜き、お互いに何度も命の危機を救い合った。

　アレスはギデオンを嫌いつつも、ギデオンの能力を信頼していた。おそらく、ギデオンの凄すごさを一番理解していたのはアレスだったのではないだろうか？

（だからこそ、私はギデオンを追い出した）

　ギデオンがいたら、アレスは『賢者』ではいられない。

　ルーティから信頼されることも、仲間から頼られることもない。スキルなど無くとも、ギデオンは自分よりもずっと賢い者だった。

　アレスはようやく自分がなぜギデオンを追い出したのか理解していた。

「アレス、助かった」

　巨大なアスラデーモンは、アレスに礼を言った。

　一度した選択はもう覆すことはできない。アレスはシサンダンと共に進み、奪われた『勇者』を取り戻す裏切りの道を選んだのだ。

「先へ進みましょう、この先にあるのでしょう？　勇者の遺物が」

「ああ、そうとも」

　アレスは倒れたダナンを置いたまま、シサンダンと共に奥へと進んでいった。
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　最奥の部屋の手前には、厳重なトラップが仕掛けてあったが、シサンダンは懐から心臓石ハートストーンを取り出すと、そばにあった古代エルフの制御盤に魔力を流す。

　それからほんの数分で、古代エルフのトラップを簡単に解除してしまった。

　これほど強力なトラップの制御装置がそう簡単に扱えるとは思えない。ただでさえ古代エルフの遺跡の制御盤は〝ハエの目を射貫くような〟繊細な魔力操作が必要なのだ。

　だがそうした疑問は奥に安置された、ウッドエルフによって作られたと思われる黄金の箱の中にあった物を見て吹き飛んだ。

「こ、これは!?」

　そこにあったのは５振りのロングソードだ。このロングソードのことをアレスは良く知っている。

「降ごう魔まの聖剣!?　で、ですがこれは」

　ルーティの持っているアーティファクト級のロングソード、降魔の聖剣。神から歴代勇者達へと受け継がれ、幾多の魔王を滅ぼしてきた神聖無敵の剣。

　世界にたった１振りしかないはずの聖剣が、ここには５振りも存在する。

「いや違う。これは降魔の聖剣ではない」

　だがシサンダンは否定した。

「今の降魔の聖剣は、初代勇者の墓より持ち出されたこれら初代勇者の剣の模造品だ。神から与えられたのはこちらのオリジナルの方だ」

「で、では、これが本物の？」

「そうだ。区別するためにこれは真トウルー・降魔の聖剣アベンジヤー、いや神セイクリツド・降魔の聖剣アベンジヤーとでも名付けようか」

　シサンダンは自分の腰に佩はいた空の鞘さやを捨て、箱の中から次々に神・降魔の聖剣を取り出し、４振りの剣を自分の腰に佩いた。

　そして最後の１振りをアレスに渡す。

「そもそも『勇者』とは、『勇者』が今佩いている模造の降魔の聖剣と同じだ。すなわち初代勇者の魂を神が複製したものなのだ」

「魂？　複製？」

「今代の勇者を『勇者』にするためにやるべきことは２つある」

「２つ……」

　それこそがアレスの目的だ。アレスは神・降魔の聖剣の柄を握りしめた。

「１つはその神・降魔の聖剣を今代の勇者に渡すこと。降魔の聖剣や勇者の証あかしと同様に、それらには『勇者』の加護を強化する力がある。加護が強化されれば、同時に加護の衝動も強化される。〝悪魔の加護〟によって弱められた衝動も回復するだろう」

「で、ではそれでルーティは私のもとに戻るのですね!?」

「いや、それだけでは足りんな。そもそも『勇者』とは、正義を体現するだけの装置であるはずなのだ。恐怖も迷いも躊ちゆう躇ちよも無い。そのために自我エゴなど失うほどの強力な衝動が与えられている」

「それじゃあ２つ目とは一体」

「今代が『勇者』ではなくルーティであろうとするのはなぜか。それはルーティでなければ果たせない想おもいがあるからだ。衝動の苦痛に逆らってまで成し遂げたい希望を持っているからだ、その拠より所どころを奪う必要がある」

「……つまりギデオンを」

　シサンダンはアレスのつぶやきを聞き満足げに頷いた。
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　その頃、ギデオン、いやレッドは仲間と共にアレスを追って先へと進んでいた。

「遠くで誰かが戦う気配がしました」

　ティセの警告を受け、レッド達は先を急ぐ。

　だが、もはやアレスとは完全に道を違たがえたことを、この時まだレッドは知る由もなかった。

　２人の対決は避けられない。







[image: 第四章　勇者ｖｓ賢者]




　俺たちは遺跡を奥へと進んでいった。

　奥の方はルーティも探索していなかったそうだが、防衛用のクロックワーク達は機能を停止しており、特に妨害されることもない。

　不気味な静寂だけが、遺跡の中に漂っている。

「な、なぁ、ちっこいお嬢ちゃん」

　ゴドウィンが情けない声でティセに声をかけた。

　ティセはちらりとゴドウィンを目だけで振り返る。

「俺は完全に足手まといだろ？　あんたが俺を護衛して俺たちは遺跡の外で待っていたほうがよくないか？」

「そのために私も外で待っていろということですか？」

「俺１人だけじゃ身を守れないだろ……なぁ頼むよ、お前らと一緒にいると生きた心地がしないんだよ」

「ここよりも安全な場所なんてありません」

　ティセは無表情でそう言い切った。

　ゴドウィンはがっくり項うな垂だれながらも、古代エルフの遺跡の奥から１人で逃げ出す気にはなれず大人しくついていく。

　そんな話をしながら先へと進んでいると、やがて広いホールのような部屋にでた。

　天井には魔法による永遠のランタンがぶら下がっており、前面にはさらに下層へ降りる昇降装置が３つ並んでいる。

　その上には何か看板のようなものがかけられていたようだが、強引に引き剝はがされたような跡が残っているだけだ。

　ここにたどり着いたウッドエルフ達が癇かん癪しやくでも起こしたのか、ホールに設置してあったらしいテーブルや椅子はどれも破壊されている。

　古代エルフの家具はどれも非常に頑丈なので魔法やスキルを使わないと到底壊せないはずなのに、ウッドエルフ達はよっぽど腹に据えかねる何かでも見たのだろうか？

　ガチャンと音がした。

　昇降装置が動いた音だ。太古の時代から今なお残る古代エルフの魔法によって力場が発生し、昇降機がレールを滑る音が近づいてくる。

「シサンダンか？」

　俺が銅の剣を抜こうとすると、横から白銀に輝くロングソードを渡される。

　ルーティが差し出したそれは、俺のかつての愛剣サンダーウェイカーだった。

「取っておいてくれたのか。てっきり売られたものかと」

「売るわけないじゃない。お兄ちゃんの剣だもの」

　その剣を握るのに少しだけ躊躇する。

　これは勇者パーティー時代の象徴。今の生活とは相反するものだ。

　しかし、俺はサンダーウェイカーの柄をしっかりと握った。

　リットが敵を討つためにもう一度冒険者に戻るというのなら、俺ももう一度ギデオンに戻ろう。

「ありがとう」

　短くそう言って、俺は感覚を確かめるために、一度だけ素振りした。

　その感覚はゾルタンで使っていた銅の剣とは全く違う。銅の剣では発動していなかった、〝武器熟練【ロングソード】〟のスキルも発動し、剣と自分が一体化したかのような感覚を憶えた。

「さて」

　昇降機はもうすぐ近くだ。

　ガチャリとレールをブレーキが嚙かむ音が聞こえ、硬質の扉がひとりでに開く。

　そこには鎧よろいを着て、内側に湾曲したショーテルを腰に佩いた男が立っていた。

「久しぶりだな愛まな弟で子しよ」

　リットの師匠であるロガーヴィア公国近この衛え兵へい長ガイウスの姿をした者は、リットのよく知る声でそう言った。

「シサンダン!!」

　リットが叫び両手のショーテルを構えて走った。

「待って！　それは違う!!」

　ルーティが鋭く警告する。

　だがその時にはすでにリットは昇降機の中にいるシサンダンに斬りつけていた。

「!?」

　ガイウスの姿をしたシサンダンは斬りつけられても微動だにしなかった。リットの剣は手応えなく空を切る。

「イリュージョンデコイ！　本体は……」

　不可視状態のまま背後に立つシサンダンはリットの背中めがけて剣を振り下ろす。

　だがリットの口に浮かぶのは笑み。

　空いた背中に攻撃が来ると分かっていれば、相手が見えなくても関係ない。

　肌に感じる威圧感だけで、リットはシサンダンの剣を右のショーテルで受けた。

「そうくると思った。こんな見え見えの挑発に引っかかるわけないじゃない」

　リットもまた、英雄リットと呼ばれるほどの凄すご腕うでなのだ。

　リットは左のショーテルをシサンダンの足へと振り下ろす。

「レッド！」

「おう！」

　同時に俺の剣がシサンダンの背中を襲った。

　リットが走ったタイミングで、彼女の狙いに気が付き、同じタイミングでシサンダンを攻撃できるよう動いていたのだ。

　言葉はいらない、リットの考えることならすべて俺にも伝わる。

　剣がぶつかりあった衝撃でシサンダンを覆う不可視の魔法が剝はがれ落ち、堂々たる体たい軀くのアスラデーモンとして姿があらわになる。

　シサンダンは両足を開き俺とリットの剣を、６本の腕で防いでいた。

「ちっ」

「どうするアスラデーモン。リットを罠わなにかけたつもりなんだろうが挟み撃ちだぞ」

「ならば仕方ない！　ハートストーンよ、その魔力をすべて解放せよ!!」

　シサンダンが叫ぶと同時にその周囲から水が迸ほとばしった。

「これはウンディーネの魔力!?」

　俺とリットは水に弾かれ、後方へと弾け飛んだ。俺はすぐに受け身をとって立ち上がる。

　リットは昇降機の中に飛ばされ壁に打ち付けられたようだが、あちらもすぐに体勢を立て直した。シサンダンは、一度呼吸を整えているようだ。

　あと少しのところでシサンダンの身体に剣が届いていたのに……だが、シサンダンが使ったマジックアイテムは今のでもう魔力を使い切っているはずだ。

　依然として俺とリットはシサンダンを挟み撃ちにしている状況である。

　まだ俺達が優位だ。

（にしても、あれはウッドエルフの剣？　デーモンが使うにしてはめずらしい剣だな。それに腰に４振り、鞘に納まったままの剣も気になる）

　俺とリットは同時に地面を蹴り、再び剣を繰り出す。

　その時、チリリと後頭部に違和感が走った。

「魔法!?」

　慌てて防御の姿勢を取ろうとする。

「パラライズフレイム！」

　部屋の一面の壁が搔かき消える、そのすぐ後ろにはまた壁があった。

　幻影で本来の位置より手前に壁を作り、隠れられるスペースを作っていたのか。

　迸った有毒の炎が俺とリットを目掛けて床を走る。

　あれは触れると麻ま痺ひする攻撃魔法。

　俺もリットも加護による麻痺耐性は持っていない。

　リットは精霊魔法で抵抗を試みることは可能で、俺は加護レベルの高さに頼って根性で耐えるしかない。

　だが、それは相手がせめて同格だった場合だ。相手が人類最高峰の魔法使いでは、抵抗できる可能性はほとんどない。

「アレス!!」

　魔法を放ったのはシサンダンの持つ剣と同じものを腰に佩はいた賢者アレス。あいつ、血迷ってシサンダンと手を組んだのか!?

「死ね！　ギデオン！」

　炎が迫る。だが割り込むように白く輝く光の膜が、俺たちを包んだ。

「セイクリッドマジックシールド」

　ルーティが左手で印を結んでいる。

　魔王軍と戦い続け百戦錬磨のルーティはアレスが裏切る可能性を予測していた。

　だから動かず構えていたのだ。

「アレス、今なら許す。降伏して」

「ルーティ、まだ間に合います。私と共に勇者の旅を続けると言ってください」

　両者は同時に再び印を組む。

「ガルガンチュアストームジャベリン!!」

「セイクリッドパニッシャー」

　黒嵐の槍やりと聖罰の雷。

『賢者』と『勇者』の最上級魔法同士が衝突し、その余波だけで俺とシサンダンは僅かな間だが、戦いを止めなくてはならなかったほどだった。

　激しい衝撃でとてつもない硬度を持つはずの古代エルフの建材にヒビが走る。

「魔法では互角ね」

　ルーティが呟つぶやいた。同時に両者の魔法は拮きつ抗こうし、霧散する。

　この場合勇者と同等の魔法を使えるアレスを褒めるべきか、人類最高峰の魔法使いと同格の魔法を使える前衛ルーティに呆あきれるべきか。

　ルーティのような存在がありふれてしまえば世界中の魔法使いは自分の加護を嘆くことになるだろう。

　それは人間の域を踏み越えた英雄同士の戦いだ。

「や、やってられるかぁぁぁ[image: ]」

　その時、ゴドウィンが走り出した。顔には恐怖がありありと浮かんでいる。

「俺は関係ないだろ！　英雄は英雄同士で戦ってくれよ!!」

　触れれば吹き飛ぶような戦いが繰り広げられる中、ゴドウィンの精神が耐えられなかったようだ。

　ゴドウィンは出口へ向かって必死の形相で走る。

「待て！　勝手に動くな！」

　俺は慌てて叫ぶが、恐怖に駆られたゴドウィンの耳には入らない。

「来たれ大牙大翼！　獣の王よ！　召喚サモン精霊竜スピリツトドレイク！」

　アレスが笑って魔法を使う。

　ゴドウィンが出口へたどり着こうとした時、目の前に魔力が集まり巨大な影を作り出した。

「ひっ!?」

　ゴドウィンは目の前に現れた緑鱗のドレイクに悲鳴をあげて座り込んだ。

　アレスの魔法によって召喚された精霊竜スピリツトドレイクが、鋭い牙の生えそろった口を大きく開けてゴドウィンに迫る。

　危機だ。しかし俺が移動すると昇降機の中にいるリットが、シサンダンに追い込まれることになる。動けない！

「ギャガァァァァァ!?」

　だが、ゴドウィンが精霊竜の餌食になることはなかった。

　竜の右目にスローイングナイフが突き刺さり、竜は身をよじって悲鳴をあげている。

「私達の周りが一番安全なのですから大人しくしてください」

　ナイフを投げたのはティセ。

　表情を変えずに竜とゴドウィンの間に立つ。

「だ、大丈夫なのか？　相手はドレイクだぞ!?」

　自分より小さい少女と目の前の巨象のような竜とでは、あまりに体格が違い過ぎるようにゴドウィンには見えたのだろう。

　ゴドウィンは不安そうにそう言った。

「確かに私の加護はこういう状況には不向きですね」

「お、おい!?」

「私じゃ１分もかかります」

　もちろん、ティセが精霊竜などに敗北することはない。

　ゴドウィンを除くここにいる英雄たちの中で、精霊竜を倒すのに一番時間がかかるだけだ。『アサシン』の加護は有利な状況でより有利に働くスキルが多い。誰かを守りながら戦う状況は得意ではない。

　それでもなお、ティセの能力は最上位の精霊獣よりも強い。

　ティセの言葉には強い力があった。ゴドウィンはそれ以上なにも言えず、腰を抜かしたままティセの背中を呆ぼう然ぜんと見ていた。
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（ここまで予想通り……！）

　アレスの狙い通り、ルーティは１人になった。

　仲間を引き剝はがされたルーティはたった１人でアレスと相対する。

　ルーティの敵意が自分だけに注がれているのを感じ、アレスは心臓に氷を突き立てられたような恐怖と同時に、ゾクリとする奇妙な高揚感を感じていた。

（ルーティはこれまではあの錬金術師の男を守るため身動きが取れなかったが、そちらはティセと共に出口側に移動した。この散開した状態で私の魔法を防ぎ続けるのは勇者であっても負担が大きい。であれば、剣で速攻をしかけてくるはず。接近される前に私がギデオンに魔法を使うこともできるが、そうすれば私は自分自身を守れない。私が自分の身を守ると考えてルーティは動く）

　アレスの右手が腰の神・降ごう魔まの聖剣に触れる。

（それこそが私の狙い。シサンダンによれば、この剣を抜きルーティの身体のどこかに接触させれば、『勇者』の加護が強化される。勇者に戻りさえすればルーティはこの戦い行動不能になるに違いない。効率で考えたら私と組むのが一番のはずだからだ。勇者であるのならば私と敵対することはありえない！）

　ルーティさえ動けなくなれば、あとは雑魚だ。

　ダナン、テオドラ、ヤランドララならばアレスも警戒するが、ここにいるのは勇者パーティーの落ちこぼれであるギデオンとリット、それに間に合わせのティセ。アレスは勝利を確信した。
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　俺とリットは前後からシサンダンに打ち掛かる。

（こいつ、前に戦った時より強い）

　挟み撃ちという俺たちに有利な状況なのにもかかわらず、一度間合いをとったことで呼吸を整えたシサンダンは、俺とリットの連係を次々に受け流していく。

　すぐに倒せるような相手ではない。だがじっくりともしていられない。

（ルーティ！）

　俺はシサンダンと戦いながらも、ルーティの様子を気にかけていた。

　今、ルーティはアレスと１対１で対たい峙じしている。

　普通に考えればアレスに勝ち目はないはずだ。だがそんなことは、アレス自身が一番良く理解できているはず。

　それでもあの状況でシサンダンの方にも精霊竜の方にも逃げないということは、何か策があるはずだ。

「シサンダン、お前やアレスの腰にある剣はなんだ」

「ほぉ、さすがはギデオン、気になるか」

　シサンダンは感心したように言う。

「すぐにわかるさ」

　にたりとシサンダンの顔に笑みが浮かんだ。

　次の瞬間、俺もシサンダンも、おそらくこの場にいる全員が死を感じた。

　俺達は一瞬、戦いを忘れ、思わず振り返り部屋の中央にいるルーティを見る。

「武技〝大旋風〟」

　ルーティは加護よりもたらされる剛力をもって剣を強く、そして疾とく、円を描くように振った。

　走る衝撃。硬質な遺跡の壁に深い傷跡が残される。

『勇者』の力なのか、ルーティの武器による斬撃は、俺たちには影響を及ぼさなかった。

　だが、敵には容赦なくその剣撃の旋風は振るわれる。

「ひ、ひぃぃぃ」

　今の声はゴドウィンの声。

　彼の目の前には精霊竜の首がごろりと転がり、光を放ちながら消えようとしている。

「これ程とは」

　次の声はシサンダンの声。

　防御に使われたエルフの剣は６本とも全て砕かれ、さらには下側２本の腕からは血が流れ、だらりと力なく垂れ下がっている。

「あ、あ……」

　そして最後の声はアレスの声。

　とっさに腰の剣で防御したようで、アレス自身は無傷だ。

　だが、その刀身は無残に砕かれてしまい、剣の残骸と成り果てていた。

「ば、馬鹿な」

　アレスはわなわなと震えている。あれが対ルーティの切り札だったのだろうか？

　これまで余裕を見せていたシサンダンの表情もこわばっていた。

　だがシサンダンは短く息を吐き、表情をもとに戻す。

「アレス、ルーティは私が対応する。このまま進めるぞ」

「え、あ」

「剣を砕くのは想定外だが、お前が失敗すること自体は可能性として想定している。問題ない」

　シサンダンはドンと足を踏み鳴らした。

「どうしたシサンダン、余裕がなくなったじゃないか」

　俺はシサンダンを挑発した。

　これでペースを乱してくれればいいが、そう容易たやすい相手ではないだろう。

「そうだな認めよう。お前の妹は危険な存在だ。なればこそ勇者以外になることは許されん」

「それはなんの話だ？」

「気をつけてください！」

　俺とシサンダンが睨にらみ合っているところに、ティセが叫んだ。

「下から何か来ます！」

「下!?　まずいリット！　逃げろ!!」

「え？」

　リットのもとに駆け寄ろうとした俺の前にシサンダンが立ちはだかる。

「どけ！」

　俺は剣を砕かれ、２本の腕を負傷しているシサンダンへサンダーウェイカーを振り下ろす。だが俺の一撃はシサンダンの腰から抜き放たれた光り輝くロングソードで受け止められた。

「な!?　それは降魔の聖剣!?」

　一瞬、俺の注意はシサンダンの剣に注がれる。それは１秒程度の僅かな間だった。

　しかし、その瞬間は紛れもない失われた時間だ。

　まずリットのいる昇降機の床が弾はじけとんだ。

「２体目の精霊竜!?」

　鎧よろいを身にまとったような姿をした精霊竜は、狭い昇降機の中でリットへと大きな口を開けて襲いかかる。

　不安定な体勢のまま、リットは壁を蹴って体勢を無理やり立て直しショーテルで精霊竜の顔を斬りつけた。

　リットならこの状態でも精霊竜と戦えるはずだった。

　だが、精霊竜の背に乗っていた人物の姿を見てリットは驚き、追撃を止める。

「あ、あなたは!?」

「ホーリーチェイン」

「な！　え!?」

　リットの身体が聖なる鎖で縛られる。英雄リットを以てしても抵抗することもできなかった強力な法術魔法。

「テオドラ！　なんで!!」

　リットの叫びを無視して、槍やりを構えたテオドラは昇降機から飛び出した。

　非常事態だと察知したルーティが昇降機の方へ走り出す。

　テオドラの槍とルーティの聖剣がぶつかり、両者はお互いに動きを止めた。

「なぜ？」

　ルーティは信じられない様子でテオドラに問いかけた。

「この世界のためだ。恨んでくれて構わない、事が済んだら腹を斬って詫わびよう。だが今、この世界にはあなたの犠牲が必要なのだ！」

　その言葉は、ルーティの迷いをついた。

　実力では劣るテオドラが勇者ルーティを押しとどめる。

「なぜ私なの？　なぜ私が犠牲にならなければいけないの？」

「あなたが『勇者』だから」

「私は一度だって『勇者』になりたいなんて思ったことはない、世界を救う英雄になりたい人は他にいくらでもいるのに、なんで私なの！」

　ルーティの意志が強まった。テオドラの槍をくぐり抜ける鋭い踏み込みと共に放たれたルーティの突きがテオドラの鎧へと突き入れられる。

　竜の鱗うろこをも貫くルーティの突きだったが、テオドラは身体をひねって直撃を避け受け流す。聖騎士の鎧が甲高い金属音を発し、ルーティの剣が左へと逸それた。

　ダナンと同様に、テオドラも武を極めた達人だ。

　鎧があってもルーティの一撃を受け流せる者がこの大陸にどれだけいるか。

「だがあなたが戦わなければ大勢の人間が死ぬ」

　テオドラは腕を大きく後ろに引いて槍を引き戻す。それも稲妻のような神速の引き戻しだ。テオドラの槍は、穂先の左右に大きく広がる刃が備わっており、刃がルーティの背中へと迫る。ルーティはうつむいていた。

　そのまま拳を握りしめ、後ろも見ずに篭こ手てで守られた手の甲を迫る刃に叩きつける。

「なにッ!?」

　およそ尋常の剣術には無い防御法。

　超人的な身体能力を持つルーティだからこそできる技だろう。

　さすがのテオドラも予想外の防御法に反応しきれず、弾かれた槍の勢いに引きずられる形で体勢が崩れた。その隙にルーティは、テオドラの槍の間合いから逃れる。

「顔すら知らない人々の命を、私は自分を犠牲にして救わなければならないの？」

「それが神のご意志だ」

　絞り出すような２人の声。

『勇者』なら自分の正義を迷うことはないだろうが、今戦っているのは１人の少女であるルーティなのだ。

　ルーティの強さはテオドラの遥はるか上にある。そのテオドラがルーティと互角に戦えているのは、テオドラの言葉がルーティの剣を鈍らせているからだろう。

「くそっ!!」

　俺は悪態をついた。ルーティのもとへ駆け寄り、テオドラとの戦いを代わってやりたい。

　妹の心を無情に苛さいなむテオドラの言葉の前に立ちはだかってやりたい。

　だが。

「リット!!」

　昇降機の中では、テオドラの魔法によって両手を鎖で縛られたリットが、精霊竜の爪に摑まれている。

「ふふふ、恋人と妹、助けを求める者が２人。どちらを選ぶか辛いところだなギデオン」

　シサンダンが牙の飛び出た顔を歪ませて笑う。

　リットを救い出すには眼めの前に立ちはだかるシサンダンを突破しなければならない。そして俺が背後のルーティのもとへ駆け寄ればシサンダンは動けないリットに容易くとどめを刺すだろう。

　だが、シサンダンは強い。リットと２人がかりでも崩せなかった相手だ。

　俺はフェイントを交え、何度も剣を繰り出すが、シサンダンの持つ聖剣は俺の剣を軽々といなす。すぐに考えを改めた。強いなんてもんじゃない。

　腕の２本を使えなくしているのにもかかわらず、あの聖剣を抜いた途端、まるで別人のように剣気が高まっている。

　あれが本物の降ごう魔まの聖剣なのかは分からないが、あれが類いまれなる魔法の剣で、まともに受ければ俺の剣でもただでは済まないことだけは間違いないだろう。

　苦戦している俺を、テオドラがちらりと一いち瞥べつした。

「あれが現実だ。ギデオン殿は人類最高峰の剣士ではあるが、『勇者』でなければ恋人１人救えない。人類にはあなたという『勇者』が必要なのだ」

　ルーティの表情が苦しそうに歪んだのが分かった。

　クソ!!　食いしばった歯が音を立てた。

　俺の苦戦がルーティを苦しめていると思うと、怒りで冷静さを失いそうになる。

　その時。

　ドンッ!!

　昇降機から大きな音がした。

　両腕を縛られたまま、リットが蹴りでテオドラの精霊竜の頭を壁に叩たたきつけた音だ。

「ふざけるな」

　リットは真まっ直すぐにテオドラを睨みつける。

「私の命を勝手に『勇者』に預けるな」

　リットは怒っていた、猛烈に。

　よろめきながらも、再び嚙かみ付こうとしてきた精霊竜の頭をリットはまた蹴り上げた。

　精霊竜は頭を天井にぶつけ大きく仰のけ反ぞる。

　昇降機の床は下から現れた精霊竜によってほとんど崩れてしまい足場は非常に悪い。

　さらにリットは両腕を縛られ剣も魔法も使えない。

　その状況でなおリットは、テオドラの精霊竜に背を見せテオドラを睨みつけていた。

「だがリット。お前の故国を救ったのは『勇者』だろう。お前もまた『勇者』が世界に必要なことを示す証人ではないか」

「違う！」

「何が違う？」

「私と私の国を救ったのは『勇者』でも『導き手』でも、『クルセイダー』でもない」

　３度リットの蹴りが精霊竜の頭を叩きつけた。

　砕けた竜の牙が昇降機を飛び出て床に転がり乾いた音を立てる。

「私達を救ってくれたのはルーティであり、レッドであり、そしてテオドラよ！」

「……同じことだろう」

「全然違う！　英雄とは加護の種類のことを言うんじゃない、加護を宿す人のことを言うのよ！　『勇者』がいてもロガーヴィアは救えなかったわ！　私達に立ち上がれと言ってくれたあなた達がいたからこそ、ロガーヴィアは救われたのよ！　あなたはアレスと違ってそれを分かっていると思っていたのに!!」

「私はデミス神の下僕だ、他の答えなど……あるものか！」

「望まない人に世界の命を背負わせるのが神様のご意志だというのなら、私は神様にだってそれは違うと突きつけてやる！」

　リットの叫びに、テオドラ、そしてルーティも呆ぼう然ぜんとしたように一瞬動きを止めた。

「なるほど、人間とは面白い」

　俺と斬り結びながらシサンダンがつぶやく。

「そうとも、勇者とは、〝ある〟のではない。勇者で〝あろうとする〟者こそが勇者たりえるのだ。だが愚かな神にはそれが分からないのだよ」

「何を……」

　奇妙なことにシサンダンは本心から感嘆しているようだった。

「だが我らは敵同士、残念だ」

　シサンダンは俺の剣を受けながら、脚を動かす。

「リット！　避けろ!!」

　シサンダンは砕けて床に落ちていたエルフの剣の破片をリットに向けて器用に蹴り飛ばした。

　狙いは正確。刃は真っ直ぐにリットの左脚へと吸い込まれる。

「あぐっ！」

　リットの口から苦く悶もんの声が漏れる。

　リットの太ももから真っ赤な血が脚を伝って床を濡ぬらした。

「やれ精霊竜！」

　シサンダンが叫んだ。両腕を縛られ、残った脚すら傷ついたリットの頭上に竜の大口が迫る。それを見て、俺の頭にカッと血が上った。

「リット[image: ][image: ]」

　俺は防御を捨て、シサンダンに渾こん身しんの力を込めた一撃を繰り出す。

　だが、シサンダンはあっさりと横へかわしリットへの道を譲る。

　俺の背筋に冷たい汗が流れた。

（罠わなか!?）

　誘い込まれている。この状況はシサンダンの手のひらの上。

　だが、だが、だが！

「サンダーウェイカー！　我が敵を穿つらぬけ！」

　俺は裂れつ帛ぱくの気合いを叫び、精霊竜の首から脳天にかけて、真っ直ぐに剣を突き入れながら昇降機の中へ飛び込んだ。

　精霊竜は即死した。現げん界かいできなくなった竜はその姿を薄れさせていく。

　リットを摑つかんで外に飛び出そうとした俺の視界に、勝利の笑みを浮かべているアレスの姿が見えた。ティセがアレスの魔法を食い止める為ために２本のナイフを投げる。

　アレスは左腕で顔を庇い、ナイフを受けた。アレスの左腕から鮮血が迸ほとばしる。

　だが、その痛みはアレスの脳を駆け巡る勝利への渇望が抑えた。

「これで終わりだ！　アイアンウォール！」

　ミシリと俺とリットのいる昇降機から音がした。天井からだ。

　アレスは魔法で昇降機の上に膨大な量の鋼鉄のかたまりを生成したのだ。耐久荷重を遥かに超える重量物を載せた昇降機のブレーキが砕ける音がした。

「レッド！　逃げて!!」

　リットが叫んだ。

〝雷光の如き脚〟のある俺だけなら逃げられたかもしれない。

　リットを摑んでいるこの手を離しさえすれば……。

　離すべきだったのかもしれない。俺がここにいてもリットを救えるわけじゃない。

　ギデオンだった頃の俺ならば、最も効率の良い選択をできたのだろうか？

「ごめんリット」

　だが、俺はもうレッドだ。サンダーウェイカーを手にしようとも、厳しい冒険の日々を生き抜く為に割り切れていた俺ではなかった。

　俺は届かないと知りながらも、リットを摑んでいる手を離さず、昇降機から飛び出そうとする。

「お兄ちゃん!!」

　ルーティから迷いが消えた。牽けん制せい気味に放たれたテオドラの槍やりを両断し、切り返した剣が今度こそテオドラの鎧よろいを貫く。

「さすが『勇者』……だからこそ……私は……」

　人類最高峰の法術使いにして槍そう術じゆつの大家、テオドラは倒れた。

　テオドラがルーティを抑えていたのはほんの僅かな間だった。

　だがそれは決定的な時間。

「勝った！　私はギデオンに今度こそ勝ったんだ！」

　アレスが歓喜の叫び声を上げる中、俺とリットごと、鋼鉄のかたまりに押しつぶされるように昇降機は落下していった。







[image: 第五章　導き手]




『勇者』の加護を持つルーティは、生まれた時から多くの感情が抑制された状態にあった。

　特に〝恐怖〟については加護レベル１から完全耐性を持っていたことで、恐怖というのがどういう感情なのかすら、ルーティは知らなかった。

「ああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ]」

　それは生まれて初めてルーティの口から溢あふれ出した、恐怖の悲鳴だった。

　最愛の人が死ぬ。目の前で死ぬ。死んだら二度と会えなくなる。二度と私の名前を呼んでくれない。その温かい身体に触れることも二度とできない。

　これからやっと自分の気持ちを伝えられると思ったのに。これから何も起きない日常スローライフを、愛する人と過ごせるはずだったのに。

　ルーティの中にある何かが砕けていく。これまでルーティが人生という名の地獄を生き続けるために支え続けてきた何かが失われていく。

「そうだ」

　呆然とするルーティ目掛けて、シサンダンは４本の神・降魔の聖剣を振り上げた。

「勇者でなくなったお前は、兄ギデオンの死に動揺する。お前の強さも、この刹那だけは私が上回る。すべてはこの時のための布石だ！」

　こんな状態であっても、ルーティは降魔の聖剣でシサンダンを迎え撃った。シサンダンの攻撃を、正確に受け流す。

　……部屋に聖剣の断末魔の叫びが聞こえた。

「アレスの持つ神・降魔の聖剣をその模造品で砕いたのは賞賛に値する。まさしく貴様は勇者の域すら超えている。しかしその代償は支払うべきだ」

　ルーティの持つ降魔の聖剣は、刀身の半ばで砕け折れていた。

「あのときの一撃で、お前の剣はすでに傷ついていたのだよ」

　シサンダンは剣を振り回し、ルーティと自分の周りの床を切り裂いた。

　虚うつろな目で折れた剣を見つめるルーティと、シサンダンの姿は、この部屋の下にあった空間の中へと消えていった。
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　静まり返った部屋に哄こう笑しようが響いた。

「く、くくくく、あはははははははは[image: ][image: ]」

　アレスはタガが外れたように笑う。

「勝った！　これで私はまたルーティと共に旅を続けられる！　どうだ、私の方がギデオンより優れていた！　これが証明です！　やつは死に私は生きている！　勝利者と敗北者！　賢者と愚者！　あははははははは[image: ][image: ][image: ]」

　アレスは笑いながら右手で印を組んだ。

「カッタートルネード！」

　無数の風の刃を内に秘めた竜巻が巻き起こった。

　竜巻はティセが再び投げたナイフを弾はじき飛ばし、そのままティセを襲う。

「きゃあああああ!!!!!!」

　全身を切り裂かれ、ティセも自分の流した血の海に倒れた。

「薄汚い暗殺者の分際で、依頼主である私に刃を向けるとは」

「……なぜなんです」

「は？」

「アレス様はルーティ様のことが好きだったでしょう、なぜこんなことができるんですか」

「意味が分かりません。ルーティは『勇者』なのですよ？」

『勇者』だから、『勇者』であるためにはどんな犠牲も許される。

　それが『勇者』であるルーティにとって最善であり幸福だと、アレスはそう言い放った。

　ティセは歯を食いしばった。傷口から血が流れ落ちるのも構わずに立ち上がり、ショートソードを構える。

「ほぉ、すごいですね。私なら立ち上がれませんよ。ですが無意味な痛みです。そのまま倒れていれば命までは取られずに済みますよ？　出血死しなければですが」

　こんな男にルーティ様を任せる？　そんなこと許されるはずがない。

　たとえデミス神様が許しても、この私が許さない。

　ルーティ様は勇者である前に私の友達なんだ。確かに強い。でも不器用で、ズレていて……恋もしている。

　ルーティ様は普通の女の子なんだ！　それが分からないこんな男に私の友達を任せられるか！

　だがティセの身体はティセの意志を無視して倒れた。アレスはその様子を見て笑う。

　悔しさでティセの両目に涙が溢れた。

　ティセが涙を流したから……だからティセの代わりに〝彼〟がアレスの前に立ちはだかった。

「は？」

　カバンから飛び出してきたちっぽけな蜘蛛くもは、両腕を振り上げアレスの前に立ちはだかる。相手は強大、仲間は誰もいない、勝ち目は皆無。

[image: ]

　だからどうした！　うげうげさんは、ちっぽけな身体で友達を傷つけた〝悪党〟へと立ち向かう。そのちっぽけな姿を見て、最後に残った１人も立ち上がる。

「く、うおおお！　ざっけんな!!」

　ゴドウィンが叫びながら雷石と発煙棒を投げた。轟ごう音おんと煙がアレスを包む。

　ゴドウィンにはこの戦いにどういう意味があるのかは分からない。そもそも無理やり連れてこられ、こんなところに軟禁され、不満を言い出したらキリがない。

　さっきも自分は関係ないと逃げ出したし、今もなんで俺がこんな目にと心底思っている。

　それにゴドウィンは悪人だ。ビッグホークの右腕として、他人から軽蔑されるようなことを何度もやった。デーモンと手を組み危険な麻薬をばら撒まいた主犯の１人だ。

　だがそれでも、悪人には悪人なりの考えがあり信念がある。

　許されない一線がある！

「俺も悪党だがな！　そんな俺でも自分のことを悪党だと思っていない悪党だけは許したことねェんだよ!!　それだけは我慢ならねぇんだ!!!!」

　ゴドウィンは恐怖で歯をカチカチと鳴らし、それでも闇を作る魔法のダガーを抜いて吠ほえた。それを見てアレスは呆あきれている。

「無価値なクズどもめ。これだから頭の悪いのは嫌いなのです。フォースショット」

　力場が魔法の闇も吹き飛ばし、ゴドウィンは壁に叩きつけられ倒れた。

　アレスは動かなくなったゴドウィンを見て、思った通りの雑魚だと確認してから足を持ち上げる。そして、床で両腕を振り上げているうげうげさんを躊ちゆう躇ちよなく踏み潰した。

「勝てるわけ無いでしょう」

　もはや自分に歯向かうものはいない。

　あとは鋼鉄の壁の下敷きになり、惨めにも原形とどめず潰されるギデオンの断末魔の叫びを聞くだけだ。今踏み潰した虫けらのように惨めに潰れる音を。
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　昇降機が下層の床へと近づく。あとほんの数秒でレッドとリットは死ぬはずだった。

「ふぅぅぅ」

　全身傷だらけの大男は残された左腕にすべての意識を集中する。

　頭上に迫る昇降機を見ることもせず、両足から伝わる力が左腕を通して爆発するイメージを作り上げる。

「俺は難しいことはよくわからねぇ。テオドラが何を考えているかも、勇者様が何を考えているのかも、何が正しくて、何が間違っているのか、俺だけがきっと何も分かってないんだろう」

　ダナンはぐっと拳を握った。キュアポーションで塞がった傷が再び開き血が流れる。

「だがこれだけは自信を持って言える！」

　ダナンはこれまで培ってきた己の武のすべてを込めて、拳を突き上げる。

「武技〝昇しよう龍りゆう咆ほう〟!!」

　左腕から龍が駆けた。これが拳で海賊のガレー船に大穴を穿うがち沈没させたダナン必殺の武技。龍は昇降機を貫き、そして分厚い鋼鉄のかたまりを粉々に粉砕して、上へ上へと昇り進む。

「ギデオン！　そしてリット！　テメェらは俺の仲間だ！　ならば助ける！　ならば死なせねぇ！　それだけは絶対だ！　誰にも文句は言わせねぇ!!」
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「これはダナンか!!」

　テオドラが意識を失ったことで、リットを縛っていたホーリーチェインは外れたが、俺達のスキルを以てしても、逃げ場のない場所で落下中に頭上の大質量をどうにかする方法はなかった。もはやこれまでと諦めかけていたが、下から〝気〟の龍が突き抜け、頭上の大質量の鋼鉄を破壊する。

「リット構えろ！」

「ええ！」

　龍に運ばれながら、俺達は降り注ぐ鋼鉄の破片を背中を合わせてそれぞれの剣で打ち払った。

「ダナン！　あいつはいつもここぞというときに現れるんだ！」

　俺達はダナンの龍につかまって、一気の上層へと戻る。
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　もう一度、俺とリットはアレスと対たい峙じした。

「アレス!!」

　戻ってきた時、ホールの様子は一変していた。

　シサンダンとルーティの姿はない。部屋には穴が空いている。２人は下に落ちたのか。

　テオドラは昇降装置の近くに倒れている。意識は無いようだ。

　ティセ、ゴドウィンも倒れていた。重傷を負っている。

　アレスの足元には踏み潰され、傷ついたうげうげさんがいる。彼も戦ったのだ。

　そして左腕から血を流しているアレスは、俺を憎悪を込めた目で睨にらみつけた。

「なぜだ！　なぜお前は死なない！　そんなクズ加護でなぜ！」

　俺はアレスに向かって走った。人類最高峰の魔法使いを相手にして、勝ち目があるとすれば剣の間合いでの接近戦しかない。

「死に損ないが！　死ね！　死ね！　死ね!!　ガルガンチュアストームジャベリン[image: ]」

　アレスが右手で印を組んだ。嵐の槍やりが俺達に向けて放たれる。

「くっ!?」

　速すぎる、かわしきれない！　俺は歯を食いしばって耐える覚悟を決める。

「風の精霊よ！　災いを退ける祝福を与えよ！　ブレスオブウィンド!!」

　リットの叫び声が聞こえ、俺の周りを風の精霊達が舞った。

　巨大な嵐の槍が俺達を貫き、激しい雷撃と暴風にさらされる。

「ぐぅぅぅぅ!!!!」

　リットの精霊魔法では、アレスの魔法のすべてを相殺することはできなかったが、意識を失わない程度にまでその威力を減じることはできた。

　俺の後ろでリットが弾はじき飛ばされ、床を転がる音がした。立ち上がってくる気配はない。

　リットは自分の防御はせず、すべての力を俺の身を守るために使ったのだ。

　振り返りたくなる衝動を、俺は歯を食いしばってこらえる。振り返ればそれだけ時間が無駄になる。リットが命をかけた想おもいを無にする行為だ。

　それはアレスの魔法よりずっとずっと辛い痛みだった。

　もうアレスは目の前だ。あと３歩。それで俺の剣の間合いに入る！　魔法を使う余裕は与えない！
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（と思っているのだろうが……）

　賢者アレスは心の中で今度こそ勝利を確信した。

（ギデオン、お前がいなくなったあと、私はより強力なスキルを得た。賢者だけが可能な両手を使った秘術と法術の〝連続発動〟、すでに即死法術〝ライフデス〟の発動準備は整っている。リットの精霊魔法もなく、加護による即死耐性も持たないお前じゃ、私の即死魔法は絶対に防げない！　お前の忌々しい頭脳でも知らないスキルは対応できまい！　私の勝利だ！　今度こそ死ね！）

　ティセの放ったナイフが刺さったままの左手で、賢者アレスは魔法を発動しようとする。

　だが、その時、アレスの左手の人差し指がアレスの意志を離れて勝手に動いた。

　左手の印が崩れ、魔法の発動は失敗する。

「な[image: ]？」

　アレスが振り返ると、血の海に沈んだティセが、アレスが得るはずだった勝利の笑みを浮かべていた。

「私の友達を舐なめるな」

　アレスの人差し指に結ばれていたうげうげさんの糸、その糸をティセが引っ張っている。ティセはアレスが連続魔法のスキルを使えることを知っていた。床に倒れ伏しながら、その瞬間を狙っていたのだ。

　うげうげさんはただの蜘蛛じゃない。ティセと共に成長してきた蜘蛛だ。

　その加護は『闘士ウオーリアー』。身体能力を強化するだけの最下級の加護ではあるが、踏み潰された程度では死なない能力を持っている。

　うげうげさんは無策で飛び出したわけではなかった。踏み潰されるのに耐えながら、アレスの指に糸をかけたのだ。

「だ、だが、それなら私が気が付かないはずがない！」

　それでも普通なら、能力で劣るうげうげさんの行動をアレスは察知できたはずだ。

「へ、へへ」

　床に倒れたゴドウィンが力なく笑った。

「……く、蜘蛛なんかのために命賭けるたぁ……俺も落ちぶれたもんだ」

　ゴドウィンが投げた雷石、発煙棒、そして命をかけた抵抗。それらはすべてうげうげさんの行動から目をそらせるため。

「く、お、おおおおお!!!!」

　レッドが迫る。アレスは必死に魔法を使おうとした。

　２人と１匹が命をかけて稼いだのはテオドラの30秒にも満たない、わずか一瞬、それもわずか指１本の自由を奪うだけの妨害。

　だがこの１秒を２人と１匹は信じた。それだけあればレッドは勝てると。
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　俺のサンダーウェイカーが魔法を使おうとしたアレスの右手を切り飛ばす。

「う、うあああああ[image: ]」

　アレスの悲鳴も構わず、続けて左手も切り飛ばす。

「魔法の発動には手で印を組むことが不可欠だ！　これでもう魔法は使えない！」

「あ、あああ、あああああああ[image: ][image: ]」

　アレスは両手を失った。『賢者』であるアレスにとって、それは自分のすべてを奪われたのに等しいだろう。魔法を失ったのだ。

「アレス、もう終わりだ」

　俺はアレスに向けて最後の一撃を加えるべく、剣を振り上げる。サンダーウェイカーは部屋の照明を反射し光り輝いた。

「た、助けてくれ！　シサンダン！　殺される！　テオドラ！　私の手を戻してくれ！　誰か、誰か助けて！　助けてくれ!!」

　アレスは床にへたり込み、もがきながら助けを求めた。だがアレスの声に応える者はいない。

「な、なぜだ、なぜお前ばかり、私の方が強いのに、私の方が賢いのに、なんでお前ばかりに寄ってたかって!!」

「分からないのか」

　アレスは俺を見た。絶望に満ちた目で。

「た、助けてくれ、わ、私はただ、『賢者』であろうとしただけなんだ、ギデオン、私は……私はただ……」

「ダメだ」

　俺は、すべての力を込めて、サンダーウェイカーを、かつての仲間に振り下ろした。

　剣はアレスの肩口から脇を走り、アレスの身体を完全に両断する。

　アレスの口から血が溢あふれた。

[image: ]

「ゆ、夢、私の、夢が……」

　アレスは赤く染まった口からゴボゴボと言葉を呟き、なにかを摑むように血の流れる両腕を天井に向けて掲げている。

　その様子を、リット、ティセ、うげうげさん、ゴドウィン、そして俺、全員が見ている。

　最後に「がふっ」と血の混じった咳せきをすると。

「……父さん」

　子供のような無む垢くの声でそうつぶやき、それっきり賢者アレスは二度と動かなかった。

　賢者アレスは死んだのだ。
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　力を使い果たしたダナンの身体がふらりと揺れた。

　昇降装置の外にいたアルベールは慌ててダナンを支える。

「大丈夫ですか？」

　アルベールが差し出した、最後のエクストラキュアポーションを受け取ると、ダナンは一気に中身を呷あおった。

　開いた傷がまた塞がるが、血色は戻らない。

　また内出血で黒く変色してしまっている部分も多く残っていた。

　治癒の魔法も届かないほどの大おお怪け我がをダナンは身体からだ中じゆうに負っている。

「ちっと疲れただけだ」

「普通ならとっくに死んでいますよ。それにキュアポーションでも流した血は戻らないんですから」

「血くらい肉でも食ってりゃ増えるだろ」

　そういいながら懐から干し肉を取り出し食べようとするダナンを、アルベールは必死に止めた。

「内臓もボロボロなんですからダメですって！　そんなことよりも昇降機が来ましたから、俺達も上に行きましょう」

　中央の昇降機は壊れてしまっているが、左右の昇降機は無事だ。

　ダナンがレッド達を救おうとしていた間に、アルベールが制御盤を四苦八苦しながら操作し、なんとか呼び出したのだった。

「ちぇ、普通ならこんな縦穴、走って上るんだが」

「魔法もなしにですか……」

　アルベールとダナンは昇降機に乗り込んだ。

「しかしテオドラも分からんやつだな。本人はアレスとシサンダンにつきながら、お前に俺を助けさせるなんて。行動がメチャクチャじゃねぇか。初めはまだ息があった俺を助けるためにハッタリかましてるのかと思ったが、違うみたいだしよ」

　テオドラは倒れたダナンの安否を確認すると、あの棺の部屋でシサンダン、アレスと協力することを約束した。テオドラの思わぬ行動にアレスは驚きながらも理解者が現れたと喜び、テオドラの言うがままにホールへと移動した。

　その間、テオドラの隠匿の魔法で潜んでいたアルベールが、全員が部屋を出た後でダナンにキュアポーションを飲ませ、応急手当てをしたのだ。

「そうですね……多分、テオドラさんも分からなかったんだと思います。分からないから矛盾する行動を取ったんだと」

「分からん！」

　ダナンは顔をしかめて言った。その顔には強い不満があらわれていた。

「もしテオドラが勇者様と敵対したのなら、もうテオドラは生きてはいないぞ」

「そうでしょうか？　テオドラさんも強いですよ」

「そうだ、俺もテオドラもアレスも、それぞれ１人で数千人規模のソルジャーデーモンを倒せるほどに強い。だが勇者様は別格なんだ」

「……そんなに？」

「戦ったのならテオドラに勝ち目はない。俺達３人にヤランドララ、ティセ、レッドを合わせても同じだ」

　アルベールの顔に不安が表れた。ダナンが不機嫌な理由は、ダナンはテオドラが死んだと思っているからなのだ。

「すまんな、俺がもうちっと身体が動けばすぐに上に連れて行ってやるんだが」

　アルベールの様子を見て、ダナンはそうぽつりと呟つぶやいた。
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　ガシャンと金属音がした。

　鎧よろいを着たルーティは、受け身を取ることもせず床に叩きつけられた。

「…………」

　呆ぼう然ぜんと天井の穴を見上げるルーティに対し、シサンダンはひらりと着地した。

　対照的な両者。シサンダンは４振りの神・降ごう魔まの聖剣を構える。

「さて、気分はどうかな勇者よ」

「なんで？　私はただ、お兄ちゃんと平和に暮らしたいだけなのに」

「ふむ、まだ自我があるのか」

　ルーティはシサンダンを見ていない。

　勇者であるのならば、アスラデーモンであるシサンダンに向かってくるはずだ。

「やはりお前は危険だな勇者ルーティよ。アスラの名において、貴様はここで討たねばなるまい」

　シサンダンは剣を持った手に力を込める。

　神・降魔の聖剣が輝きを増し、強大な力がシサンダンに流れ込んだ。

「貴様は強い。だが神・降魔の聖剣は貴様のような存在を討つために作られた聖剣。そしてそれを持つのがアスラならば、貴様を討てぬ道理はない！」

　相手は武器を失った少女。にもかかわらず、シサンダンの表情に余裕はない。

　シサンダンが跳んだ。

　４振りの聖剣がルーティを襲うが、ルーティはゆっくりと立ち上がりながら、折れた聖剣でシサンダンの攻撃をことごとく受け流す。

「おおお!!!!」

　シサンダンが吠ほえた。神・降魔の聖剣の輝きはさらに増し、ついにルーティの左腕を捉える。斬られたルーティは傷つき、よろよろと後ずさった。

「……私が普通に生きるのはそんなに悪いことなの？」

「皮肉なものだな。このような事態を防ぐための加護が、逆に加護の衝動に耐えうるほどの精神を作り上げるとは。そうだ、お前は勇者として生きなければならない。世界がそれを望んでいる」

「世界？」

「とはいえ、我々アスラも貴様の境遇には責任があるがな。悪いことをしたとは思っている。だがまぁ、我らが憤怒の魔王を滅ぼし今上の魔王とならずとも、勇者が平穏に暮らすことは神も人も許さんだろうよ」

　ルーティにはシサンダンが何を言っているのかよく分からない。

　カランと乾いた音がした。

　ルーティが折れた剣を捨てた音だ。

「私は一度だって勇者になりたいなんて言ったことはない。こんな力いらない」

「よせ、剣を拾え」

　左手をだらりと下げたルーティの周りの大気が怯おびえたように震えた。

　シサンダンは自分の持つ剣の一本をルーティの目の前に投げる。

「拾え。勇者ルーティ」

　だがルーティは剣に、勇者が持つべき神・降魔の聖剣に目もくれない。

「この胸を焦がす感情、あなたの言葉のおかげで思い出したわ。憤怒……怒りね」

　シサンダンは覚悟を決めた。３本の聖剣を構え、ルーティを迎え撃つ。間合いに入ったら首を落とすつもりだ。

（この力、〝悪魔の加護〟がきっかけとはいえ、ここまではっきりと発現するとは。アスラとして、そしてこの剣を持つ者の責務として、ここで斬らねば）

　ルーティはレッドからバハムート騎士団流の剣術を学び、それを基本とし実戦の中で独自の勇者流とも言える剣術を編み出した。

　だが今のルーティはそうした武の理ことわりはすべて忘れた。ただ自分の胸の中にうずまく凶暴な感情を吐き出したかった。ルーティはゆっくりと右手を引いた。

　何も考えない。ただ、

「私の、お兄ちゃんとの、日常を、返せ」

　ルーティはなぜここまで怒り狂っているのか、自分の感情の本質を言葉にした。

　認めてしまえばあとは爆発させるだけだ。

　シサンダンの視界からルーティの姿が消えた。

（速いッ!?）

　シサンダンはすぐさま防御の姿勢を取る。

（だがどれほど速くとも、相手はただの拳。剣で受け、そして切り返す。それで勝ちだ！）

　真っ直ぐ突っ込んできたルーティの前に、シサンダンは剣を交差して防御の構えを取った。

「くぅああああああああああああ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　勇者ルーティは初めて戦いの咆ほう哮こうをあげた。

　常に冷静だった勇者としての姿はそこにはない。ルーティは今、勇者ではなくルーティとして戦っていた。

「……馬鹿な」

　決着は一撃でついた。

　シサンダンの腕から力が抜け、手にしていた剣が床に落ちた。

　初代勇者が神から与えられた聖剣は、３振りともすべて粉々に砕かれていた。

「ゴフッ……」

　シサンダンの口から鮮血が溢れる。シサンダンは震える手で口を押さえた。

（これは、致命傷だな）

　本来であれば傷口を押さえるべきなのだろうが……腹に空いた大穴は、６本の腕を以てしても押さえることはできなかった。

（だが、勇者は神・降魔の聖剣に触れた……これで最低限の目標は達成したはずだ）

　満足げな笑みを浮かべシサンダンは倒れた。倒れたアスラはピクリとも動かない。

　誰の目にも死んでいることは明らかだった。
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「これで大丈夫だ」

　倒れているテオドラの傷口に食い込んだ鎧の破片を取り除き、キュアポーションを飲ませると、彼女の状態は安定した。

「なんで助けたんだよ」

　ゴドウィンが不満そうに言う。

「テオドラは仲間だからな」

「は？　こいつお前を間接的にだが殺そうとしたんだぞ」

「そうだな。でも仲間だ」

「俺ぁ、悪党だと自覚してないやつも嫌いだけどな、そういう聖人面したのも嫌いだ」

　怒っているゴドウィンを見て、俺は苦笑した。

「違う、そんなものじゃない。テオドラがやったことは敵対行為だよ。だけどな」

　俺は自分の手を見た。まだ震えている。

「敵だろうが一緒に旅した仲間を殺した後の気持ちなんて、妹には味わわせたくないんだ」

　アレスは敵だ。斬ったことに後悔はない。

　だが、そう割り切れないのが人の感情というものだ。

「そういうことならいいけどよ……」

　ゴドウィンはバツの悪そうな顔をして、それ以上は何も言わなかった。

「そんなことより次はルーティを助けに行かないと」

　全員、キュアポーションを飲み、ポーションを飲めないうげうげさんはリットの精霊魔法で治療したが、はっきり言えばボロボロだ。

「レッドさん、行くんですか？」

「もちろんだ」

「ならば私も行きます」

　ティセがそう言って立ち上がった。うげうげさんは今はリットの手の中で身体を休めていたが、ティセが立ち上がると、自分も一緒に行こうとするかのように腕を上げた。

「大丈夫、うげうげさんは治療に専念して」

「ごめん、私がもっと魔法に集中できればいいんだけど」

「リットさんはその怪我けがで十分やってくれています。ありがとう」

　怪我の度合いはリットが一番酷ひどいかもしれない。アレスが放った全力の魔法が直撃したリットは、まだ全身のいたる所に痛々しい火傷やけどや傷が残っている。

　怪我した足の傷も塞がっておらず、座る姿も不自然な姿勢だった。

「シサンダンを倒せば終わりだ、ダナンと合流して帰ろう」

　俺はそうリットに言って安心させるように笑った。

　その時、穴から叫び声が聞こえた。続けて激しい衝撃音。

「ルーティ!?」

　今の声はルーティの声！

　でも、ルーティが戦いで叫び声をあげるなんて!?

　俺はサンダーウェイカーを右手に穴へ飛び込もうとする。

　だが、穴からひらりと舞うように影が飛び出してきて俺の行く手を遮った。

「ルーティ！　無事だったのか」

　影はルーティだった。ルーティは表情を見せず、シサンダンが持っていた降魔の聖剣を右手にだらりと下げたまま、ぼんやりと佇たたずんでいる。

「ルーティ？　大丈夫か？」

　ルーティの様子がおかしい。俺は心配してルーティのそばに行こうとした。

「え？」

　その時、俺の肩をティセが強く引っ張った。

　そして俺とルーティの間に自分の身体を割り込ませる。

　血の香りがした。

「ティセ[image: ]」

　ぴちゃんと音がする。降魔の聖剣から血が滴っている。

　ティセの身体がくずおれる。俺はティセの体を左手で受け止めた。

　少女の服がみるみるうちに赤く染まっていった。

「だめ、ですよルーティ様、この人は、あなたの大切な人なんですから……傷つけちゃ、だめで……す……」

　ティセを斬ったのはルーティだった。

　ルーティは透明な表情のまま、俺達を見つめている。

「さ、殺さつ戮りく衝動だ！」

　ゴドウィンが叫んだ。悪魔の加護の副作用。ゾルタンで起こった事件の記憶がまだ新しい。それがルーティにも起こったのか!?

　キィィィンと剣を打ち合った音がホールに響いた。

「リット！　ゴドウィン！　ティセを頼む!!」

　ティセを床に下ろし、俺は両腕に力を込め、鍔つば迫り合いでルーティを押さえ込む。その間にゴドウィンが素早くティセの身体をつかむと、後方へと下がっていった。

「グッ!?」

　俺の意識が後方に移った瞬間、ルーティの蹴りが俺の腹を貫いた。

　激しい衝撃に俺の身体が悲鳴をあげる。

　続けてルーティが剣での一撃を加え、俺はサンダーウェイカーでそれを受けた。

　ガギッという嫌な音がした。

　俺は数歩分後方に飛び下がり間合いを取る。

　そしてサンダーウェイカーを見た。

「……いままでありがとう」

　サンダーウェイカーの刀身には無数のヒビが走り、ルーティの一撃を受けたところは刀身が半分ほど砕けてしまっている。

　多分、サンダーウェイカーはもう二度と戦えない。

　だが、もしサンダーウェイカーが折れていたら、俺は斬られていただろう。

　最期までこの剣は名剣だった。

　俺はサンダーウェイカーをそっと地面に置き、腰に佩はいた〝銅の剣〟の柄に手を置く。

　抜刀の構えのまま、俺はルーティに正面から相対した。

「む、無む茶ちやだ！　そんなチンケな武器で戦うのかよ！」

　後ろからゴドウィンの声が聞こえる。

　確かに銅の剣はサンダーウェイカーとは比べることもできない安物だ。

　ルーティはゆっくりと剣を振り上げた。

　俺は精神を研ぎ澄ます。勝負は一瞬だ。

　銅の剣は弱く、切れ味は鈍い。これは銅の剣が鋼の剣に比べて柔らかいことを意味している。柔らかいというのは鋼のような強さはないということかもしれない。だが！

　ルーティの一撃に合わせ、俺は銅の剣の柄ではなく、十字形の鍔つばに指を引っ掛け、刀身を摑むよう抜刀した。

　バハムート騎士団流十じゆう字じ鍔つば返がえし。

　これは加護による武技ではない。剣術だ。

　刀身を持って抜刀し、十字になっている鍔と柄の部分で相手の剣を受けるという守りの技。

　刀身、鍔、柄まで一体の鋼鉄となっているバハムート騎士団のロングソードや今俺が持っている銅の剣のような武器で用いる技だ。

　本来なら篭こ手てをはめて使うが、銅の剣の鈍い切れ味なら、素手で使っても指を落とすようなことはない。

　ルーティの一撃が銅の剣に打ち込まれた。

　名剣をも砕く降ごう魔まの聖剣だ。銅の剣では受け止められるわけもない。

　だがあまりに硬度に差があるため、銅の剣は砕けず、鍔の部分から刀身へとバターのように切り裂かれていく。

「!!」

　その刹那、俺は銅の剣を持つ指に力を込め、捻ひねった。

　聖剣は、切り裂いていた銅の剣に挟まれている。銅の剣を捻れば、当然、聖剣には回転方向の力が加わる。聖剣はルーティの手からもぎ取られた。

　カランと音がして、銅の剣と共に、聖剣は床に落ちる。

　木製の盾に相手の剣を食い込ませ、奪い取る技に似ているが、それを剣でやるのは俺も初めてだ。

　上手うまくいってよかった！

　しかし、俺も武器を失っている。そしてルーティには魔法もあり、なにより徒手空拳のルーティにすら絶対に勝てないほどの実力差がある。

「…………」

　ルーティの動きが止まった。俺に対し必殺の拳を振るう気配はない。

「悪魔の加護について、事前に錬金術師であるゴドウィンから話を聞けてよかった」

　俺はそう呟つぶやいた。

　悪魔の加護の殺戮衝動は、デーモンの加護からもたらされる。

　そして、今の悪魔の加護には、デーモンの加護はない。生じる加護は、ルーティの内側から生み出されたものだ。

　だったら殺戮衝動なんてあるはずがない。ルーティが望んで人を殺すなんてありえないからだ。他の誰でもない、ルーティの兄である俺が断言する。

　であれば今ルーティを支配している殺戮衝動がどこから来たのか、理由は消去法でただ１つしかない。

「残ったもう１つの加護。つまり『勇者』の加護」

　ルーティが自分の人生を歩むことへ、加護からの最後の抵抗。

　おそらくはあのシサンダンの剣によって引き起こされたのだろう。勇者を辞めさせようとしている俺達を全滅させるつもりだったのだ。

　ぽたりと雫しずくが溢れる音がした。

　俺はルーティへと近づいた。そして、その肩をそっと抱き寄せる。

「く、う、うああああああああ[image: ]」

　親友であるティセを斬り、俺を殺すために剣を振るわされたことが、どれほどルーティの心を傷つけたのだろうか。

　ルーティは俺の腕の中で、怒りと悲しさと悔しさと安あん堵どと……たくさんの感情の入り混じった声を上げながら、顔を歪めて泣いていた。
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　カタンと昇降機のレールをブレーキが嚙かむ音が聞こえた。

「ん、やっぱりもう終わってたか」

　昇降機から出てきたのはダナンとアルベールだ。

　ん、なぜアルベールが？

「テオドラさん！」

　俺の疑問を他所に、アルベールは倒れているテオドラを見ると、血相を変えて駆け寄った。

「大丈夫だ。傷は深いが命に別状はない」

「……良かった」

　どうやらアルベールはテオドラと一緒だったらしいな。

　アレスの件も含めて一体何があったのか、あとでじっくり聞いてみたい。

　ダナンは泣いている勇者を見て驚いた様子だ。

「ダナン、さっきは助かった。ありがとな」

「礼はいらねえよ。それより遅くなって悪かった」

「詫わびもいらないな。シサンダンも……アレスも死んだ。決着はついたよ」

「そうか」

　俺とダナンはもう動かないアレスを見て、だが勝利の笑みを浮かべることはなかった。

「レッド！　ルーティ！　こっちにきて！」

　その時、リットの悲鳴に近い声がホールに響く。

「私の力じゃティセの傷に届かない！　早く！」

　俺の腕の中で泣いていたルーティは、ハッとした様子で涙を拭うこともせず、すぐにティセのところへ走った。

　もちろん、俺とダナンも走る。

「ティセ……！」

　ティセの顔は青白く、意識は無い。血で赤く染まった服が痛々しい。

「呼吸も脈も止まってるの！」

　リットの両目には涙さえ浮かんでいた。自分の魔法やポーションでは助けられないことを理解してしまっているのだ。

「任せて」

　ルーティは右手をかざし意識を集中する。

　勇者のスキル〝癒いやしの手〟は、瀕ひん死しの状態からでも人体を〝再生リジエネレート〟する。一般的な〝治癒キユア〟とは違う。

　スキルレベル１ですら上級法術と同等の規格外スキル。

　その上、スキルレベルによってさらに効果が跳ね上がっていく。リットの精霊魔法による治癒が届かない状態でもルーティならティセを治せるはず。

　だが、ルーティは手をかざしたまま、何も起こらなかった。

「なんで……加護に触れられない!!」

「加護に？　もしかすると、暴走の反動で一時的に加護が機能停止しているのか!?」

　ワイルドエルフから秘薬について話を聞いたときに、加護を操作する薬を多用すると、加護が眠ることがあると言われたのを思い出した。眠るとはおそらく力を一時的に失うという意味だろう。

　今回の状況とは違うが、おそらくルーティは一時的に『勇者』の力を失っているのだ。

「なんで、なんでよ……今までずっと私の事振り回してきて、望んでいない戦いに連れ出して、ティセを傷つけたのは『あなた』でしょ……それがなんで私が力を貸して欲しい時だけ黙っているのよ!!」

　ルーティが叫んだ。だがどれだけルーティが『勇者』の力を求めようとも、涙を流して懇願しようとも、加護は応えない。

「ルーティ……」

　俺達の目の前で、為なす術もなくティセの命が失われていく。

　うげうげさんは首を傾かしげると、ティセを揺り起こすように何度もティセの手を両腕で叩たたいた。だが、ティセがうげうげさんを見て、いつものように微笑ほほえむことはない。

「お、おい、お前ら英雄だろ？　なんとかできないのかよ！」

　俺達の様子を見て、ゴドウィンが叫ぶ。だが、ダナンも俺も、今のティセを救える力はない。

「嫌だよ、やっと、やっと友達ができたと思ったのに、それを私が、私がこの手で!!!!」

　ティセの身体を抱きかかえ、ルーティが泣いている。それなのに俺にはどうすることもできないのか。

　俺が、『導き手』ではなく、魔法を使える加護を持っていれば……！

「私が治そう」

　後ろから声がした。

　アルベールに支えられたテオドラだ。

「テオドラ……」

「仲間を治すのが私の役割だ」

　俺とダナンは横に動き、テオドラのための道を作る。

「し、信用していいのか？」

　ゴドウィンが不安そうに言った。

　ゴドウィンからしたら、いきなり現れて、俺とリットを殺す寸前まで追い詰めた敵だから当たり前だろう。

「ああ、大丈夫だ」

　だが俺はそう断言した。

「ギデオン、信用してくれてありがとう」

　テオドラは弱々しく笑うと、アルベールの手を借りながら、ティセとルーティのそばに座った。

「リジェネレート」

　テオドラが上級法術を発動すると、ティセの身体が温かい光に包まれる。

　痛々しい傷口がみるみるうちに塞がり、青白い顔に血色が戻ってきた。

　そして、

「脈が戻った……！」

　ティセの腕を取っていたリットが涙を浮かべたまま、表情を輝かせて叫んだ。

「呼吸も」

　ティセの顔のそばに頰ほおを近づけていたルーティがかすれた声で言う。

　ティセは助かったのだ！

「これでいい」

　法術の発動を終えたテオドラは、震える唇で深い息を吐き出すと、脱力してアルベールに体重を預けた。

「すまんなアルベール。英雄にあるまじき、情けない姿を見せてしまって」

「そんなことよりあなた自身の治療を！　ダナンさんに全部使ってしまって、もうキュアポーションが残っていないんです！」

[image: ]

　だが、テオドラは自分の傷を治そうともせず、弱々しい目でルーティを見ていた。

「許してくれとは言わない。今でもああするしかなかったと思っている」

「……それはお兄ちゃんを殺してでも？」

「この世界を救うためだ。あなたは勇者を続けるつもりはもうないのだろう」

「…………」

「当たり前のことだ。あなたは私達の中でただ１人、望まぬ戦いを強いられていたのだから。あなたが旅を止めたとして、誰がそれを咎とがめる権利がある」

「テオドラがそんなことを言うなんて思わなかった」

　テオドラの言葉には力がない。

　ああするしかなかったと言いながら、テオドラの表情は後悔しているようにしか見えなかった。

「ギデオンが抜けたあと、なぜあなたはギデオンを追いかけなかったのか、考えた」

「…………」

「勇者の旅に関係ないから？　正確には違う。ギデオンがいなくなったことで、私達のパーティーはバラバラになっていた。遠からずパーティーは解散していただろう。そのことはあなただって分かっていたのだろう？」

「ええ」

「ならば、旅に支障が出るという理由でギデオンを追いかけることができたはず。しかしできなかった……それはなぜかをしばらく考えていた」

　テオドラは自嘲的な笑みを浮かべている。

「もはやアレスもダナンも私も、そしてギデオンも、誰一人として『勇者』には必要なかったのだ。私達がパーティーを解散しようが、『勇者』は何も食べず、何も飲まず、眠らず、疲れず、ただ先へ進み続けることができる。我々の旅に合わせることすら『勇者』の加護の慈悲だった。そうだろう？」

「……ええ」

　ルーティは小声で、だが確かに頷いた。

　そうだったのか。俺は勇者のパーティーの足手まといになっていたと思っていたが……もうすでにルーティからしたら全員が同じように足手まといにしかなっていなかったのか……。

「旅を続けていたら『勇者』は、たった１人で休むことなく進み続ける時がきていただろう。そんな旅を誰が望む。暗黒大陸の冷たい荒野を、伴う仲間も無く進む日々に絶望しない者などいない。だが『勇者』は恐れないし絶望もしない……鈍い私にもようやく気がつけたよ、『勇者』とは、なんと孤独で残酷な宿命なのかと」

「だったらなぜ」

「だからこそだ。あなたは絶対に『勇者』の旅を続けない。当たり前だ、こんな旅を強いる世界をなぜ守らなくてはならない。そう考えて当然……だがそれでも、世界を救えるのは『勇者』しかいない、そう思ったからだ。１人の少女を犠牲にしてでも、その愛する者をこの手にかけてでも、この世界を守るべきだと。だからこそデミス様は『勇者』の加護をお作りになり、私に『クルセイダー』の加護を与えてくださったのだ。それが、聖職者としての私の結論だ。あなたの意志を殺してでも、私はあなたに『勇者』として生きてもらおうとした」

「テオドラ、でも私は」

「私が間違っていたのかは世界と神が決めてくださるだろう。私は敗れた、だからもういい。もう私があなたに強要することは何もない。どうか自由に、そして幸せに生きて欲しい」

　そう言いながらテオドラは目をつぶった。

「ありがとう、もう大丈夫だ、斬ってくれ。私はあなたを裏切った。あなたの大切な人、そして私にとっても大切な友人の命を奪おうとした。人として許されることではない」

　ルーティの腕の中で、かすかにティセが身じろいだ。生きている証拠だ。

　テオドラの口元が微笑んだ。

「最後にあなたの友人を救えて良かった……私はずっと足手まといだったが、最後に少しはお役に立てただろうか」

　ルーティはじっと黙ったままだ。

「待ってください！」

　その時、アルベールが叫ぶ。

「お、俺みたいな凡人が口を出していいことじゃないのかもしれませんが！　お願いです、どうかテオドラさんのことを許して下さい！」

「アルベール……」

　プライドの高かったアルベールが、他人のために頭を下げている。

　正直意外な光景だった。

「俺はずっと英雄になりたかった。自分の選択が世界の運命を決めるような英雄に。あなた達に憧れていたんです。でも、世界の運命を決めるような選択が、こんなに残酷なものだとは思わなかった」

　アルベールは頭を下げたまま言葉を続ける。

「テオドラさんもどうすればいいか分からなかった。ずっと苦しんでいました。デーモンの仲間になったかと思えば、ダナンさんを助けたり、行動も矛盾してて……ただそれはデミス神様の教えと、勇者の友人としての間で苦しんで、悩んだすえの行動だったんです……間違ったのかもしれません、愚かだと思われるかもしれません。ただテオドラさんは英雄でした。どんな形であれ自分の信じる方法で世界のために戦ったんです。だからどうか、命だけは許してください……！」

　アルベールは必死な表情でルーティに懇願した。多分、それは誰よりも英雄になりたかった、英雄ではないアルベールだから言える言葉だった。

　ルーティは、何も言えずじっとアルベールを見つめていた。

　その時、ルーティの腕の中のティセが目を開けた。

「ルーティ様……無事だったのですね」

「ティセ!?　気がついた？」

　ティセはまだ本調子ではないようだが、血色はよく、しばらく休めばまた動けるだろう。

　ティセが目を開けたのを見て、うげうげさんが嬉しそうにティセの肩へと飛び上がる。

　肩の上で踊るうげうげさんを見て、ティセはニコリと笑った。

「はい、ご心配をおかけしました、すみません」

「私があなたを心配することの何がいけないの、お願い謝らないで……無事で良かった、傷つけてごめんなさい」

　ルーティはティセの身体を優しく抱きしめ、その無事を喜んでいる。

　もちろん、俺も本当に嬉うれしい。リットも俺の手を取って笑っている。

「……大丈夫」

　ルーティは表情を和らげ、アルベールとテオドラに微笑ほほえんだ。

「お兄ちゃんとリットを傷つけようとしたのは許せないけれど、テオドラのおかげでティセは助かった。だから私はもういい」

　そう言って、ルーティはリットと俺を見る。

「私にとっても、ティセは大切な友達なの。それに私の傷はシサンダンとアレスのやつにやられた分だけだもん」

「俺にとってもだよ。それにティセは俺を庇って怪我けがをしたんだ、本当に無事でよかった」

　俺達の言葉にルーティはこくりと頷いた。

「誰もあなたを恨んでいない。だから私があなたに危害を加えることはない……でも」

　ルーティはうつむき、申し訳なさそうに、だがはっきりと意志をこめて続けた。

「私はルーティとして生きる」

「そうか」

　ルーティは少しの間、口を閉ざした。

　自分の考えを言葉にするために整理しているようだ。

　考えがまとまったのかルーティは真っ直すぐにテオドラの目を見て言葉を続ける。

「そもそも私は勇者であったことなんて一度もなかった。もし勇者がいるのだとしたら、それは世界のために戦い傷ついてきたあなたの方がよっぽど相応ふさわしい」

　テオドラはルーティの言葉に驚いていた。

「私が？　そんな馬鹿な……」

「あなたは世界のために戦ってきた。今もこうして傷つき、苦悩している。その意志こそが勇者の証なのだと私は思う」

　そう言って、ルーティは折れた降ごう魔まの聖剣をテオドラに渡した。

　テオドラは降魔の聖剣をじっと眺めながら、ルーティの言葉の意味を頭の中で何度も繰り返して理解しようとしているようだ。

「テオドラ」

　俺は戸惑っているテオドラに声をかけた。

「真の勇者というものは、きっと孤独なんかじゃないと思う」

「真の勇者だと？」

「たまたま加護が『勇者』だったわけじゃない、自分の意志で世界を救おうという勇者だ。きっと『勇者』ほどは強くないだろう。でもその周りには同じように世界を救おうとする勇者がたくさんいるはずだ。そうして集めた希望を束ね、みんなで魔王に勝利する。加護に関係なく、世界のために戦おうという意志を持ち行動する者こそが勇者なのだと思うんだ」

　俺とルーティの言葉を聞いて、テオドラはしばらく考え込んでいた。

　テオドラの表情が次第に和らいでいく。

　テオドラは自分の傷口に手を当てると、魔法で傷を塞いだ。

「ギデオン、いやレッド」

「なんだ？」

「私も導き手になれるだろうか？」

「俺は固有スキルを持たない。だからテオドラがなろうと思うんならきっとなれるさ」

「そうか……レッドの言うとおり勇者達を探し導くほうが、神の法のために仲間に刃を向けるよりはよっぽど楽しそうだな」

　テオドラは折れた降魔の聖剣に目を落とし、その刀身に映る自分の顔を見つめていた。

　そこには穏やかな表情をした女性の顔が映っていた。

　こうして、古代エルフの遺跡での戦いは幕を閉じた。

　今日１日は全員身体を休め、翌日の朝、俺達はゾルタンへと戻ることにしたのだった。







[image: 第六章　ハッピーエンドのその後]




　古代エルフの遺跡での戦いを終え、ゾルタンに戻ってきた翌日の朝。

「ふわぁぁぁ」

　俺は欠伸あくびをしながら気合いの抜けた表情で店の外を掃き掃除していた。

「アレスのやつ、店をあんなにしやがって」

　遺跡から帰ってきた俺とリットが見たのはメチャクチャに荒らされた、愛する我が店だ。

　俺も憤慨したが、リットの怒りは凄すさまじかった。

　だが当のアレスは俺が斬ってしまった後だ。

　リットは怒りを活力に変換して、戦いから帰ってきたばかりだというのにゾルタン中を走り回って店の修理の手配を行った。

「私がお金だすから最速で修理させる」

　有無を言わせぬリットの表情に、俺は黙って頷うなずくしかなかった。

　手配は終えたが修理は今日からだ。お店は今日も休業。

　すぐに職人達が来るので、俺はこうして外の掃除を行っているのだった。

「あ、雪だ」

　視界の端を白い雪が舞う。

　まばらな雪は風に吹かれてフワフワと中々地面に降りず空に浮かんでいた。

　積もることはないだろうが、南の雪はこれはこれで風情があるような気がする。

「お兄ちゃん」

　後ろから声がした。

　振り返ると、雪のように白いワンピースと、その服によく似合う白い帽子を被ったルーティがいた。

　ワンピースは下町で俺と一緒に買ったただの服だ。

　魔法の防具などではない。

　それにルーティの腰には剣がない。指輪、アミュレットなど身につけていた魔法の装備も、いまはすべて外している。

　どこにでもいる普通の少女がそこにいた。

　ただ。

「くしゅん」

「そりゃ寒いだろ」

　いくらゾルタンとはいえ、雪の降る日に上着も着ないでワンピースは寒いに決まってる。

「えへへ」

　くしゃみをしたルーティは、だが嬉しそうだ。

「寒さを感じたのなんて久しぶりだから嬉しくて」

「風邪引くぞ」

「私、風邪引いたことない。初めての風邪、楽しみ」

　俺は上着を脱ぐと、ルーティにかけてやる。

「ほら、男物で悪いが」

「……あったかい」

　ルーティは、普通の少女のようにそう呟つぶやいて、ニコリと笑みを浮かべた。

　ルーティから『勇者』の加護が失われたわけではない。『勇者』は今でもルーティの中にある。

　だが、ルーティに新しく生まれた無名の加護は、『シン』という名前に変わっていた。ルーティによると、正確には加護ではないらしい。

　加護に接触したときに感じるデミス神の存在を、『シン』に触れるときには感じないそうだ。

　つまりは神から与えられた〝加護〟ではないということ。聖方教会に知られたら大変なことになるだろう。

『シン』には衝動も存在しない。

　ということは、『シン』には役割がないようだ。

　それ以外の点では、基本的に『シン』は加護と同じだ。レベルがありスキルがある。成長させるためには、加護を持っている相手を倒せばいい。

『シン』のスキルは、特殊でレベルさえ上がれば自由に選べるというわけではなく、条件を満たさないと取れるようにならないらしい。

　ルーティが取ったスキルは〝支配者〟。触れた相手の加護のスキルを無効化したり強制的に発動させたりできるというとんでもないものだ。

　加護が戦闘能力の大半を占めるこの世界でこのスキルは反則だ。

　もはや伝説に謳うたわれる最上級のデーモンロード達であっても、ルーティには太刀打ちできないだろう。

　だがルーティにとって何よりの福音だったのは、この能力が自分にも発動できるという点だろう。

　今、ルーティは自分の『勇者』の加護を支配し、その完全耐性や衝動などをほとんど無効化していた。

「くしゅん」

「レッド、ルーティ、こんな寒い日にいつまで外に出ているの？」

　なかなか家に入らない俺達を心配してリットも外へ出てきた。

「ふわふわとしたきれいな雪ね。でも風邪引いちゃうわよ」

「そうだな。ルーティ、朝食食べていくだろ？　これから作るから中で待っててくれ」

「うん、お兄ちゃんのご飯楽しみ」

　俺達は家の中へと移動する。

　玄関をくぐる前に、ルーティとリットはもう一度後ろを振り返り、空を舞う白い雪を名残惜しそうに眺めていた。
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　戦いが終わった後、テオドラ、アルベールとはすぐに別れた。

　２人は魔王軍との前線を回ってみることにしたそうだ。

「お別れだな」

　テオドラはそう一言だけ別れの言葉を伝えると、二度と振り返らなかった。

　ルーティは旅で得た装備などを渡そうとしたようだが、「いつかあなたが望む戦いのために必要になるかもしれない」と受け取らなかった。

　テオドラがゾルタンにくることはもう無いだろう。

　ダナンはゾルタンの療養所で半年は治療に専念することになっている。随分無理をしたようで、さすがのダナンもしばらくは大人しくしなければならない。

　ゴドウィンは自由にした。ルーティにはもう悪魔の加護は必要ない。

　それに今回の戦いでは、ゴドウィンの活躍は勝利に不可欠だった。その活躍に報いたいとルーティはゴドウィンの罪に目をつぶることにした。

　勇者であった頃のルーティにはできない選択だっただろう。

　十分な路銀をルーティから受け取ったゴドウィンは、聖方教会の影響が薄い南の群ぐん島とう諸しよ王おう国こくを目指すらしい。

「群島諸王国でなら、悪魔の加護の件で教会を敵に回している俺でも暮らしていけるだろう。そうだな、そこで薬屋でもやろうか」

　俺を見て、ゴドウィンはそう言って笑った。
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「今日の朝食は、ベーコンと白豆のトマトスープ煮込みと、余ったトマトを使ったピザ、それにオレンジを絞ったフレッシュジュース」

「「いただきます！」」

　朝の食卓はいぜんよりも賑にぎやかになった。

「お兄ちゃんのご飯いつも美味おいしい」

　ルーティはニコニコと笑ってご飯を食べている。

　これまで勇者の加護によって抑えられていた喜びが解放されたかのように、ルーティは今を楽しんでいた。

「このあとはティセと？」

「うん」

　ルーティとティセは、今、北区の農場を１つ買い取り、そこで薬草などを育てようとしている。

　薬草は需要はあるが、要求される種類が豊富で面積当たりの収穫量も少ない。

　普通の農家は効率が悪いと手を出さないのだが、ルーティはあえて薬草を育ててみたいと挑戦している。

「農園を売ってくれそうな人を探すつもり、頑張る」

　ルーティがこんな表情を見せてくれる日がくるとは思わなかった。

　勇者としての人生を歩まされてきたルーティが、初めて自分のやってみたいことに挑戦している。

　兄として、俺は今のルーティの変化を心から喜んでいた。
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「ようレッド！」

　店に入ってきたのはゴンズだ。

「休みなのは知ってたんだが、タンタが風邪引いちまって」

「風邪薬だな。ちょっと待ってろ」

　俺はカウンターに集めた無事な薬から風邪薬を１週間分取り出し、袋に包んだ。

「妹さんのことは上手く行ったのか？」

「ああ、もう大丈夫だ」

　俺がそう言って袋を渡すと、ゴンズは安心したように笑った。

「そりゃ良かった。そのうち俺にもちゃんと紹介してくれよ」

　ゴンズには事情も説明せず心配をかけてしまった。

　ゾルタンに住む者らしく、俺達の過去を詮索することはないだろう。口は軽いが踏み込んではいけないことはわきまえているやつだ。

　それでも、妹のことはちゃんと紹介したい。勇者であることは伏せておくとしても、俺にはルーティという妹がいるということを下町の仲間たちにも知ってもらいたい。

「ああ、今度みんなで遊びに行こうか」

　ルーティだけではない。ティセもダナンも紹介したい。

　一緒に戦った戦友達だから。
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　午後。

　俺とルーティとティセ、ダナンは、ゾルタン中央区の教会にやってきていた。

「至高神デミスよ。今、あなたの御み下もとにあなたの忠実なる子が最初にして最後の巡礼に参ります。子が歩みし人生は『加護』に刻まれ、そしてその罪は『加護』と共に御み下もとへお返しいたします。もし子の『加護』が徳に満ちるのであれば、どうか涅ね槃はん界ニルヴァーナへ導き給たまえ。未いまだニルヴァーナへの門をくぐる資格を得られぬならば、どうか新たな『加護』を授かるその日まで、御身の忠実なる子、アレスの魂を安らかに眠らせ給え」

　司祭はそう言って棺に眠るアレスの顔に香油を垂らす。アヴァロン大陸では万国共通のスノウローズの香りが微かすかに広がった。

　良い匂いなのだが、葬儀で使われるためどうしてもスノウローズの香油には死者のイメージがある。教会では日常的に使用するため、どの教会でもスノウローズの花壇があることも、この花の香りのイメージが固定化する一因だろう。

　そういえばアヴァロン大陸の詩人は、人生の中でスノウローズの花の詩を必ず１つは作るという。俺は詩を吟じる才能はないが、やはり何か心に感じるものはあった。

　参列者は俺達４人と、神父とその手伝いが２人だけ。

　英雄の葬儀というにはあまりに寂しい門出かもしれない。

　だが、棺に横たわるアレスは文句を言うこともなく、静かに目をつぶっている。

　聖方教会の教義では、生前の罪は『加護』に記録されると言われている。そして、その罪は、デミス神に『加護』をお返しするときに、本人からは失われ、新たな『加護』を授かった来世では、また無む垢くな魂として転生できる。

　だがもしデミス神の教え、つまりは聖方教会の教義に従わない生き方をしていた場合、その『加護』をデミス神が受け取ることはなく、罪を背負った魂は、〝デーモン上帝オーバーロード〟のいる七層地獄界セブンヘルズの奴隷として永遠に苦しめられる……ということになっている。

　司祭は手にした鈴をしゃらんと鳴らした。

「では、レッドさん」

「はい」

　俺はしきたりに従い、アレスの棺の中に薪まきを１つ入れる。同じようにルーティ、ティセ、ダナンが薪を１つずつ入れた。

　神父は最後にもう一度祈りを捧ささげる。アレスがどれだけ忠実な信徒であったかということを、デミス神に伝えるためだ。

「これで葬儀は無事終了いたしました。ご存ぞん知じだとは思いますが、死後７日目に火葬致しますので、もしご希望ならばその日もう一度故人とお会いすることも出来ますが」

「……いや、結構です」

　少し迷ったが俺は断った。

　アレスはようやく戦いから解放されたのだ。ゆっくり眠らせてやりたい。

「分かりました」

　微笑を浮かべ、司祭はしゃらんと鈴を鳴らす。こうして『賢者』アレスの葬儀は、静かに終わったのだった。

　加護は生きとし生ける物すべてに宿る。

　だから、これでもうアレスは『賢者』に振り回されることはない。

　アレスに同情はしないが、それでも俺はアレスの来世が平穏であることを願っていた。
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　教会の外にでると、すでに太陽は赤くなり地平線に近かった。

「ふぅ」

　以前貸し服屋から礼服を借りたときは、店を建てた時のパーティーだった。

　今回は、仲間の葬儀。それがなんだか俺には不思議なことに感じられた。

「お兄ちゃん」

「どうした？」

「ごめん、お兄ちゃんばかりに背負わせて」

　俺はルーティの頭を撫なでた。

「心配してくれてありがと」

　アレスを斬ったことに後悔はない。後悔は無いが仲間を斬るなんて二度とやりたくないというのが、今でも俺の正直な気持ちだった。

「やっぱり、俺はこのゾルタンでのんびり暮らす方が性に合っているようだ」

　壊れた銅の剣もまだ買い直していない。今、俺の腰にはなんの武器もなかった。アレスの葬儀が終わるまで、どうしても買い直す気になれなかったのだ。

「俺もようやく変わったな」

　ゾルタンでスローライフを始めた頃は、戦いを避けてはいたが、常に武器が無いと落ち着かなかった。

　タンタが白眼病を患って、ゴンズが俺に助けを求めに来たときも、玄関を出た俺の腰には剣があった。

　鋼の剣ではなく銅の剣をずっと身につけていたのは、そうした未だ抜け切らない戦いの習慣へ、精一杯抵抗していたからだ。

「帰ろっか」

　ルーティが俺の腕を取って笑う。ルーティの腰にも剣はない。

　俺も笑みを返し、まるでどこにでもいる兄妹のように、ゾルタンの街を歩いていった。

　この戦いに満ちた世界で、武器を手に取らずに生きることは難しいだろう。俺も、明日には新しい銅の剣を買いに行く予定だ。

　だが、武器を『加護』に持たされるのではなく、大切な人を守る自分の意志で持ちたい。剣を振るうのも『加護』からスキルを使うのも、自分の意志でありたい。

　そんなことを、俺はルーティと歩きながら考えていた。
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　２日後、夜。

「ようやく片付いたか」

「そうね」

　俺とリットは、アレスによって荒らされた店をようやく片付け終えていた。

　アレスの葬儀の手配やダナンの入院の手続きの手伝いなどもあり、本当ならもっと時間がかかるくらいだったのだが、雇った職人達だけでなくルーティとティセや、ゴンズやタンタ、ミドやナオ、ニューマンにストームサンダーやオパララ、アルやアデミ、冒険者ギルドの知り合いや非番の衛兵達など、たくさんの人が手伝ってくれたおかげだ。

　そして、お礼も兼ねた宴会が終わり、そこでルーティは俺の妹だと紹介して、驚かれたり歓迎されたりと楽しい時間を過ごした。

　実は今片付けていたのは宴会の時のもので、アレスが荒らした分については昼過ぎくらいには終わっていたりする。

「はぁ」

　リットがため息をついた。荒らされた店をみてからずっとこの調子だ。

「アレスが生きていたらボコボコに仕返ししてやるのに」

　リットはボソッとそう言ってシャドーボクシングを始める。

　俺はちょっと笑って、そんなリットのためにお茶を淹いれてきた。

「ほら、これでも飲んでから寝よう」

「うん」

　俺の言葉で素直に椅子に座ってお茶を飲むリット。

　ようやく少し落ち着いたようだ。

「……ベッド」

「ん？」

　手元のカップを眺めながらリットがつぶやくように言った。

「私達のベッドを破いていた」

「ああ……そうだな」

　ベッドのシーツの中に秘密の書状を隠すのは貴族の奥方がよくやる隠し場所だ。

　アレスは俺が何か目的を持ってルーティと連絡を取ったのだと思いこんでいた為ため、ありもしない手紙を探していたらしい。

　もちろん、仮に手紙のやりとりがあったとしても俺やリットがそんなところに手紙を隠す理由など無いのだが……それだけアレスは追い詰められていたということだろう。

「あれは私達のベッドなのよ……」

　リットは手元のカップに視線を落としながら言った。

　その声は少し震えている。

「リット……」

　リットは俺が思っている以上にショックを受けていた。

　一体どうして？

　俺はリットの隣へと移動する。

　リットは俺の肩にもたれかかると、いつものリットとは違う力のない声で話し始めた。

「私、夜眠る時にね、たまにすごく不安になることがあったの」

「不安？」

「明日の朝になったらレッドがここからいなくなってしまうんじゃないかって」

「何を馬鹿な」

「でも、ダナンは……あなたが優秀なことを分かってた。やっぱり私だけじゃなかったんだ、みんなあなたの力を必要としていた。あなたは『導き手』、あなたと共に居れば、きっと誰もがあなたの導きに助けられる」

「『導き手』はそんな大層な加護じゃないよ。最初から加護レベルが高い以外、なんの固有スキルもないし、衝動だってごく小さなものだ。魔法も武技だって使えない」

「ううん。加護の本来の意味ってそういうところじゃないと思う。スキルでも衝動でもない、一番大切なのは〝あなた自身〟よ」

　リットは俺の目をじっと見つめる。

「『導き手のレッド』だからすごいのよ。その加護と共に歩んだ人生によって作られた、レッドという人間をみんな頼りにするの」

「そうかな……」

『導き手』という加護の役割は、旅立つ『勇者』を守ること。そのための衝動は『勇者』を守らなければならないというものだが、衝動の強さは加護の強さに比例するため『導き手』の衝動は微弱なものだ。

　だから、俺は加護に振り回されている自覚はなかったし。ルーティ以外の人間を導くという役割はないはずだ。

　だが、リットの言う通りかもしれない。

　俺はルーティを導くという役割と力を与えられた。そのために努力もしてきた。

　その経験によって、ルーティ以外の人達の力にもなれる。

　考えれば当然のことだろう。

　しかし加護が人生の中心にあるこの世界で今のリットの言葉は珍しい考え方だ。

「私は……そんなレッドを分かってた。レッドはあの時ロガーヴィアで、意固地になって失敗し絶望していた私を導いてくれたから。でもどこかで、それを分かっているのは私だけって自惚うぬぼれがあったのかもしれない」

　俺を見つめるリットの目が揺れている。

「だからダナンがやってきて……故郷を破壊され魔王を倒すことに執念を持っていた彼が旅を止めてまであなたを探しに来たと聞いた時、みんなちゃんとあなたの力を理解していたんだって……嬉しくもあった、でも怖かった。私だけじゃなかったから。だったらレッドの隣にいるのは私じゃなくてもいいんじゃないかって。そう思ってしまったから」

「…………」

「レッドが私との生活を望んでくれてることも理解している、伝わっている。でも、それでも私は、レッドが誰かを導くためにいなくなることが怖い。ロガーヴィアで別れた時はいっぱい泣いて、それで耐えられたけど……今の私はあなたがいないことに耐えられそうにない」

　リットは俺の手を取り両手ですがるように握った。

「この家は、そしてあのベッドは私とレッドが帰る場所だったから。ゾルタンで一緒に暮らしてきた思い出だったから。だからそれがメチャクチャにされて、なんだかレッドが帰ってくる場所がなくなってしまったようで……」

「違う！」

　リットの言葉に我慢できなくなった俺の口から出た言葉は、自分でも驚くほど強い口調だった。

　驚いて固まっているリットを見て、しまったと後悔しながら、それでも俺は心にある感情を伝えずにはいられなかった。

「違うんだよリット」

「ち、違うって？」

　俺は椅子から立ち上がると、リットの前で両膝をついた。

　俺の方が身長が高いので、普通にリットと抱き合うと、俺の視線はリットより高くなる。

　しかし、こうして両膝をつけば椅子に座っているリットの顔は俺の視線より上になる。

「れ、レッド？」

　困惑しているリットの腰に、俺は何も言わず手を回した。

　そしてリットの胸に顔を埋めるようにぎゅっと抱きつく。

「俺がリットを必要としているんだ」

　リットは俺が誰かに求められればいなくなってしまうのではないかと心配しているようだが……違う。

　リットが俺を必要としてくれているように、俺にとってもリットが必要なのだ。

「この店もベッドも、俺にとって帰る場所となっているのは、そこにリットがいるからなんだ。俺にとって帰る場所は、リットなんだ。もしリットと出会わなければ、俺はゾルタンでのスローライフを捨ててダナンの誘いを受けていただろう。リットがいなければここは俺の帰る場所にはならなかったんだ」

「あ……う……」

「ゾルタンで再会したとき、リットが俺にも分からないことや抜けてる部分があるって話をしたの、憶おぼえているか？」

「うん、もちろん。レッドと話したことはみんな憶えてる」

「あの時、リットは俺にも駄目な部分があると分かって、だからこそ一緒にいたいと思ったと、そう言ってくれたよな」

「うん、言ったけど……」

「嬉しかった。そう言われたのは初めてだったから」

　俺は『導き手』。

『勇者』の旅立ちを導くのが役割。そしてリットの言う通り、その能力は他の人を導くことにも役立てるだろう。

　だが、俺の能力は導く相手が強くなればなるほど必要なくなるものだ。武技も魔法も俺には教えられない。

　俺が旅を諦めたのは、決してアレスに騙だまされたからだけではない。なにより俺自身がどれだけ努力してもいつか限界がくることを理解していたからだ。

「俺は『導き手』だから。誰かを導き、相手が十分成長したら離れていく」

　だから。

「ずっと一緒にはいられない。最後にはみんな俺の手の届かないところへ行ってしまう。それが俺の役割だ」

『勇者』がいずれ誰よりも強くなって誰もついていけなくなる加護ならば、『導き手』はやがて誰からも置いていかれる加護なのだ。

「でもリットは、俺がパーティーを追い出されて、もうリットを導くような英雄でなくなっても……俺に欠点があると知りながら、だからこそ一緒にいたいと言ってくれた。必死に追いすがっていたあの旅があったからこそ、俺は日常リツトへとたどり着けた」

　俺はリットの身体を強く抱きしめる。どこかへ行ってしまわないように。

「……レッド」

「ここが俺の旅の終着なんだ。俺はリットが考えている以上にリットのことが大好きなんだよ」

「…………!!」

「だから、俺は何があろうとリットから離れたりはしない。それどころか俺もリットがいなくなってしまうのが怖い。シサンダンが生きているって分かった時、俺が怖かったのはスローライフができなくなることじゃない、リットに１人で戦うからと拒絶されることだった」

　リットの鼓動が速くなったのが伝わる。リットは俺の頭をぎゅっと抱きかかえた。

「レッドは私とずっと一緒にいてくれるの？」

「それが俺の心から望みだ」

　俺は自分の心の中にあったものをリットに全部伝えた。

「だからもう俺がいなくなるのが不安だなんて思わないでくれ。もう一度言うけど、俺はリットのことが大好きなんだから」

「うん……もう思わない」

　リットの身体は震えていた。頭上からは嗚お咽えつが聞こえてくる。

「ご、ごめん、でも、なんだか、な、なみだ、止まらなくなって」

　どれくらいそうしていただろう。

　だが幸せな時間だった。やがてリットがぽつりと言った。

「お互い独りが駄目だなんて、なんだか私達弱くなっちゃったかな」

「そうかもしれない。でもスローライフにそんな強さはいらないだろ？」

「うん」

　弱くてもいい。それはこの戦いに満ちた世界では間違った思想なのかも知れない。

　だけど今、俺とリットはとても幸せだ。

　この気持ちが間違いだなんて、俺には思えなかったのだった。

「……ベッドに行きたいな」

　消え入りそうなリットの声を聞いて、俺が顔を見上げれば、真っ赤になったリットの顔が目の前にある。

「う、うん、俺も……そう思ってた」

　俺の言葉に、リットはますます顔を赤くしたのだった。
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　夜も更け。俺とリットはベッドの上に向かい合って座っている。

　ベッドにはストームサンダーが用意してくれた真新しい白いシーツが敷かれていた。

　俺達は向かい合ったまま、口数も少なくソワソワと落ち着かない様子で視線を合わせては逸らしたりを繰り返している。

　一体何をやっているんだろう、と自分でも呆あきれてしまう。

　リットはパジャマに着替えていて、前のボタンを上から３つ目まで外している。

　なので本来は胸元まではだけて見えるはずなのだが、リットはまくらを抱きかかえ、胸やフニャフニャしている口を隠していた。

　なんというか、今更照れて隠している仕草そのものが可愛かわいい。

「リット」

　俺は決心して、お互いの膝が触れ合う距離まで近づいた。

「レッドぉ」

　リットも俺の方へと近づいた。

　膝がすれ違い、柔らかく温かいリットの太ももが俺の太ももに触れた。

　それだけでなんだか顔が熱くなってきた。

　俺はリットへ手を伸ばし……。

「あの、リット、まくら取っていい？」

「うー……このまま脱がせて」

「え、えー……それじゃあ手元が見えないよ」

「レッドならできるでしょ！　私も見えないままやるから」

　まぁリットがそう言うなら仕方がない。

　俺達はまくらを挟んでお互いのパジャマのボタンを外し始めた。

　普通の状態ならそう難しい作業でもないのだろうが、俺が触れている柔らかい感触はリットのおっぱいだ……動揺していないかと言われたら噓うそになる。

　というか手元が見えないから余計に触れているリットの身体を指先が意識してしまう。

　リットの肌はすべすべで絹のようだ。

　ずっと触れていたいと思わせる心地よさがある。

　思わずリットの胸の谷間を指で撫なでる。

「はうっ」

　リットの口から声が漏れた。驚いた拍子にまくらが腕をすり抜けパタリと倒れる。

　肩から胸元にかけてリットの肌色が見えた。

　リットの身体は本当に美しい、見み惚とれてしまうほどだ。

　リットは顔を真っ赤にし、空色の瞳は潤んだように揺れている。

　その様子を見ていたら俺の中にリットに対する愛いとおしさが堪えきれないほど溢れてきた。だが俺が動く前にリットが動く。

「もう！　お返しっ！」

　リットは目をぎゅっとつぶると、俺のパジャマの中に両手を潜り込ませた。

　リットの指がさわさわと俺の胸やお腹なかをくすぐる。

　背筋にゾクリと快感が走った……のは最初だけ、すぐに。

「く、ちょっとリット、くすぐったい！　あはははっ!!」

　リットの照れが限界に達したのか、目をつぶったまま俺の脇腹をくすぐりはじめた。

　ショーテルという大きく使いにくい剣を正確無比に操るリットの指が、その器用さを遺憾なく発揮して俺の脇腹をくすぐっているのだ。

「駄目だってリット！　あははっ！」

「どうだ参ったか！」

　何が参ったか、なのか意味がわからない。

　本人も照れ過ぎて何を言っているのか分かっていないのだろう。

　というかお互いのパジャマの中に手を突っ込んだ状態でこれはまずい。

　このままでは……。

　プチン。

「あっ」

　俺がくすぐったさに身をよじった途端、リットのパジャマのボタンがちぎれて取れた。

　そのままパジャマがはだけ、リットのおっぱいがプルンとあらわになる。

　目を丸くするリット。視線が釘くぎ付づけとなる俺。

「…………」

「…………」

　俺達はお互い固まったまま、壁掛け時計の針がチクタクと音をたてているのを聞いていた。

「きゃあ！」

　我に返ったリットは俺に抱きついた。

　確かに胸は抱き合っていることで隠れているが、ぎゅうぎゅうと俺の胸に押し当てられる温かく柔らかな感触にいろいろと理性が限界を超えそうだ。

「見た？」

「いまさら見たって聞くのか……綺き麗れいだったよ」

「もう！」

　リットはぎゅぅっと腕に力を込めて俺の身体を抱きしめた。リットの香りが広がり、心の中に愛おしさが溢れてくる。

　気がつけば、俺もリットを強く抱きしめていた。

「なんだかこうしているだけで満足しちゃう」

　リットは俺の腕の中で、ほぅっとトロけた表情でそう言った。

「確かに……こうして触れ合っているだけで幸せを感じるな」

　俺の腕の中にリットがいて空色の瞳で俺を見つめている。

　それだけでどんな財宝を手に入れた時よりも、幸せな気持ちが溢れてくるのだった。

「でも」

　リットは俺の首筋にキスをした。

「このままじゃ幸せだけど、切ないよ」

　そう耳元でささやかれ、ゾクリと背中に快感が走った。

　俺達は抱擁を解いて距離を取る。

　一度ベッドから降り、そして向かい合うように立った。

　今度はまくらで隠したりせず黙々と服を脱ぐ。

　するりと最後の一枚がリットの身体から床に落ちると、窓から差し込む月明かりに照らされた一糸まとわぬリットの姿があらわになった。

「恥ずかしいな……」

　リットは自分の体を抱きしめるように胸を両腕で隠す。

　その仕草がなんだかすごく色っぽくて、俺の方が照れてしまう。

「レッドがニヤニヤしてる」

　リットは照れる俺を見てそう言うが、俺と同じくらいリットの顔も感情が溢れて緩みきっていた。

「その、ええっと……えいッ！」

　もじもじとしていたリットが、意を決して飛びついてきた。

　俺はリットの身体を抱きとめながら、軽業スキルを遺憾なく使いふわりと抱き合ったままベッドに着地する。

（うわああああああああ）

　俺達は同時に心の中で叫んだ。

　いやもちろんリットの心の中なんて、心を読むスキルなど何も持っていない俺には分からない……だがしかし、今この瞬間俺とリットは間違いなく同時に叫んだと俺は確信している。

　俺達はわりとしょっちゅう抱き合っている。

　それは今でも幸せな時間だが、我を忘れるほどではない。

　だけど、こうして肌を直接触れ合わせるのはまた未知の体験だった。

　リットの肌はきめ細く触れているのが癖になりそうなほど心地よい。今は少し汗ばんでいる。程よく筋肉がついてしなやかで引き締まっていて健康的だ。

　リットの足はすらりとしている。けれど太もものあたりは肉感があって絡めた足の密着感はすごい。

　俺の胸とリットの胸が直接くっついて、リットの柔らかさが余すところなく伝わってくる。

　ブロンドの髪からはなんだか良い匂いがする。

　少し荒いリットの息が耳をくすぐる。

　背中からお尻にかけてのラインは綺麗な曲線を描いている。だがその曲線に小さな古い傷跡がうっすらとある。多分、矢に射られた傷だろう。

　冒険者をやっていれば無傷というわけにもいかない。魔法で傷は塞がるが、残る傷もたまにはある。

　そっと背中の傷跡に指で触れると、リットはビクリと身体を震わせた。なんだか傷跡すら、リットのものだと愛おしい。

　俺は触れ合っているすべての部分でリットを直接感じていた。

　つまりは……幸福感がやばいのだ。

　心という器に溢れんばかりになみなみと幸せが注がれているようだ。

「レッドぉ」

「リット……！」

　名前を呼び合うだけで心が震える。

「好きだ、愛してる、どう伝えればいいか分からないくらい好きなんだ」

　ああもう何を言っているのか自分でもよく分からない。

　俺はすっかり駄目な感じになってしまっていた。

　感極まったように瞳を潤ませるリットの顔が近づいてくる。

　唇が触れ合い、リットの味が口の中に広がる。

　随分長いキスだったような気がする。でもそんなに長く無かったのかも知れない。

　騎士として突撃や奇襲のタイミングを合わせるために時間の感覚を訓練したものだが、それらすべてはどこかへ行ってしまった。

　そんな技術よりも、俺のすべてはここにいるリットのことで一杯だった。

「リット、ごめん、俺もういろいろ限界で、多分もうおさまらないと思う」

「そんなの……私も一緒に決まってるじゃない」

　切なそうなリットの言葉に頭がクラクラする。

　今度は俺からもう一度キスをして、キスをしたままリットの身体に触れていった。

　唇を離すと、紅潮したリットの顔が感極まったように笑う。

「大好きだよ」

　リットがそう小声でささやくと、ついに俺の心の器から感情が溢あふれた。

　その後はもう言葉は要らなかった。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　俺の腕の中にリットがいる。

　ベッドに横たわる俺達は、２人とも脱力していた。

　俺はあまりに心が満ち足りていてしばらく動けそうにない。きっとリットも同じだろう。
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　ただときどき側にいる相手の顔を見つめ合って、クスクスと笑って額をくっつけたり、ついばむようなキスをしたり……。

「嬉うれしい……」

　リットが俺の胸に顔を寄せて言った。

「あなたと一緒に暮らして、それがずっと幸せで……これ以上は無いと思っていたけど」

　リットは自分のお腹の辺りに触れ顔を赤くする。

「まだここにあなたがいるみたいで、すごく幸せなの」

「これからさらに幸せになれるよ」

「そうかな？」

「そりゃそうさ。さっきはここが旅の終着って言ったけど、新しい旅の始まりでもあるんだから」

「それってどんな旅？」

「平穏だけど素晴らしい旅だよ」

　俺は目を閉じ、旅を想像しながら言葉を続けた。

「一緒にお店で働いて、休みの時は一緒にでかけて、春の花の中でお弁当食べたり、夏の海を泳いだり、秋の紅葉の下で手をつないだり、そしてまた冬の雪の中で抱き合ったり……そのうち家族も増えるだろう、男の子かも知れないし女の子かも知れない、きっと騒がしくも楽しい日々になるだろう。やがてまた２人になって、その時は平穏をちょっと寂しく思うかも知れない。今はピカピカの店もすっかり年季が入ってさ、軋きしむ扉に油をさして、朝は今と同じように２人で店を開くんだ。いつか２人ともすっかりおじいさんとおばあさんになってしまうだろう、もしかしたら孫の面倒なんかもみるかも知れないな。また騒がしくなって大変に思いながらもそれが楽しくって……」

「それは……とても素敵な旅だね……」

「ああそうだね。最後の最後まで２人でずっと一緒に歩こう。そして旅路の果てにたどり着いても同じ言葉を言うんだ。〝とても素敵な旅スローライフだった〟って」

　リットは体を起こし、俺のことを空色の瞳でじっと見つめる。

「なぁリット」

「なに？」

　俺はリットの瞳の美しさを感じながら言葉を続ける。

「前にも聞いたけど、リットはどんな宝石が好き？」

　リットは俺に覆いかぶさるように抱きついた。

「あなたが選んでくれた宝石がいい！　あなたが私のために選んでくれた宝石が一番好き！」

「分かった」

「楽しみにしてるからね！　本当に楽しみに！」

「冒険をしていたときのような希少な宝石は用意できないけどね」

「希少かどうかなんて関係ない、価値も周りからの評価も気にしない」

　俺の上でリットが笑う。爽やかに楽しそうに白い歯を見せる。

「あなたと私を繫つなげてくれる宝石だもの。伝説に謳うたわれるどんな宝石よりもかけがえのない財宝よ」

　そしてリットはまたキスをした。

　長いキスを続けているうちに、また心が熱くなってくる。

　堪えきれなくなり、気がつけば俺はまたリットの身体を強く抱きしめていた。
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　翌日。

　外は雨が降っていた。

「指輪か」

　俺は自分の知る限りの宝石をメモ帳に書き連ね、どれがリットに合うか考えていた。

　ゾルタンでの宝石需要は高くない。

　中央では当たり前にダイアモンドから不ふ揃ぞろいの真珠パールまで、高級品も安物もみんな揃っていた。

　だがゾルタンではそうはいかない。

　行商人や船乗り達が持ち込む宝石が流通するだけで、常時多種多様な宝石の在庫があるわけじゃない。

「貴族から譲ってもらうか。しかし、どの宝石をどの貴族が持っているかなんて分からないしなぁ」

　それに予算もあんまりない。

「となると、山か」

　世界の果ての壁までいけば、宝石に詳しいジェムジャイアントの集落があったはずだ。

　前に助けたことのある世界の果ての壁の麓で暮らすモンスターのズーグ達に相談してみるか。

「冬至祭の夜がいいかな」

　定番だが渡すなら冬至祭の夜がいいだろうか？

　それまでに宝石を用意し指輪を作っておかないと。

「おいレッド、なににやけてるんだ」

　雨宿りに来ていたゴンズが下卑た笑いを浮かべながら言った。

　俺は「別にと」気のない返事をする。

　あと１時間もすればリットが帰ってくるはずだ。

　そのことを考えると俺の顔はどうしても緩みっぱなしになってしまうのだった。
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　ルーティがゾルタンで暮らすようになって、早いものでもう１週間が経たっていた。

「ありがとうございました」

　薬を買っていった客に俺は頭を下げる。

　カウンターの下には、新しく買い直した銅の剣が鞘さやに納まって置かれていた。

　鍛冶屋のモグリムからは、「また銅の剣か」と文句を言われたが、俺はこの安物の武器になんだかんだで愛着が湧いている。

　これは俺のスローライフの決意と象徴みたいなものだ。

「レッド、配達終わったよ」

　お客と入れ替わるようにリットが帰ってきた。

　空になった薬箱を片付けて、俺の隣に座る。

　と、同時に店の奥から小走りでやってくる音が聞こえた。

「お兄ちゃん、庭の薬草のお世話終わったよ」

　ルーティとティセだ。

　今日からルーティの農園が始まるまで、庭で薬草の育て方を教えることにしたのだ。

　今日はレッドエッグという薬草を剪せん定ていしてもらった。

　レッドエッグは１メートル未満の低木のレッドエッグの木になる赤い実なのだが、冬の間は葉を落とし活動を停止する。

　その間に、枝を落とし養分を集中させるのだ。この時は、大胆に三分の一くらい残して枝をばっさり切ってしまって良い。

　レッドエッグは初夏が収穫時期で、気温の高いゾルタンではかなり早い時期に収穫できる。薬草だがナスのような味のする植物で、高級料理の具材としても使われる。

　解熱剤として効果があり、ゴブリン熱などの危険な熱病の症状緩和にも使える。

　ゾルタンでは需要の高い薬草だが、野生のものは実が小さい。これを大きく育てるのは結構楽しく、達成感がある。

　育て甲斐のある薬草の１つだ。

「お疲れさん、後で確認しておくから、しばらく休憩してていいよ」

「……私も手伝う」

　そう言うと、ルーティは俺の隣、リットの反対側にトンと座る。

「いいのか？　結構疲れただろ？」

「脚が疲れた時に座るのって、すごく気持ちいい」

　ルーティはそう言ってニコリと笑う。

　そして俺の左腕を取って、身体をぎゅっとくっつけた。

「むっ！」

　対抗して、リットが俺の右腕を取った。

　ルーティと違ってボリュームのある感触が腕に伝わる。

「ぐぬぬ」

　ルーティは悔しそうにリットをじとーっと半眼で睨にらんだ。

　リットも負けじと余裕の表情で睨み返す。一瞬、張り詰めた空気が店に漂う。が、

「ぷっ、あはははは！」

　ルーティとリットは同時に吹き出し、声を上げて楽しそうに笑った。

「何やってるんだか」

　俺は苦笑しながら、ルーティから漂う穏やかな雰囲気に目を細めた。

　そこにはリットから〝怖い〟と言われた『勇者』の姿はない。ここにいるのはただの少女ルーティだ。

「この場合、私はどう声をかければいいんでしょう」

　ティセは俺達の様子を見て、呆あきれ半分、ルーティが幸せそうにしているのを見て喜び半分といった様子で言った。

　肩のうげうげさんも、トントンと、ティセの肩を叩たたいてルーティの変化を喜んでいるようだった。

　カララン！

　と店の入り口のドアベルが激しく音を立てた。

「る、ルールさん！」

　駆け込んできたのは冒険者ギルド職員のメグリアさんだ。

「至急の依頼が来まして！　世界の果ての壁から降りてきたオーガの集団が村を占拠して……対応にいったＣランク冒険者も捕まってしまって！」

　ルーティは俺の腕を放すと立ち上がった。

「分かった」

　ルーティが頷うなずいたのを見て、俺は銅の剣の横に置かれた、ルーティの剣を渡す。それは穴の空いたゴブリンブレード。

「お兄ちゃん、いってくるね」

「ああ、気をつけてな」

　唯一のＢランクだったビュウイが行方不明となったゾルタン。その穴をルーティとティセのパーティーが埋めることになっていた。

　あくまで、副業。

　薬草農園の片手間という条件付きだが、ルーティはゾルタン当局から打診されたＢランク冒険者への昇格を了承した。

　冒険者として名乗っている名は〝ルーティ・ルール〟。

　俺と違って普段から偽名を使い続けるのが慣れないらしく、周りからはルール、親しい人からはルーティと呼ばせることで落ち着いた。

　ルーティは普通の服の上から鉄片の入ったアーマードコートだけを羽織る。

　戦いにいくには決して十分な防具とはいえないが、戦いの側に傾きすぎない格好としてルーティは、このスタイルでいくと決めたようだ。

　ルーティはもう『勇者』ではない。人助けを強要する衝動はもうない。

　だが、それはルーティが苦しんでいる人を見て放っておけるような人間になれたわけではなかった。

　最初は、人助けに対する躊ちゆう躇ちよのようなものを感じていたようだ。

　だが俺が、

「せっかく自由になれたんだ。勇者に囚とらわれず自分のやりたいようにやるといい」

　と伝えると、すっきりした様子で助けたいと思えば助ける、思わなければ助けないという形で冒険者をすることに決めていた。

「やはりルーティ様は勇者だと思います。加護が与える役割などではなく、自分の意志で戦う勇者です」

「そうだな」

　ティセの言葉に俺は頷うなずく。

　これがルーティのスローライフ。『勇者』に囚われず、勇者のスローライフを生きる。

　颯さつ爽そうと歩くその後ろ姿は、もう誰かに歩まされているものではない。

「ルーティ！　帰ってきたらなにか好きなもの作るよ。何がいい？」

　俺が声をかけると、自分の意志で人生を歩みだした少女は、くるりと俺の方を振り返る。

「はちみつミルクがいい」

　そう言って、俺の妹はごく自然に、そしてすごく可愛かわいい笑みを浮かべたのだった。

『勇者』は救われました。

　めでたしめでたし。

　それでルーティの物語は終わらない。

　なぜならば、これからの日常こそがルーティが望んでいたものだからだ。

　ここからルーティのスローライフが始まるのだった。
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　目が覚めると、目の前に可愛い妹の顔があった。

「おはようお兄ちゃん」

「おはよう」

　驚きはしない、旅をしていた頃はよくあった光景だ。

　あの頃のルーティは夜の間、やることがないから一晩中俺の顔を眺めていたらしい。

　本とか読んでみたらどうだろうと提案してみたこともあったが、本を読みたい気分でもないのに暇だから無理して読むというのは何か違うと言い返された。

　そういうわけで、夜の間は俺を起こさない範囲でルーティには自由にしていいということになっていた。

　暗いテントの中で、俺の横に座るルーティが、少し身を乗り出して一晩中俺の顔を眺めている……想像するとまぁあれだ。

　可愛い！

　だって、俺の顔をじっと見つめてるんだよ？　それだけ頼りにされてると思うと胸が熱くなるし、一晩中ルーティが側にいたと思うと心が穏やかになる気がするし、良い夢も見られそうだ。

　という話をティセとうげうげさんにしたら、なんかすごく驚いた様子だった。

　その後２時間くらい、ティセはできの悪いゴーレムのようなギクシャクした動きをしていたが一体どうしたのやら。

「お兄ちゃん」

「ああ、悪い、まだ少し寝ぼけていたみたいだ。今起きるよ」

　俺が身体を起こすと、ルーティはすっと避けた。

「昨日は睡眠耐性戻したのか」

「うん、久しぶりにお兄ちゃんの顔を眺めたくなって」

　窓を見ると薄暗い冬のゾルタンの朝景色が見えた。いつもの時間だ。

　リットは少し離れた位置にある村に薬草を仕入れに行ってもらっている。昨日一晩泊まって、今日の夕方くらいにもどってくるはずだ。

　本来なら俺が行くはずだったのだが……。

「お兄ちゃん、約束守ってくれてありがとう」

　ルーティが嬉しそうに言った。

　今日はルーティにゾルタンの街の港区を案内すると約束していたのだ。

　その日に限って、ブラッドニードルの代わりになる珍しい薬草……というか植物タイプのモンスターの「蛇食い草」の群生地が見つかったのだ。被害も出しているようなので、冒険者に依頼がいくのだろうが、そうなるとおそらく焼き払われる。

　そうなる前に、先に倒して持って帰ろうというわけだが……前から約束していたルーティとの予定もあり困っていたところ、リットが代わりに行ってくると申し出てくれたのだった。

「じゃっ、たまには朝食も外で食べるか」

「お兄ちゃんの作ってくれる料理が一番好きだけど……ゾルタンの料理も興味がある」

　俺は嬉しくて思わず笑みをこぼした。

　ルーティの口から「興味がある」なんて聞けるとは。

　俺はルーティの頭を優しく撫なでると、まずきょとんとルーティは首を傾げ、その後目を細めて気持ちよさそうにしていた。





＊　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　＊






　ゾルタンの港区は川に隣接している。

　困ったことにこの川の名前というのをゾルタンの人々は知らない。ウッドエルフの時代には多分、何かしら名前がついていたんだと思う。

　ハーフエルフの古老は、自分の祖父母の世代がミで始まるなんとかという名前で呼んでいたような気がすると言っていた。ただどうも、川も場所や時間によって様々な名前があったようだ。

　朝日に照らされる川、夜の黒い川、夏の輝く川、冬の澄んだ川、すべて別の名前で呼ばれていたらしい。

　これがウッドエルフという種族の文化で、万物は流転するという思想から川もいつも同じではなく日々や季節によって全く別の存在へと変わっていく、と考えていたようだ。

　それに対して、この地に入植しゾルタンという国を作った人間達は、ただ「川」と呼んだ。川は人間にとっても大きな恩恵を与えてくれる存在だが、名前は区別するためのものであり、「川」と呼べば何を指しているのか分かれば十分だということだろう。

　今はもう滅亡したウッドエルフ達だが、一度話してみたかったと思う。

　ウッドエルフ達はもういないが、川は今日もここにある。そして俺達人間も、川の存在なしでは生きていけない。

「そしてこのカワカマスの蒸し焼きが食べられるのも川のおかげだ」

　港区にある店は港の労働者や船乗りが利用することもあって、すぐに出せる魚のスープが多い。だが、この店は停泊している船の船長や航海士が休息に使う店で、しっかりとした朝食を出してくれる。

　カワカマスは、出汁だしを使って蒸されており、川魚特有の爽やかな味を引き立てている。また玉ねぎのマリネが付け合わせに出ていて、お酢と玉ねぎの風味がこれまた美味おいしい。

　パンも柔らかい白パン。朝からワインも飲んでいる。

「美味しい」

　ルーティも楽しそうに料理を食べている。気に入ってもらえたようで良かった。

「港区はそうだなぁ、船舶品の市場とか見ておくか。その後、遊覧ボートを借りよう」

「遊覧ボート」

「ああ、借りられる場所があって、それで川からゾルタンを眺めてみようぜ」

「お兄ちゃんと二人きりでボート……」

　ルーティはちょっとうつむいた。口元が少し横に伸びて、「ふふふ」と笑い声が漏れている。

「すごく、嬉うれしいよ」

　顔を上げてそう言ったルーティの目は輝いていた。
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　船舶品の市場は、船が来たときはとても盛り上がる。が、今日は上流の村を巡ってきた行商人が手て漕こぎ船で戻ってきたくらいで、閑散としていた。

「よう薬屋」

　市場を歩いていた俺達を呼び止める声がした。

　声をかけてきたのは、胡う散さん臭くさい顔をした男。この港区に住んでいる本業贋がん作さくアクセサリー職人、副業航海士のパスクァーレという男だ。いろいろと脛に傷を持つ男のようだが、移民者の過去は詮索しないというのがゾルタン暗黙のルール。俺も聞こうとは思わない。

「なんだ、浮気か？　あんたにゃ英雄リットがいるだろう」

「俺の妹だよ。ルーティ・ルールっていうんだ」

「えぇ、あんたに妹がいたとは。可愛いじゃん」

「ちなみに新しいＢランク冒険者だからな。手を出したら半殺しじゃすまないぞ」

「まじか、英雄リットといい妹さんといい、何だ？　薬屋は英雄を生み出す加護でも持ってんのか？」

　思わず苦笑してしまった。当たらずとも遠からず……か？

「そんな加護あるかよ。で、なんで呼び止めたんだ？」

「いや、てっきりデートしてるのかと思って、ほれ彼女へのプレゼントにはピッタリだろ」

　そう言ってパスクァーレは目の前に並べられた様々な宝石がはめ込まれたイヤリングやティアラを指差す。

「全部偽物じゃん。ガラスだろ」

　もし本物のアクセサリーを売っているのなら、リットにプレゼントする指輪を探す店の候補にしている。

「そりゃそうだが、綺き麗れいだろ？　俺が１つ１つ丹誠込めて磨き上げた逸品だぜ」

「まさかぼったくり価格で買えとか言うんじゃないだろうな」

「知ってるやつには言わねぇよ。ちゃんと材料費手間賃通りの適正価格で売ってやるから」

「ふーむ」

　しかしなぁ……俺はちらりとルーティを見る。

　ルーティは静かに並べられたアクセサリーを見つめていた。

　ルーティは一言で言えば大金持ちだ。冒険の中で伝説的な財宝を手に入れてきたし魔王軍の物資を奪ったものを売ったりもしている。

　所持している財宝はあまりに価値が高すぎて、このゾルタンの経済規模では買い取れない……つまりゾルタンの国家予算なんて軽く吹き飛ぶほどの資産を持っている。

　所持しているペリル銀貨も、一体どれだけの数があるのやら。

　そんなルーティにガラス玉をプレゼントするのもなぁ。今は身につけていないが、ミスリル銀のイヤリングや、レッドスカイという極めて希少で美しい隕いん鉄てつ製のバックルなど、豊富な魔法のアクセサリーを所持している。

　だけど、

「お兄ちゃん……」

「ん、もしかして欲しいのか？」

「うん……一番安いのでいいから、欲しい」

　なるほど……。

「よし、じゃあ一番似合うのをプレゼントするよ」

「うん、プレゼントされる」

　ルーティは頰ほおを赤くして嬉うれしそうにはにかんだ。

　それから俺は、少しでも高いのを売りつけようとするパスクァーレと攻防戦を繰り広げながら、特に出来の良いイヤリングを買って、ルーティにプレゼントしたのだった。
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　俺達の乗る船は、１本のマストに三角帆がついた小さなヨットだ。

　風がない時はオールを使って漕こぐのだが、それも１人で動かせる。

　荷物を載せるのには向かないし速度も出ない。

　まぁ川での遊覧のための船だ。それで十分な機能を持っている。

「これでいいかな」

　俺は帆に風が弱めにあたるよう調整する。

　船はゆったりと川をさかのぼっていった。

「じゃ、飯にしよう」

　俺は屋台で買っておいた、白身魚とサツマイモスイートポテトのフライの入った紙袋を開く。俺とルーティは２人でモソモソとゾルタンの屋台料理に舌鼓を打った。

「北区にあるタコヤキっていう外国の料理をだす屋台も美味しいんだが、港区からじゃ遠いな」

「今度一緒に食べたい」

「分かった、次の休みは北区を見て回ろう」

「うん」

　帆に風を受けて進む船の上で、俺とルーティはゆっくり流れていくゾルタンの町並みを眺める。

「幸せだな」

　ルーティが言った。

「私、こうしてお兄ちゃんとまた２人で過ごせる日が来ると思っていなかった。ティセやうげうげさん、リットみたいな友達ができるとも思わなかった」

　ルーティが俺の顔を真っ直すぐに見つめた。

「ありがとうお兄ちゃん。これからもずっと一緒にいてくれる？」

　以前、この質問を受けた時、俺はバハムート騎士団に入るからと答えられなかった。

　だけど今は違う。俺の目的はスローライフ。

「ああ、ルーティがそう望むかぎり。俺はいつまでも一緒にいるよ」

　俺がそう答えると、ルーティは瞳を揺らし、ぎゅっと拳を握りしめ、

「うん！」

　笑みを浮かべて頷うなずいた。
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　２日後。

　俺とリット、そしてルーティはまた山に来ていた。

　とはいえ今日は戦うために来たわけではない、いつもの薬草採りだ。

　アレスのやつが店の中をメチャクチャにしてくれたおかげで、保管しておいた薬草がかなりの数だめになったのだ。

　ティセとうげうげさんには店番を頼んでいる。

「これがホワイトベリー。マジックポーションの原料になるのは知ってるだろうけど、実がなっているのを見るのは初めてだろう？」

「うん」

　ついでにこれから薬草農園を始めようとするルーティのために、薬草に関係する知識を教え込んでいるところだ。

　このゾルタンで『勇者』のレベルが上がることはないだろう。今から簡単な薬草などを判別できるようになる〝生存術〟のスキルにスキルポイントを割り振るのは難しい。

　なので、知識で判別できるよう特徴を教えることにした。

　それにスキルで判別するのは確実だが、なぜその実がホワイトベリーだと判別できたのかという知識を得られない。

　知識は応用が利くのだ。

「こっちはホワイトベリーによく似たベリーで、グレイベリーっていうんだ。まぁ全然灰色じゃないけど、ホワイトベリーと並べるとちょっとだけ色が違うのが分かるか？」

「うん」

「このベリーはコモンスキルの〝生存術〟だと無価値な雑草で、ホワイトベリーではないとしか判別できないんだけど、これはこれで虫刺されに効く塗り薬になるんだ」

「そうなの？」

「ほら、旅をしていたとき、森の中や沼地を歩くときは手足や首に塗っていた薬があったろ？」

「あれがそうなんだ。やっぱりお兄ちゃんはすごい」

　今のルーティは、小さな虫程度ではいくら刺されても傷つかない。

　だが俺が今教えているのは、これまでの『勇者』として世界を救うための知識ではなく、ただのルーティとして生きていくための知識だ。

　ルーティは真剣な表情で、でもどこか楽しそうに俺の言葉を聞いていた。

「レッドもそういう顔してるよ」

「え？」

　後ろにいたリットが、薬草でいっぱいになったカゴを置いて俺にそう言った。

　リットは驚く俺を見て笑うと言葉を続ける。

「レッドも薬を調合しているときとか、真剣さと楽しさが同居しているような……素敵な顔をしてる。さすが兄妹、似ているね」

「む」

　俺は口元を手で覆い隠した。

　そんな俺を見て、リットはバンダナで口を隠すとクスクスと笑う。

「お兄ちゃんとリットの笑う仕草も似てる」

　ルーティがちょっと不満顔でリットに言い返した。

　リットは目を丸くして、それから顔が赤くなってますますバンダナの中に顔を隠してしまう。

「むぅ」

　ルーティは笑っている俺の顔をじっと見つめながら、自分の手で自分の口を引っ張ったりしている。どうやらルーティも俺と同じように笑いたいらしい。

　俺達は作業の手を止め、少しの間お互いの顔を見ながら笑いあったのだった。

　それから一度二手に分かれ、俺達は４時間ほど薬草採取を続けた。

「到着っと」

　俺とリットは谷の底を流れる日当たりの悪い小川の周辺に生えるポリプ茸きのこを集め終えて元の場所へと上がってきたところだった。

「ルーティ？」

　カゴいっぱいのホワイトベリーを集め終えていたルーティは、木の幹に寄りかかり陽ひの光を浴びながら目をつむってウトウトしている。

「初めて見た」

　ルーティが無防備に居眠りしている。

　俺達を待っているうちに、冬らしからぬ暖かい日差しに眠くなってしまったのかもしれない。

　それは『勇者』には必要のない無駄な行動だ。

　だが、穏やかな寝息を立てているルーティのこの瞬間は、無駄なんかじゃない。これこそが、俺がずっとルーティに手に入れて欲しかった瞬間なのだ。

「いい天気だもんね」

　リットはそう言うと、自分も近くの木の根に座る。

「そうだな、いい天気だものな」

　俺も腰を下ろして青い空を見上げた。

　今は３時過ぎくらいだろうか。

　木の枝でこちらを見ていたツグミが「チチッ」と鳴いた。

　俺はツグミに向けて、唇の前で人差し指を立ててみる。

「妹が寝ているんだ」

　だけどツグミは首を傾かしげると、今度は木から飛び降りて、俺達の眼めの前で「チチッ」と鳴いた。

　それから「私の歌声はどうだ」と言わんばかりにふわふわした胸を張るものだから、俺は思わず笑ってしまった。

　平和だ。本当に平和……。

　俺もウトウトとしていると、気配を感じて片目を開ける。

　アウルベアがのそりと茂みから顔を出したところだった。

　まだ身体も小さく、人間でいえば10代半ばくらいの子供だろう。

　こちらを伺うようにじっと見つめるアウルベアに、俺は「好きにしろ」と目配せした。

　アウルベアは静かにルーティの背後に回る。

　モンスターにしてはなかなか律儀なやつだ。

　そしてルーティの背後から少し山を下ったところで倒れている、５メートル程もあるマウンテンジャイアント山の巨人の死体をくわえると、遠くへ引きずっていった。

　１人で薬草を採っていたルーティを襲って返り討ちにされたのだろう。

　おそらく世界の果ての壁から降りてきたモンスターだ。

「平和だな」

　アウルベアの気配が遠くへ行ってしまったのを感じ、俺はまた目を閉じたのだった。
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　翌日。ゾルタン。

　穏やかな時間が流れていたが、その日の夕食は騒々しいものになった。

　今日はダナンが夕食を食べに来たのだ。

　一時期は起き上がるのも辛そうな、全身包帯まみれの重傷だったが、もう自由に歩けるまでに回復したらしい。さすがはダナンだ。

　俺はルーティ、ティセ、ダナンにも夕食を振る舞った後、食器の片付けをリットに頼んで１人夜空を見上げていた。

「よう」

　背後から声がした。ダナンだ。

「美味うまかったぜ。やっぱお前の飯はいい」

「あんがと」

「旅に戻ったら、もう食えないんだな。残念だ」

「やっぱり、療養が終わったら出ていくのか」

「ああ、俺ぁ、俺の故郷を破壊した魔王を許さねぇと誓ったんだ」

「そうか」

　しばらくはまだダナンと会うこともあるだろうが、それも半年くらいのことだろう。

　戦うことを止めた俺と、『武闘家』ダナンとは進む道が違うのだ。

「なぁレッド。俺は頭悪いからよく分からねぇけどよ……今回の件、なんつうか、色々とひっかかる部分が多すぎる気がするんだ。お前なら気がついてるんだろ？」

「……そうだな、なぜシサンダンが生きていたのか。なぜシサンダンが神・降ごう魔まの聖剣の在りかを知っていて、それを求めていたのか」

　シサンダンが持っていた剣が初代勇者の遺物であると、俺もテオドラから聞いていた。テオドラからも、ダナンと同じように、今回の一件は何かが変だと警告を受けている。

　そしてなにより疑問なのは、

「なぜ神・降魔の聖剣は５本あったのか」

「だな」

　神・降魔の聖剣は全長１メートルほどのロングソードだ。

　言うまでもないが、人間やエルフの腕は２本しかない。２刀流でも２本あれば足りる。

　その剣が、５本もあったのはなぜか。

「……予備ってわけじゃないだろ」

「神様がそんな気前がいいとは思えないな」

　神から授かった伝説の剣。降魔の聖剣以外にも、伝説や神話に登場する武器はあるが、どれも一品ものだ。予備をくれるなんて聞いたことが無い。

「ルーティが聞いたシサンダンの言葉……おそらくは」

　多分、あの５本の神・降魔の聖剣は多いのではなく〝足りなかった〟のだ。２代目勇者が１本持っていった為ために。

「本当は６本あったんだと、俺は思う。それなら〝数が合う〟からな」

　そう、６本あれば足りる。
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　暗黒大陸。地下世界アンダーディープ。その中にあるアスラ達の国〝アスラクシェートラ〟、その首都である魔王城。

　王座に座るのは巨大な影。立ち上がれば全長５メートルを超える巨人。

　その６本の腕と身体は理想的に鍛え上げられた戦士の肉体であり、その顔は憤怒の形相を浮かべ、その額には炎を宿す三眼が見開かれている。

　憤怒の魔王タラクスン。アヴァロン大陸を侵攻する魔王軍の王であり、アスラデーモンの大戦士の姿。

　タラクスンは本来の憤怒の魔王であるラスデーモン族を滅ぼし、その地位を奪い取った簒さん奪だつ者でもある。

　タラクスンは何かを探るように４本の腕を動かしていた。そして残り２本の腕は胸の前で印を組んだまま動かない。

　すると、やがて光がタラクスンの足元へ集まりだす。

　光は量を増し、巨大な塊となった。そして光は形となり、質量を持つ。

　やがて光は、アスラデーモン・シサンダンの姿へと変わった。

　シサンダンは慣れた様子で跪ひざまずき、頭を垂れた。

　その姿を見下ろしながら魔王は動かしていた手を止め、口を開く。

「おお、勇者よ。死んでしまうとは不ふ甲が斐いない」

　デミス神の被造物ではないアスラ達は、魂の循環する大いなる流れの外にある。

　アスラの魂は常にアスラ王のもとへと戻り、そこで再び同じアスラとして転生する。

　アスラ達は元来、決して強い種族ではない。かつて世界が『シン』にあふれていた時、アスラの勇者達は幾度となく敗れ、殺された。

　だが敗れたアスラは敗北から学び、また敗れて学び、何度殺されてもアスラは諦めることなく戦い続け、やがて『シン』の王を滅ぼした。

　その不屈の意志、そして在り方こそが〝勇者〟である。これがアスラ達の哲学だった。

「しばらくは失った力を取り戻すが良い勇者シサンダンよ」

「はっ」

　シサンダンは力強く頷うなずいた。アスラといえども、死ねば魔力や鍛え上げた身体など多くの力が失われる。

　だがかつて得た力以上のものを得るという勇気を敗北は与えてくれる。ゆえにアスラは誰一人として死と敗北を恐れない。

（さらに鍛えねば）

　シサンダンはルーティの一撃を思い出し、その破壊力を畏敬する。

　あの域に達することが、自分にできるだろうか？　道は遥はるか遠く、だがそれが不死不滅のアスラにとっては何よりも嬉うれしい。

　頭を垂れるシサンダンは口元を喜びで歪ゆがめたのであった。
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　ゾルタンの西部、国境を越えた先の街道。

　ゴドウィンは道端の草むらの上に座ってシチューを作っていた。

「今日の昼飯はピクルスと干し肉のシチューか」

　スープの味付けは塩のみ。

　ゴドウィンがこうして野営料理をしたのは久しぶりだが、正直美味おいしそうには見えない。

「はぁ、ちょっと前まではビッグホークの右腕としていい暮らしをしてたんだがなぁ」

　スプーンで一口味見をしてみれば、口の中にしょっぱいだけの味が広がる。

　ゴドウィンはため息をついた。

「群島諸王国目指すにしても、まずは商隊か商船でも見つけねぇとな。護衛として雇ってもらって金と飯をもらいながらのんびり過ごそう」

　そうぼやくゴドウィンの耳に、遠くから街道を進んでくる集団の音が聞こえた。

　ゴドウィンは脱獄犯だ。

　ここはもうゾルタンの外だが、ゴドウィンの顔を知っている者がいるとも限らない。

　ゴドウィンは水をかけて焚たき火を消した。

　それから鍋を摑つかんで蓋をすると、草むらの中にうずくまって隠れる。

　近づいてきたのは馬車３台からなる商隊だった。

　馬の手綱を握る御者はゴドウィンも知った顔で、ゾルタンによく来る商人だ。

（厄介なことになった）

　まだ煙が燻くすぶる焚き火の跡もあるし、手に持っている鍋からはスープの匂いがする。

　ゾルタンへの街道を通る者などいないだろうとタカをくくっていたのが不味まずかったのかもしれない。

　なにより、あの商人は自分を恨んでいるはずだとゴドウィンの顔が青くなる。

　随分昔の話になるが、ゴドウィンが盗賊ギルドの下っ端だった頃に、ギルドの命令であの商人の商売を邪魔したことがあったのだ。

（恨んでるだろうなぁ、俺の顔も憶おぼえているだろうし）

　見つかったら間違いなく衛兵に突き出されるだろう。

　焦るゴドウィンだったが、ふと荷物袋に入っている小瓶を思い出した。

（そうだ、リットからもらった不可視のポーションがある）

　あの後いろいろゴタゴタしていたせいか、それともマジックポーションの１本くらい惜しくも無いのかポーションを借りたままになっていた。

　ゴドウィンはすぐに荷物袋を開き、瓶に入った緑色の液体を一気に飲み干す。

　ゴドウィンの姿が着ている服や荷物と一緒に消えた。

（これで安心だ）

　ホッと息を吐き、このポーションでは音は消えないことを思い出し、両手で口を覆った。

　やがて商隊が近づいてくる。

　ゴドウィンは透明になったまま、草むらの裏にしゃがんでいた。

　商人を護衛する馬に乗った戦士２人。

　焚き火の跡を見つけ、馬の上から周囲を警戒しているようだが、透明となったゴドウィンには気が付かないようだ。

　ゴドウィンの前を、少し不安な顔をした商人が通過していく。

（よし！）

　ゴドウィンは心の中でガッツポーズをとった。

　次の瞬間、眼めの前の草むらが揺れた。

「へ？」

　草がまるで生き物のようにゴドウィンに絡みつき、その体を拘束する。

（な、なんだこりゃあ!?）

　慌てるゴドウィン。驚く商隊の護衛達。

　馬車が止まると、中からハイエルフの女性が出てくる。

　ハイエルフの瞳は、透明になっているはずのゴドウィンの方へはっきりと向けられていた。

「草木は私達のように目で物は見ないのよ。だから不可視のポーションでは、私の友人達は欺けない」

「て、てめぇ、この能力は『木の歌い手』か!?」

　ゴドウィンは必死にもがくが、ゴドウィンの身体を拘束するか細い草は、まるで鋼の鎖のようにびくともしなかった。

「どうして隠れていたのかしら。私達が山賊にでも見えた？」

「ね、念ねんの為ためだよ。一人旅は危ないからな」

「そのためにマジックポーションまで使って？」

「俺は慎重なんだよ」

「そんな風には見えないけどねぇ」

　じろじろとハイエルフはゴドウィンを見ている。

　ハイエルフの乗っていた馬車が止まったことに気がついた商人達がこちらへと向かってくる。ゴドウィンは背中に冷たい汗が流れるのを感じた。

「この道の先にはゾルタン共和国しかないわよね？　あなた、もしかしてゾルタンから来たの？」

「さ、さぁな……なぁ、俺は何もしてないだろ！　たった１人で何ができるってんだ、もう解放してくれ！」

「そうねぇ、１つ、質問に答えてほしいの」

「な、なんだよ」

　ハイエルフはかがむと、ゴドウィンの目をじっと見つめて言った。

「ゾルタンにリットって冒険者がいると聞いたんだけど、その隣に黒い髪をした若い人間の男がいなかった？」
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　レッドのことだと、ゴドウィンにはすぐ分かった。

（あいつとかかわってから本当にろくなことがないぜ……）

　ゴドウィンは心の中で毒づく。

　ゴドウィンはゾルタン基準ならば、よっぽどの相手ではない限り負けることはない実力者であると自負していたが、レッドとかかわってからそんな考えはもう跡形もなく消え失うせた。井いの中なかの蛙かわずとはこのことだとゴドウィンは反省する。

　だが。

（だからって、小さな井の中にドラゴンを放り込むようなことをしなくてもいいじゃないかよぅ）

　と、ゴドウィンは心の中で神様に文句を言った。

　どう答えればこの場を切り抜けられるかゴドウィンが考えていると、こちらに歩いてくる商人がハイエルフに声をかける。

「ヤランドララさん、何かあったのですか？」

　ヤランドララと呼ばれた、かつて勇者の仲間だったハイエルフは商人の方へと振り向いた。商人の後ろには街道が続いている。

　この道の先にはゾルタンがあるのだ。







　あとがき




　この本を手にとってくださった皆様。ありがとうございます！　作者のざっぽんです。

　無事４巻まで到達することができました。これも応援してくださった読者の皆様のおかげです！




　この物語を思いついた時に考えていた最初の結末がこの４巻でした。

　パーティーを追い出されたレッド。レッドを想おもいつつも仲間にならなかったリット。そして、「勇者」として生きることを強要されているルーティ。

　レッドがパーティーを追い出されたことで始まった辺境でのスローライフを通じて、３人が幸せになる物語が、この『真の仲間じゃないと勇者のパーティーを追い出されたので、辺境でスローライフすることにしました』の最初の形でした。ここまで無事に皆様に届けることができて嬉うれしいです。

　さて、最初に考えていた結末までは進みましたが、物語はまだまだ続きます。なにせテーマがスローライフですから。

　幸せになりましためでたしめでたしの先、登場人物達がその後どう暮らしていったのかも外せない物語です。

　レッドとリットの２人がどう幸せに暮らすのか。

　自分の人生を歩み始めたルーティが１人の女の子としてどう暮らしていくのか。

　暗殺者ティセとその親友のうげうげさんをテーマに書きたい物語もあります。

　読者の皆様にとって素敵な物語になりますよう頑張りますので、これからもレッド達の物語を応援してください！




　２０１９年秋発売予定の５巻の原稿にも現在取り掛かっています。５巻では最後に登場した彼女が活躍するような話になる予定です。

　その５巻について、読者の皆様にご報告したいことがあります。

　なんと、５巻では通常版とは別にドラマＣＤ付き特装版を作ることが決まりました！

　ドラマの脚本も私が新たに書き下ろしたものになります。レッド、リット、ルーティの３人をメインに、ゾルタンでの平和な日常と、加護にかかわるちょっぴりの冒険といった感じを構想しています。

　もちろん、せっかく声優さんに演じてもらいますので、レッドとリットの恋愛も脚本に書こうと思っています。どんなシチュエーションに声がつけばよりドキドキするかを想像しながら楽しく悩んでいるところです。

　またドラマパートとは別に特典ボイスも収録して２本立てになる予定です！

　特典ボイスは夜眠るときにリットがベッドに潜り込んできて、幸せいっぱいにイチャイチャしてくるというシチュエーション。レッドが普段感じている幸せな日常を体験できるような、そんな特典ボイスになるよう全力で構想しています。

　こちらの５巻ドラマＣＤ付き特装版は数量限定となりますので、ご予約していただくと確実に入手できると思います。よろしければぜひご予約お願いします！

　５巻と合わせてドラマＣＤも楽しみにしていただけますと嬉しいです。




　今回も４巻をこうして皆様のお手元に届けるにあたり、たくさんの方のご助力が欠かせませんでした。この場を借りて、お礼を述べさせてください。

　本作を担当してくださっている編集の宮みや川かわさん。あなたと一緒に作ったこのシリーズが、こうして巻数を重ねることのできるシリーズとなれたことを本当に嬉しく思います！

　いつも素敵なイラストを描いてくださるやすも先生。今回はカバーもですが、戦闘シーンや色気のあるシーンなど、難しいイラストが多かったと思います。それでも今回も素晴らしいイラストでした！　ありがとうございます！

　デザイナー様。毎回長大なタイトルを綺き麗れいに収める難しいデザインをお願いしてしまって申し訳ありません。カバーという本の顔の魅力を引き出してくださるのはデザイナー様のお力添えがあってこそ。ありがとうございました！

　校正様には毎回大量の修正箇所を見つけていただいております。これが修正されずこのまま出版されたらと思うと！　ありがとうございます。

　印刷所の皆様、製本所の皆様、営業の皆様、書店の販売員様、他にもこの本にかかわってくださったすべての方々。４巻まで到達することができたのも皆様のご尽力があったからこそ、ありがとうございます！

　最後に、この本を手にとって下さった皆様、１巻から続けて読んで下さった皆様、コミカライズから小説へと来てくださった皆様、ウェブ版から応援してくださった皆様、あなた方無くしてこの本は存在しません。本当にありがとうございました！

　次は５巻！　レッド達の物語はこれからも続きますので、またお会いしましょう！





２０１９年　雲に隠れる春の月の頃に　ざっぽん
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真しんの仲なか間まじゃないと勇ゆう者しやのパーティーを追おい出だされたので、

辺へん境きようでスローライフすることにしました4
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